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第一章








　ＹＡＣ工業株式会社──医療精密機器の分野で国内随一のシェアを誇るこの会社で、水みず島しま由ゆ加か里りは副社長付きの秘書業務にあたっていた。

「こちらが先日受けられた雑誌取材の記事となります。Ｗｅｂ連載の方は先程ＵＲＬをお送りしましたので、そちらをご覧ください」

　副社長室の傍らにある秘書室が由加里の職場だ。

　いつものように挨拶を述べてから、由加里は上司である屋や久く野の知とも樹きに一冊のファイルを差し出した。

「あぁ、悪い……やっぱり業界紙だと手厳しい書かれ方だな」

　三十歳を目前に控えた若き副社長は、業界紙に書かれていたあおり文を見てふっと苦笑を浮かべる。

「一方でＷｅｂ連載の記事は概ね好評か。反響はあるか？」

「連載担当さんからお聞きしたのは、若年層からのアクセスが顕著だそうです。専門用語を多用せず、通勤時になどにも読みやすい文量なのが要因ではないかと。昨今は二十代の方でも、介護問題に関心が高い方もいらっしゃいますから」

　由加里がそう述べると、彼は左手で口元を覆った。

　考え方をする時、彼はこうして口元を覆う。だが、思案の時間はそれほど長くはなかった。

「そうか、では連載の方向性としては成功しているのかな。どちらにせよ、この分野は若年層の関心をどれだけ集めるかがポイントだ。もし反応が薄いようなら路線の変更も考えていたが、今のままでいくと伝えておいてくれ」

「かしこまりました。……また、今週分のスケジュールを共有しておりますのでご確認ください」

「あぁ、ありがとう。確認しておくよ」

　ダークグレーのスーツに身を包んだ知樹は、一見すると医療機器メーカーの役員職には見えない。すらりとしたスタイルの良よさと端正な顔立ちはモデルのようだ。

「そうだ……水島さん、後で営業部に持って行ってほしいものがあって──えぇと、これを部長宛てに」

　知樹が差し出してきたのは、数枚の書類だ。

　営業部長宛ての書類を軽く確認してから、由加里は小さく頷いた。

「かしこまりました。新事業部の件ですね？」

「あぁ。数人若手から借り受けたい──大おお槻つき部長が渋りそうだが、相手が俺じゃなくて水島さんなら強くも出れないだろう」

　切れ長の目を悪戯っぽく細める知樹に、曖昧な笑みを返す。

　元々由加里は、一年前まで営業部のグループセクレタリーだった。新卒からＹＡＣ工業の秘書課に配属され、数年間ずっと営業部全体の秘書としてサポート業務を行ってきたのだ。

　仕事の上では割と無茶を通したことも何度かあるため、営業部長である大槻にはなにかと話を聞いてもらっている。

「新事業部の方も、めぼしい人間は大体声をかけてきた。営業の方で数人引っ張ってこれたら、俺もチームに加わってクライアント回りをする予定だ。この手の根回しは早い方がいい」

「そうですね。では、そちらも準備を進めておきます……それでは、一度失礼いたします」

　軽く頭を下げて副社長室を出た後、由加里はふーっと深く息を吐いた。

　正直に言えば、この一年間はとても忙しい日々が続いていた。

　社長の一人息子である知樹は、昨年元々勤めていた外資系の製薬会社を退職してＹＡＣ工業に就職した。元々医療分野への造詣は深く、元の会社でも二十代ながら優秀な成績を収めていたと聞くが──由加里が想像する外資系企業のイメージと相違なく、彼は徹底した実力主義者だった。

（忙しいのは営業にいた頃も同じだったけど……やっぱり一人で全部担当するのは結構大変だなぁ……）

　グループセクレタリーは数人おり、それぞれが担当の仕事を進める形であったが、今の由加里はたった一人で多忙な知樹の秘書業務を全て担っている。

　社外の人間との折衝もあれば、社内の人間との調整もある仕事だ。内容は非常に充実しているが、求められる責任は以前よりもずっと重い。

　とはいえ、この仕事が嫌いかと聞かれればそうではない。しっかりと仕事を行えば知樹は確実に評価してくれるし、こまごまとしたサポート業務は昔から嫌いではなかった。

「失礼します──副社長室の水島です。大槻部長はいらっしゃいますか？」

　営業部に到着すると、由加里は手近な社員に声をかけた。

「今日は外出の予定がないみたいなんで、席にいると思いますよ」

　声をかけた若い社員がちらりと視線を向ける方向には、確かにパソコンと向き合って渋面を浮かべる部長の大槻の姿があった。

「ありがとうございます。助かりました」

「いえいえ……最近部長、ちょっと機嫌悪いみたいなんで気を付けてくださいね。新しいグループセクレタリーの子に八つ当たりしてるの見ちゃったんで……」

「……そうなんですか？」

　耳にした言葉を見過ごすことはできず、思わず由加里は声を潜める。

　すると、話をしていた社員も同じように声を潜め──部長に見つからないよう、キャビネットの影になるような場所で話し始めた。

「こんなこと、水島さんに言っていいのかわかんないですけど……なんか専務から詰められたって話を聞いてます。ほら、副社長が来てから色々変わったじゃないですか」

「あぁ……飯いい田だ専務が……」

　言いにくそうにしながらも営業部の現状を話してくれたことで、なんとなく彼の言いたいことがわかったような気がした。

　飯田専務は、現社長の盟友としてともにこのＹＡＣ工業を国内シェアトップに押し上げた立役者だ。現社長は温厚な人となりをしており社員からの信頼も厚いが、飯田専務はなかなかに苛烈な気性をしていたらしい。

「正直、営業部でもちょっと問題になってるんです。やり方がコロコロ変わるから中途採用で入ってもすぐに辞めちゃう人とかが多くて……あっ、これ、俺が言ったってことは……」

　そっと自分の口元に人差し指を当てた若手社員には、静かに頷き返しておく。

　すると、そのタイミングで背後から声がかかった。

「おぉっ、水島さん！　どうしたの、そんなところで」

「……大槻部長」

　一瞬、心臓がドキッとした。

　とはいえ、なるべく声音は変えずに後ろを振り向く──すると、そこには先ほどと打って変わった笑顔を浮かべた部長の大槻が立っていた。

「部長のご予定を確認していたんです。こちらの確認不足で申し訳ないのですが、副社長からこちらをお渡しするように言われていて」

「なんだ、そうだったの？　別にすぐ声かけてくれてよかったのに」

　秘書として数年働いていて、由加里はある種のポーカーフェイスを身に着けていた。

　ムッとして表情を変えないわけではなく、できるだけ自然な笑顔を常に浮かべ続けることができるようになったのだ。

　先ほど若手社員から聞いた話を胸に留めながら、由加里はにっこりと笑みを浮かべる。

「すみません、お忙しそうでしたので……」

「あー、まぁねぇ。水島さんがコッチに帰ってきてくれたら、面倒なこともちょっと減りそうなもんだけど」

　どことなく好色な視線を感じながらも、由加里は顔色を変えなかった。

　こんなことに慣れたくはなかったのだが、秘書課の女性陣はこうした視線にわりと慣れている。

「次の人事で異動になれば、ですね」

「副社長が君のことを離さないんだろ？」

「……どうでしょう。副社長が求めるパフォーマンスができていると判断されたら、多分続投なんでしょうけど」

　ニヤニヤと笑う大槻部長の質問を適当にかわしながら、由加里は知樹から渡された書類を数枚彼に手渡した。

「副社長は新事業部の立ち上げに伴って、営業部からも数人引き抜きを検討されているようです。若手でいい方はいらっしゃいませんか？」

「いや、最近の若いのはどうにもねぇ……なんでもかんでも効率効率ってうるさいし、まぁ……こっちとしても色々あるんだよ」

　手渡した書類を眺めた大槻部長は、どうにも煮え切らない態度で顎を撫でた。

　仕事なのだからある程度効率を求めることは仕方がないと思うのだが、どうやら部長の意図はそこにはないらしい。

「あんまり副社長の言う通りにすると、専務がうるさいんだよなぁ。上がどれだけやりあってもいいけど、それで割を食うのは現場に出てるこっちだろ？」

「……そうですね」

　他社に比べてどうかというのは由加里にはわからないが、ＹＡＣ工業の出世競争はそこまで激しくはない。

　しっかりと実績を積んで勤め上げれば、ある程度の年齢には相応の役職に就くことができる。従来型の年功序列制度を採用しているのは、そのやり方で会社を大きくしてきた専務の意思によるものが大きい。

（屋久野副社長は、そのやり方を変えようとしてるんだもの──対立するのも当たり前といえば当たり前か……）

　年功序列制度は確かに安定した昇進と昇給を与えてくれるが、若い社員はそれだけでは面白くない。特に新しい領域でのチャレンジを推し進めようとしている知樹をはじめ、優秀な技術や知識を持つ若手の社員たちの中ではその制度への反発が起きていた。

「水島さんも難しい立場だとは思うけど、こっちもこっちで色々あってね。……副社長には、それとなく言っといてよ。一応検討だけはしてみるけどさ」

「かしこまりました。……すみません、お忙しい中」

　曖昧に笑みを返して営業部を出た由加里だったが、どうにも胸の奥の方が重い。

　今、ＹＡＣ工業では二つの勢力が社内を二分している。若手から中堅の社員が中心となって副社長の知樹を慕う派閥と、古参社員を中心として専務を主軸にした経営を進めようとする派閥──専務の方は会社を継ぐ可能性が高い知樹と喜んで対立しようとは思っていないのだろうが、周囲に持ち上げられて知樹との対立姿勢を取らされてしまっている。

（お互いの経営戦略は違うし、どうしても小さな対立は起こるものだけど……流石にこれは大げさになりすぎなんじゃない？　大槻部長、あからさまに嫌そうな顔してたし）

　実力主義を掲げている知樹は若手の社員にもある程度の裁量を認め、たとえ入社一年目であっても数千万から数億単位の案件を任せることもある──上昇志向が強くモチベーションの高い一部の社員は、彼のそのやり方に強い賛同を示していた。

　一方で専務は、これまで通りの安定した年功序列を掲げている。

　堅実に会社に尽くした人間が評価されることで、会社全体が安定したパフォーマンスを出すことができるという経験則を元に、知樹の押し進めようとする外資的な実力主義に異を唱えているのが現状だった。

（立場的には副社長の味方をした方がいいのはわかるけど……でも、専務の言ってることも間違ってるわけじゃないのよね）

　由加里の父だって、地方の会社で長く勤めあげている人だ。人より少し辛抱強いくらいで、人並み外れて優れた能力なんて持っていないように見える。

　仕事に対して真面目ではあるが、言ってしまえばそれだけだ。そんな人間がまるで評価されないのかと言われると、由加里としても首をひねりたくなるところではある。

「……戻りました。大槻部長に先ほどの書類をお渡ししましたが、人員の選定に少々時間がかかるとのことです」

　なんとも言えない気持ちを抱えたままで副社長室まで戻ると、知樹はデスクで仕事を始めていた。パソコンのディスプレイから目を上げた彼は、戻ってきた秘書の様子を見て大体のことを察してくれたらしい。

「大槻部長には突っぱねられたか？」

「いえ……その、なかなか新人が定着しないそうで」

　先ほど若手社員から聞いたことを交えて、営業部の現状を報告しておく。

　大槻部長は元々感情の起伏が大きい人物だが、だからと言って秘書課の人間に当たり散らすのはやりすぎだ。

「グループセクレタリーに八つ当たりは問題だな。……秘書課の丸まる井い課長に少し話を聞いてみたいが──午後は三時から空いていたはずだから、そこでミーティングを入れてくれないか」

「え……副社長が丸井課長とお話をされるんですか？」

　社員から聞いた話の一部始終を話すと、涼しげな表情を少し陰らせた。

　本来彼が直接話を聞くような案件ではないと思ったが、知樹はゆっくりと首を横に振った。

　彼の端正な顔立ちは、笑みを浮かべていれば非常に爽やかで人当たりのよさを感じさせる。だが、無表情になるとまるで逆だ。陶器のような無機質さを孕んだ表情に、由加里も思わず背筋が冷たくなる。

「八つ当たりといえば軽く聞こえるかもしれないが、営業部の部長からハラスメントを受けたということだろう。俺に言いたいことがあるなら直接言えばいい──他課の、それも自分より職位の低い人間にすることじゃない」

　淡々とした口調だったが、そこには静かな怒りがあった。

　普段あまり口調が荒くなったり、感情が高ぶりすぎたりすることはない人だと思っていた由加里は、冷ややかな怒気に背筋を伸ばした。

「当該社員のメンタルケアも含めて、一度丸井課長と話したいんだが……もしかして、秘書課ではこういうことがよくあるのか？」

「……全くない、というわけでは……」

　大槻部長のようにハラスメントじみたことを言われることもあれば、秘書だからとぞんざいに扱われることも少なくない。

　秘書課課長の丸井は三十代後半の穏やかな女性だが、彼女もかつてかなりひどいセクハラに遭ったことがあるという。

「仕事なので、ある程度のことは我慢しないといけません。……こんなことを副社長に言うのは気が引けますが──わたしたち秘書課の女性は、徐々にこうしたことに慣れていくんです」

「そんなことが、っ……」

　一瞬、知樹は大きく目を剥いて口を開いた。だが、彼はぐっと眉を寄せてゆっくりと息を吐く──由加里が瞬きを一度する頃には、その表情は普段通りの端麗なものに戻っていた。

「……悪い、少し熱くなりすぎた。だが、仕事だからといって君たちが我慢を強いられることはあってはならない。それは企業風紀の問題であり、俺はそれを改善しなければならない立場にある」

　硬い口調でそう言った後、知樹は唇を引き結んでじっと由加里の顔を見上げてくる。

　ややしばらくの静寂があったが、それが過ぎると彼はゆっくりと口を開いた。

「悪かった。一年も君と一緒に働いてきて……そんなことにも気付けないとは」

「そんな──副社長が謝るようなことじゃありません。その、まさかそこまで怒ってくださるとは思わなくて」

　正直、男性である知樹がそこまで気にしてくれるとも思っていなかった。あっさりと受け流されると思っていただけに、彼がこうしてストレートな謝罪を口にしたことに驚いてしまう。

「え、ぁ……その……」

「どうやっても俺は男だから、気付けないこともあるかもしれない。だが、そういう時は言ってくれ。理解と改善を進めるのも俺の仕事の一つだ」

　頼もしくそう言い切ってくれる知樹に、由加里はそっと頷いた。

　──やっぱり、彼のこういうところが信頼できる。

「ありがとうございます。……秘書課の新人さんたちも、安心して仕事ができるようになったらいいなって思ってて……」

「あぁ、そのことについても丸井課長と話し合ってくる。すぐに状況の改善は難しいかもしれないが、ウチだってこれだけコンプライアンスに厳しくなっているのに──大槻部長の件も、報告ありがとう」

　軽く片手を上げた知樹は、それから少し考え事をするような仕草を見せた。

　何度か瞬きを行い、なにか言いたげに口を開いては閉じるを繰り返した後で、彼はようやく由香里の名を呼ぶ。

「……なぁ、水島さん」

「はい。どうされましたか？」

「大槻部長は、人員をまるで出せないと言ったわけじゃないんだろう？　現に営業部の人員が極端に減っているわけではないし」

「え、えぇ。ただ、最近忙しいので時間がかかると……」

　副社長の命令で人を出したくない、というのが本音だろうが、部長の立場では知樹に面と向かってそんなことは言えない。

　知樹に協力的な姿勢を見せて、他の専務派の社員に目をつけられるのも嫌なのだろう。なんとも言えない板挟みになっている大槻部長を想像すると、なんだか哀れに思えてきた。

「そうか。それならこちらで気になっている社員を少し選んでみようと思う。人員を数人、だけだといつまで経ってもリストアップすらされない可能性があるからな」

「それは……その、あまり大槻部長にとっては……」

「面白くはないだろうな。だが、向こうの出方を待っていられるほどの時間はない。来年の新事業部始動に向けて、時間はいくらあっても足りないんだ」

　知樹が推し進めようとしているのは、国内で大きなシェアを誇っているペースメーカーやカテーテル分野ではなく、近年急拡大しているネットワークを使った介護医療分野での業務拡大だ。

　訪問看護などが難しい僻地での医療問題の改善や、介護分野の負担軽減などを目指した新事業は、来年から本格始動する予定だった。

　そのためにも、集められる人間はすぐに集めておきたい──知樹がはやる気持ちもわかるし、さほど時間の余裕はないということは由加里も肌で感じていた。

「多少強引だが、新しい分野で実力を発揮できる人だっているはずだ。水島さん、改めて営業部の人員リストを送ってくれないか」

「か、かしこまりました。すぐにご用意します……」

　だが、このままではそれこそ古参の社員たちとの軋轢が大きくなってしまう──それがわからない知樹ではないだろう。

（専務との対立を煽られてるのはわかるけど……でも、これだけ強く出ていたらいつかは……）

　知樹はむやみやたらと横暴なわけでも、厳しいわけでもない。

　彼のこの強気の姿勢が若手の社員には愛されているわけで、その姿にここからさらにＹＡＣ工業の発展を見る人も多い。

（……なにか、悪いことが起こらなければいいけれど）

　根拠のない漠然とした不安が胸に湧き上がってくる。

　その不安が的中しないことを祈りながら、由加里は命じられた業務に手を付け始めるのだった。







第二章








　営業部に赴いてから一週間後、由加里と知樹は北陸にいた。

　今日は富山県にある製薬会社で、新事業部稼働の要となるアプリのプレゼンテーションをすることになった。

　元々の事業部とは繋がりがあった企業だが、新しい事業については向こうの責任者があまり乗り気ではないらしい。

　そもそもネットワーク分野での医療介護という言葉がピンときていないとのことで、その辺りの解説を知樹自らが行うことになっていた。

　当日の朝、ホテルのラウンジで最後の確認を行う──その中で、由加里がある異変に気が付いた。

「……おかしいですね、アプリの動作が不安定です」

「なに？　動作が不安定とは……昨日まで検証端末で普通に動いていただろう」

「はい。……アプリ自体が起動できずにクラッシュします。御覧ください」

　ブルーグレーのレディーススーツに身を包んだ由加里は、きゅっと眉を寄せて検証用のスマートフォンを知樹に見せた。

　すると、視線を向けてきた彼の表情も一気に曇っていく。

「起動しないな。……俺のスマホにも同じアプリを入れておいたんだが──あぁ、こっちもダメだ」

　医師の診断を受けられ、提携の薬局に連絡を入れられるという手軽さを押したアプリを、今日のプレゼンで発表する予定だったのだ。

　さらに物流システムを強化し、僻地や無医地区へ人力やドローン輸送で薬を届けることができるようにするというのが最終到達点なのだが、肝心のアプリがこれでは詳細なプレゼンを行うことができない。

「……エンジニアに連絡を取ってくる。至急直せるものなら対応はできるはずだ」

「かしこまりました。わたしは、万が一の時に備えてプレゼン資料を少し修正しておきます」

　一瞬血の気が引いた由加里だったが、一方知樹の対応は冷静だった。

　だが、その秀麗な横顔にも若干の焦りが見える──今のところ、新事業部は確たる営業成績を残せているわけではない。他社との連携が必要な領域において、昨年本社に戻ってきた知樹の信用もそれほど高いわけでもなかった。

　いくらＹＡＣ工業の名前があっても、下手を打ってプレゼンが失敗すれば必要な力を借りられなくなってしまう。

（いや──それだけじゃない。副社長がここでミスをしたら、きっと彼のやり方に異論を唱えていた人たちは……）

　恐らく、その失敗を声高に叫ぶだろう。

　そしてそのやり方が間違っていた、あるいは知樹本人が次期社長として不適任であると断ずる可能性もある。

　知樹を含めた経営陣、役員の考えはＹＡＣ工業のさらなる発展に向いているはずだ。現状維持に満足しない彼のやり方は間違っていないはずだが、彼の立場はどことなく危うい。

「……だめだな。システムの方でも異常に気付いて復旧作業をしてくれていたようだが、やはり時間がかかるらしい」

「ど、どれくらいでしょう。一時間程度でしたら、プレゼン中になんとか復旧が間に合うと思うのですが……」

「早くて三時間と言われた。エンジニアたちはよくやってくれている状況だ。無理を押せとは言えない」

　本社に電話をかけていた知樹が、苦々しい表情で歯噛みした。

　これから取引先の本社に向かって、すぐにプレゼンを始めなければならない。手元にスクリーンショットなどの画像資料はあったが、やはり本物を動かして見せるのが一番感触がいいはずだ。

「あっ……」

　なんとかして、アプリの通常時の挙動を再現できないものか。

　できることならなんだってしたいが、生憎由加里にそういった技能はない。

　もうすぐ取引先に向かわなければならないのに──焦る由加里の脳裏に、ふとある記憶がよぎった。

「どうした？」

「いえ──以前、一通りの動作を画面録画機能で録画していた気が……バージョン違いで挙動の比較ができるようにと思って、クラウドの方にアップロードしておいたんですが……」

　録画自体は二か月ほど前のもので、試作段階で粗削りなものではある。だが、基本的な動きは変わらないはずだ。

「それをプレゼン資料の中に組み込んで、今は調整中だと素直に伝えるくらいしか──」

「いや、それでいい。ひとまずのイメージを見せることができれば、言葉や文字で伝えるよりもずっとわかりやすいはずだ……水島さん、ここから向こうに到着するまでに、その録画をうまく整えられるか？」

　知樹の表情が、ぱっと明るくなる。恐らく彼も、かなり切羽詰まっていたらしい。

　普段はきりっとして隙のない彼の笑顔は、年よりも幼く見える。どうやら、余程安堵しているらしい。

「できます」

　力強く頷くと、知樹もぐっと顎を引く。

「……助かるよ。それ以外のことは俺に任せてくれ──今日のプレゼンが終わったら、うまい酒でも飲もう」

　にっと笑った知樹の表情に、思わず胸の奥が苦しくなる。

　一年間彼の側で働いてきても、こうした表情はあまり見られなかった。急がなければならないのに、どうしても心臓がどきどきと高鳴ってしまう。

（って、何考えてるの……！　集中しなくちゃ。集中！）

　心の中で何度も頭を振って、ノートパソコンで資料を再構築する。

　元々アプリを動かすことを想定していた資料だ。プレゼンを担当する知樹が万が一にも間違えてしまわないよう、動画の動きを何度も確認しながらスライドを手直ししていく。

「……できました。以前録画した動画もパソコンの中に入れてありますので、すぐに起動できます」

　そうして由加里が顔を上げたのは、取引先に向かうため乗り込んだタクシーの中だった。

　かなりのギリギリになってしまい、詰めの甘いところはあるかもしれないが──そこは本番に強い知樹に任せてもいいだろう。

　ぐっと息をつめて作業をしていたせいか、呼吸をしただけで頭の中が晴れ渡っていくような気さえしてきた。

「本当に助かる……ありがとう。君がいなかったら、今頃俺一人で頭を抱えていた頃だ」

「いえ──的確に指示をいただいたおかげで、形だけは整いました。あとはお任せします……」

　無事に資料が完成したことの安心感で、思わず頬が緩む。

　だが、本番はここからだ。そもそも事業領域について理解の浅い相手企業の責任者に、うまくそのメリットを伝えられるかに勝負がかかってくる。

（大丈夫……きっとうまくいくはず）

　心の中で、由加里は何度も自分にそう言い聞かせた。

　知樹のプレゼンはいつも自信に満ちていて、その場の主導権を握ってしまう。だからきっと、今回も大丈夫なはずだ。

　無事に取引先に到着した二人は、そのままプレゼンが行われる会議室に通された。

「担当を呼んでまいりますので、ここでお待ちください」

　そう言われて、由加里と知樹は広い会議室に残された。

　持ってきたノートパソコンとプロジェクターを接続している間にも、知樹は本社との綿密なやり取りを重ねている。

　そうしていると、やがて向こうの担当者がやってくる──驚いたのは、そこに社長の姿もあったことだ。

「猪いの口ぐち社長、お久しぶりです」

　年頃は六十歳前後、顔に笑みは浮かべているがなかなかに眼光の鋭い男性だ。

　知樹はすっと立ち上がり、爽やかな笑みを浮かべて頭を下げた。すると猪口社長の方も、右手を差し出しながらこちらに近づいてきた。

「まさか知樹くんが来るとは思わなかったよ。昨年ウチに顔を出してくれた時以来かね？　屋久野社長はお元気かな」

「おかげさまで。運動不足がたたって膝が痛むと言っていますが、悪いのはそれくらいですね」

　どうやらこの二人は、公私にわたって面識があるらしい。

　親戚の青年がやってきた時のような気安さで笑いかけてくる猪口社長は、ひとしきり談笑を終えると会議室の椅子に腰かけた。

「それで、新しい事業部を立ち上げるんだって？」

「はい。僻地での医療介護問題を改善するために、是非御社の持つノウハウをお借りしたくて。ウチは機械関係には強いですが、流通などはまだまだ改善点が多いものですから」

「僻地医療の改善か。確かに重要な課題だが──今日は具体的な話を聞かせてもらえると思っていいんだな？」

　その問いかけにも、知樹はしっかりと頷いた。

　そうして一息置いた後、知樹は用意したプレゼン資料を手に話し始めた。







「──お疲れ様です、副社長」

　二時間半を予定していたプレゼンテーションは、結果として半日近くにまで長引いた。

　プレゼンの結果は大成功、特に由加里がギリギリで用意した動作確認時の動画が好評だったらしい。

「あぁ……まさか猪口社長が直々に話を聞きに来るとは思っていなかったから、とても驚いたが……向こうの反応はかなりよさそうだ」

「そうですね……そこはやっぱり、副社長の誠意が認められたのでは？」

　宿泊先のホテルに戻るタクシーの中で、二人はお互いに安堵の表情を浮かべていた。

　アプリの動作確認動画はあるのに実物に触れられない状況については、知樹が機転を利かせて「脆弱性が見つかったため緊急の修正中」と伝えたのだが、エンジニアが素早く問題点を提起してくれたということにしたら案外あっさりと納得してもらえた。

「本社の方でも、アプリの修正は完了したようです。現時点で仕様に大きな変更はありませんが──ゾッとしました……」

　こうした分野に最低限でも知識があればよかったのかもしれないが、生憎と由加里は根っからの文系だ。

　知樹の方は多少そうした知識もあるようだが、それでも現場で働いているエンジニアには遠く及ばないだろう。こうしたアクシデントが起きた時、すぐに対処できるほどの技術力はない。

「それにしても、本当に……長い一日だった。水島さんもご苦労様」

「いえ……本当にお疲れさまでした……」

　ふう、と二人で一息ついた辺りで、タクシーがホテルに到着した。

　本当に長い一日を過ごした二人だったが、ふと知樹から提案があった。

「十三階のレストランで食事をしよう。予約は取ってあるから、気楽な格好で来てくれ」

「は、はい。ありがとうございます」

　事前に食事先の予約は必要ないと言われていたので、てっきり彼はどこかに出歩いて食事をとるのだと思っていた。由加里も一人で食事を取ろうと、行きたいラーメン屋などをリストアップしておいた。

　だが、知樹からそう言われては流石に断れない。それに、今から出かけてお目当てのラーメン屋に向かうにも、些か疲れてしまった。

　ありがたくご相伴に預かることにした由加里は、一度部屋に戻って荷物を置いた。

「つ……疲れた……」

　自室に戻って扉を閉めた時、唇からついそんな声が漏れてしまう。

　知樹との待ち合わせ時間には余裕があったが、間違っても彼を待たせるわけにはいかない。

　重たい体を叱咤して、シャワーを浴び化粧を直してから、仕事の時よりも多少カジュアルに見えるだろう。

「……副社長、すごいなぁ」

　着ていたジャケットをクローゼットのハンガーにかけると、不意にそんな言葉が唇からこぼれ落ちた。

　純粋に、ビジネスパーソンとしての知樹はとても優秀な人だ。それはわかっているのだが、今日のプレゼンを見ていてより彼に対する尊敬が強まった。

（最初は怖い人かもって思ってたけど、とにかく仕事はできるし──ただ、ちょっと言葉が足りない気はするけど）

　今日垣間見せた彼の臨機応変さや、年上の経営者にも臆することなく自分の意見を伝える姿勢などは純粋に見習いたい。

　一方で、知樹は相手に求める理想が高く仕事がしにくいとも言われていた。だが、それは個人の資質を見抜き、その人ならばできるだろうというラインのギリギリを攻めているだけだ。最初から期待していない人間にパフォーマンスを求めるようなことはしない。

　誤解されやすくはあるが、それだけ他人を見る能力に長けているのだ。そんな人間の側であれこれと仕事を任されて走り回っていると、自分もひどく充実した気持ちになってくる。

「あ──そろそろ行かないと」

　ぼんやりと考え事をしていると、あっという間に待ち合わせの時間になってしまった。

　軽く手で髪を整えて部屋を出た由加里は、言われた通りエレベーターで十三階にあるレストランへと向かう。

「副社長！　申し訳ありません、お待たせしてしまって……」

　由加里が店の前につくと、既にそこには知樹が立っていた。

　少し前に来て彼のことを待っていればよかった──そう後悔する由加里に、彼は軽く手を上げて笑みを浮かべる。

「いや、それほど待ってないから安心してくれ。女性の支度に時間がかかるのは知っているし──それに、今まで親父から電話がかかってきてて」

「社長からですか？」

「あぁ。今日の一件、猪口社長から親父のところに連絡がいったらしい。あの人、俺が子どもの頃からよく知ってる人でさ」

　どうやら、猪口社長と知樹たちは長年家族ぐるみの付き合いがあるらしい。

　どちらも家庭と仕事はきっちりと分けるタイプではあるらしいのだが、久しぶりに知樹に会ったことで社長の方に連絡を入れたようだった。

「久しぶりに会った俺がすっかり大人になってて驚いた、って……一年前に会ったばっかりなんだけど、しっかり仕事の話なんてしたことなかったから」

　そう言うと、知樹は少し照れくさそうに笑みを浮かべた。

　普段会社では見ることができない表情に、またしても胸の奥の方がきゅっと締め付けられる。

「まぁ──立ち話もなんだ。個室を予約したから、少し中でゆっくりしよう」

　小さく笑みを浮かべた知樹が、そう言って店のドアをくぐる。由加里もその後に続き、落ち着いたテイストの店内に足を踏み入れる。

　既に知樹が個室を予約してくれていたので、店員に案内されて店の奥に通される。創作料理系のレストランだということで、老若男女を問わず宿泊客の姿があちこちに見られた。

「屋久野様のお席はこちらになります。コースのご予約でしたが、すぐにお料理をお持ちしてよろしいですか？」

「お願いします。飲み物は──俺はビールでいいかな。水島さんは？」

「わ、わたしもそれで……」

　ぺこりと頭を下げると、店員はそのまま下がっていった。

　個室はテーブル席で、二人はそれぞれ対面に腰かける。

「いつの間にご予約されていたんです？」

「ちょっと前。プレゼンが終わったら二人で打ち上げをしようと思っていたんだが──いや、本当にお疲れ様」

　ひどい目に遭ったと笑う知樹だったが、先ほど感じさせた疲れはもうどこにも見当たらない。

　一方で由加里は、まだ昼間の慌ただしさを引きずっているような心地だった。

「それに、日ごろのねぎらいもかねて。……水島さんは本当に、俺の我儘をよく聞いてくれるし」

「我儘だなんて、そんな──仕事としては、とても充実しています」

「本当に？　結構無茶なことを言うだろう、俺は」

　ニッと悪戯っぽく笑う知樹に、由加里も笑みを返す。

　確かに仕事は大変だが、無茶を言われた経験はそこまでない。

「わたしが絶対にできない量の仕事を任されたり、できなかったことをあげつらったりはしないじゃないですか。副社長は、その辺りをよく見てくださっているんだなって」

「人間一人の稼働量には限界がある。物理的に無理なものをやれと言っても、逆に効率が下がるだけじゃないか？　……その言い方だと、前にひどい無茶振りをされたみたいだな」

　クツクツと喉を鳴らして笑う知樹に、由加里は小さく首をかしげて笑うだけだ。

（副社長──今日は普段よりちょっと、話しやすいかも）

　普段も普段で話しかけにくい雰囲気があるわけではないのだが、既に本日の仕事を終えているからか、はたまた食事の席だからか──普段隙がなく張り詰めている知樹の雰囲気が、ほんの少しだけ和らいでいる気がする。

「そうだ、水島さん」

「はい？」

　食事は二人ともほとんど食べ終えて、先ほどデザートが出てきたところだ。知樹も先ほどから杯を重ねていて、目元がほんのりと赤くなっている。

「前にアレルギーはないと聞いていたから勝手にコースを予約したんだが……君が好きな食べ物を聞いておくのを忘れていた。……苦手なものがあったらすまない」

　知樹の気遣いに、由加里はふるふると首を横に振った。

　昔から嫌いなものはなくて、なんでも美味しく食べられる人間だ。

「甘いものは好きなんですけど、嫌いな食べ物はないんです」

「甘いもの……ケーキとか？」

「はい。週末、行きつけのパティスリーでケーキを買うのが楽しみで」

　会社の近くにあるパティスリーは、季節のフルーツをふんだんに使ったタルトが売っている。

　週末や仕事の山場を乗り越えた日は、必ずそこでケーキを買って帰るのが由加里の楽しみだった。

（そういえば、副社長とこんな話したことないかも……）

　当たり前といえば当たり前なのだが、知樹と仕事以外の話をする機会はそれほど多くはない。

　いくら勤務中はほとんど彼の側にいるとはいえ、二人とも公私はわけて考えるタイプの人間だ。仕事の場でプライベートをすることはあまりない。

「へぇ、意外だな……水島さんはなんとなく、そういうものはあまり好きじゃないと思ってた」

「えっ……わたし、そんなに普段とっつきにくいですか？」

　お酒の勢いも相まって、ふと由加里の口からそんな言葉が出た。

「いや、俺の勝手なイメージの問題だ。一年一緒に仕事をして、水島さんのことをなにも知らなかったんだなって思い知らされたよ」

　二人そろって、いい具合に酔いが回ってきているらしい。

　由加里はいつもより知樹に対して踏み込んだ質問をしているし、知樹も知樹で口調が普段よりずっと柔らかい。

　大きな仕事を二人で乗り越えた達成感もあるのだろうが、ここまで酔った知樹を見るのも初めてだった。

「君がとっつきにくいとか、そういうことじゃないんだ。俺は昔から……どうにも、他人に気を配るのが下手みたいで」

「そんなことありません！　だって、副社長はいつも周りをよく見ているじゃないですか。ミスをしても、一度くらいなら大丈夫だってケアもしてくれて──正直、何度も助けられてきました」

　むしろ、知樹は周囲へのケアはしっかりしている方だ。

　軽微なミスは次に直せば問題はないし、仕事を任せた若手の社員がミスをした時も、自分の指示に問題があったと逆に頭を下げていた。

　自分のミスを部下になすりつけたり、逆に部下の手柄を横取りするような上司とは違う。

「そう言ってもらえるのは嬉しいが……時々思うよ。自分のやり方は間違っているんじゃないかって」

　それは、普段の知樹ならばまず出てこないような弱々しい言葉だった。

　常に自信に満ち溢れ、この人についていきたいと思わせるカリスマ性を発揮している知樹が、目を伏せて口元を覆い、弱気な言葉を吐いている。

　そんな姿は、今まで一度も見たことがない。

「自分の中の理想を求めて、この一年走り続けてきたつもりだ。だが、時にはそれが軋轢を生み、社内で不必要な分断を生み出している気がするんだ」

「確かに、多くの人の考えを全て一つにまとめるのは不可能です。働き方や考え方にしたって、一人一人違うものをもって生きているんですから……」

　それでも、挑戦する者へのチャンスだけは平等にあってもいいはずだ。

　今まではどれほど秀逸なアイディアを持っていたとしても、若い社員はそれだけで軽んじられ、意見を通すこともできなかった──それを知樹が拾い上げ、実際に会社に利益をもたらしたことで徐々に会社内の空気が変わっていったのだ。

「確かに、一年前……俺は君にそう言ったな。親父に言われてＹＡＣに呼び戻されて、将来自分が継ぐ予定の会社がコレなのかって驚いたよ。親父自身も、今はほとんど経営に口を出させてもらえないし……」

　社長である知樹の父と、専務の飯田は古くからの盟友だ。

　屋久野社長は温厚な性格で、飯田専務を強い口調で窘めたりはしない。逆に飯田専務は元々やり手のビジネスマンだったこともあり、いつの間にか社長と専務の力関係が逆転してしまっていた。

　知樹を本社に呼び寄せることが決まった時も、専務はあまりいい顔をしなかったそうだ。

「飯田専務がどういう人かは、俺もよく知ってる。親父があの人に強く言えないのも……昔から何度もあの人に助けられてきたって話は聞いてるから、なんとなくは理解できるよ」

　二人とも、喜んで対立しあっているわけではない。

　立場的に対立の形をとってしまうことにはなっているが、向こうだって望んで知樹と争いたいわけではないだろう。

「だけど、このままじゃＹＡＣ工業は衰退していく一方だ。現状維持を望むなら、少なくともそれ以上に会社を伸ばす努力をしないと──そう思って、あれこれと手を尽くしてきたつもり、なんだが」

　徐々に弱々しく、そして途切れていく言葉尻に、由加里は知樹の重責と孤独を垣間見た。

「自分が進むべき道はこれだと、胸を張って言えなくなっている」

　由加里ですら、社内を歩いていればあちこちで知樹の話を聞くことがある。それがいい話題であることもあれば、逆の話題であることも多い──それを、知樹自身が知らないはずがなかった。

（むしろ、直接副社長にそういう話をする人だって……）

　出る杭は打たれるというが、知樹に対する一部社員の風当たりが強いのは今に始まったことではない。

　鳴り物入りで入社してきた、社長の一人息子。それが今までの会社のやり方を劇的に変えようとするのだから、今更なにを言い出すのかという反発は必ず生まれるはずだ。

「大きな会社ですから、すべてを変えることが難しいのはわたしも理解しています。だけど、副社長のおかげで救われている人がいることも、忘れないでください」

　少なくとも由加里は、そんな知樹に救われた。

　そう言うと、彼は大きく目を見開いてゆっくりと席から立ち上がろうとし──そして失敗する。

「ふ、副社長！」

　ガタッと音を立てて体を傾けた知樹のそばに駆け寄ると、彼は呆然とした表情で一度由加里のほうを見て、それから軽く頭を振った。

「……悪い。酒に弱いほうじゃないんだが、少し……」

　緊張が解けたのか、あるいは普段よりも速いペースで酒を飲み進めてしまったのが悪いのか──ふらついた知樹の腕を掴んで体を起こそうとすると、彼はじっと由加里の方を見つめてきた。

「大丈夫ですか？　体調が優れないようでしたら、もうお部屋に──」

「君は──何度だって俺のことを救ってくれるんだな」

「……え？」

　一瞬の出来事だった。

　少し苦みを感じさせる、男性物の香水の匂いが一気に広がっていく。

　腕をグイっと引かれた由加里が体勢を崩すと、そのまま体を知樹に抱きしめられた。

「ぁ──のっ、屋久野副社長っ……？」

「この一年、ずっとそうだった。君がいなければ俺は……もうとっくに心が折れていただろう」

　耳のすぐ横で、低い知樹の声が聞こえる。

　それだけで心臓がうるさいくらいに高鳴って、体がこわばってしまった。

（な、なにこの状況……なんでわたし、副社長に抱きしめられて……？）

「酒の勢いだというには、些か無責任すぎることをしているとは思っている」

　かすかに熱を持った吐息が耳朶をくすぐってくる。

　由加里は今の状況を理解できないまま、身じろぎ一つできないでいた。

「このまま、俺に触れられたくないと思っているなら──腕を退けてくれ」

　知樹からかけられる言葉は、彼からすれば最後の助け舟だったのかもしれない。このまま彼の腕から逃げ出さなければ、この後何が起こるかは簡単に想像がついた。由加里とて、過去にそういった経験がないわけではない。

（……でも）

　今の状況が知樹にとっても自分にとってもまずい状況だというのはわかっていた。秘書として、酔っているのならば彼のことを止めなければならないことも理解している。

　だが同時に、その腕に抱きしめられたことが嫌ではない自分がいた。

「……逃げないのか」

　その言葉に、由加里はきゅっと唇を噛んだ。

　──知樹に対する尊敬は、いつだって抱いていた。一年ともに働いていた中で、それが尊敬以上の感情に変化していたことを、否定することができない。

（ずっと考えないようにしていたのに……）

　仕事に支障が出てはいけないからと、自分でも心の奥に秘めていた感情だった。

　それを知樹本人に強く揺さぶられ、心臓が強く脈打つ。

　さしたる抵抗もしないでいると、抱きしめてくる力がさらに強くなった。

「ふく、しゃちょ……」

「いい。全部、全部俺のせいにしてくれ」

　消え入りそうなほど小さな声で彼の名を呼ぶと、知樹は低く唸るようにそう言って由加里の唇をふさいできた。

「っん……」

　触れ合った唇同士は、やけどしそうなほどに熱かった。

　個室の外から聞こえてくるはずの足音も、他人の笑い声も、今はどこか遠い。

　軽く唇を食み、さらに由加里のことを抱きしめてきた知樹は、ゆっくりとキスを終えると鼓膜に声を絡ませてくる。

「俺の部屋に行かないか」

　その問いかけには、もはや肯定以外の選択肢は提示されていない。

　由加里がゆっくりと頷くと、知樹はすっと立ち上がって目の前に手を差し出してきた。

「立てるか？」

「は、はい……」

　先ほどは彼の方がふらついていたのに、今度は由加里の方が足腰に力が入らなくなってしまった。

　差し出された手を取って立ち上がると、指先がギュッと握りしめられる。

　店を出た二人は、そのままホテルの高層階にある知樹の部屋へと向かった。由加里が予約した部屋なので、どこに宿泊しているのかはよくわかっていた。

（和モダンのスイート、取ったんだっけ……）

　夜景がよく見えるスイートルームは、ベッドルームの他に和室とリビングがついている部屋だ。

　高層階用のエレベーターに乗ってその部屋に足を踏み入れた瞬間、由加里は心臓が爆発しそうなくらい脈打っているのを感じた。

（ど、どうしよう……結局副社長についてきちゃったけど……）

　お酒の勢いということにはしたが、由加里も知樹も完全に理性を失うほど飲んだわけではない。普段よりグラスが空くペースは早かったものの、前後不覚になるほどアルコールを摂取したわけではなかった。

「水島さん」

「は、はいっ！」

　ふいに名前を呼ばれて、思わず体が飛び跳ねる。

　するとその様子を見た知樹が、クッと小さく笑みをこぼした。

　スイートルームのリビングは由加里が泊っている部屋よりずっと広くて、大きなガラス張りの窓からは外の景色がよく見える。

　備え付けのソファを勧められた由加里は、そこに腰かけてきょろきょろと周囲を見回す。

　その奥には畳敷きの和室と、木目調の彩りが美しいベッドルームを垣間見ることができた。

「シャワーはどうする？　部屋で浴びてきた？」

　スマートな問いかけに、思わず頷いてしまう。……後悔をしたのは、その直後だった。

「そうか。俺もさっき帰ってきて、一度シャワー浴びたから──じゃあ、後で一緒に風呂に入ればいい」

「い、一緒って……その、副社長……」

　先ほどひどく落ち込んでいた時と比べると、知樹の様子はずっといい。

　だが、本当に──本当に自分は、彼とこの部屋でそういうことをしてしまうのだろうか。

　受け取ったミネラルウォーターのペットボトルを握りしめて、由加里はそっと知樹の方を仰ぎ見た。

「今更ナシにしろなんて、酷なことは言わないよな？　それと──できればその『副社長』っていうのもやめてくれないか。プライベートなのに、君と一緒に仕事をしているような気持ちになる」

「……えっと、では──」

「名前で呼んでくれ」

　お酒のせいでかすかに目元が赤かったが、知樹は至極さわやかに微笑んだ。

　それにつられるようにして口を開いた由加里は、頭の奥の方で普段呼ぶことのない彼の名を思い出す。

「と……知樹、さん」

　小さく、蚊の鳴くような声で名を呼ぶと、知樹の表情がパッと明るくなった。どうやらこれでいいらしい。

　ペットボトルの中身で喉を潤した由加里は、そのままソファから立ち上がる。すると、知樹がそっと手を差し出してきた。

「ベッドルームは奥にある。歩けないなら抱えていこうか」

「いえっ……だ、大丈夫です……！」

　ジョーク交じりの口調でそう笑う知樹の後について、由加里は奥のベッドルームに向かう。

　部屋の一番奥にあるベッドルームは、クイーンサイズのベッドがどんと鎮座していた。壁と床は木目調で、照明の薄暗さも相まってかなり落ち着いた空間が演出されている。

（普通に泊まるだけだったら、素敵な部屋なんだろうな……）

　残念ながら、今の由加里にそんな余裕は一切なかった。

　ギクシャクとしたぎこちない動きでベッドの上に腰かけた由加里の隣に、知樹も腰を下ろす。

　──ぐっと腰を抱き寄せられると、体が大げさにはねた。

「別に、そう緊張することじゃない」

「……相手が副──知樹さんだから、緊張するんです」

　これまで由加里は、しっかりとプライベートと仕事を分けてきた。社内恋愛が禁止されているわけではないが、その境界を曖昧にすると自分が働きにくくなるのは容易に想像できるからだ。

「仕事の延長だと考えているから緊張するんだ。単純に、ここにいるのはちょっと顔を知っている程度の、知り合いの男だと思えばいい」

「そ、そんなの無理で──んんっ……！」

　大きく開いた唇を、知樹のそれがぱっくりと食んでくる。

　触れた唇の熱さに体がふるっ……と震えると、彼は強く由加里の体を抱き寄せてきた。

「んんっ、ぅっ……ふ、ぁっ……」

　ちゅ、と音を立てて唇をついばまれ、角度を変えたくちづけが何度も繰り返される。

　優しく触れるようなキスの雨に、一瞬強張っていた体から力が抜けていくのがわかった。

「ん、ちゅっ……は──と、知樹さん……？」

　何度目かのキスの後、ようやくゆっくりと唇が離れていった。

　そういえばこうして誰かと触れ合うのは、ひどく久しぶりのような気がする。

「なるべくじっくりと、君のことを愛したいとは思っている。だが……すまない、あんまり余裕がないみたいだ」

　謝罪の言葉を口にした知樹だったが、その視線は艶めかしく挑戦的だ。

　かすかに欲望の光が宿った瞳は、普段由加里に見せる理知的なものとはまるで違う──本能を揺さぶってくるかのようなその視線から、目をそらすことができなかった。

「ひどいことをするつもりはないが、もしも君のことを傷つけそうになったら、思い切り殴ってくれ」

「な、殴ってって……」

　いくらなんでも、知樹がそこまでのことをするとは思えなかった。

　酒に酔っているとはいえ、理性まで失っているとは思いたくない──思いたくはなかったが、こういう状況になってしまった以上は由加里も胸を張ってそうは言いきれなかった。

「……殴りません。あの、い、痛いのは無理ですけど、それ以外なら大丈夫です……」

　由加里としては、そう言うのが精いっぱいだった。

　本当に彼のことが嫌いで、男性として見られないというのなら最初から部屋にはついてきていなかっただろう。

　お互いの下心や、胸の内に抱いていたいろいろな感情をお酒のせいということにして、今二人は抱き合っている。

「そうか。……うん、痛くするつもりはないよ」

　そう言って、知樹は少しだけ笑ったようだった。

　ふっと吹き出された吐息が、首筋にかかってくすぐったい──そのすぐ後に軽くその場所を吸い上げられて、かすかな刺激に肩が跳ねる。

「んぁ、っ……」

　ちぅっ、と小さく皮膚を吸い上げられ、それからその場所を熱い舌先が舐っていく。

　まるで確かめるように肌に触れてくる知樹の肩に手を置くと、彼は甘えるように由加里にすり寄ってきた。

　普段とは違うその姿がなんだか可愛らしく思えて、そっと彼の髪を撫でてみた。

「……子どもじゃないんだけどな」

「ご、ごめんなさい……その、つい……」

　顔を上げた知樹がむっと唇を突き出してきたが、普段よりもずっと幼いその仕草は由加里からしてみれば可愛い以外の何物でもない。

　母性本能というわけではないが、普段強く自分を律している男が違う姿を見せてくれるのが、由加里の心の深い場所を揺さぶってくる。

「なんていうか……知樹さんがこういうこと、する人だって思わなくて」

「ベッドの上でも自分勝手な人間だと思っていたか？」

「い、いえっ！　そういうわけではなくてっ……」

　慌てて首を横に振った由加里だったが、ニヤッと笑う知樹の姿に、からかわれたことを理解した。

　普段はあんまり冗談を言うような人でもないし、よほどお酒が回っているのだろう。

「触れたいって、思っていたんだ。千載一遇のチャンスだから、この機会にたっぷり触れておきたくて」

「それって……仕事中とかに、ですか？」

　知樹の長い指先が、ブラウスのボタンをゆっくりと外してくる。

　あらわになっていく鎖骨と、淡い色の下着──それを丁寧に脱がせてから、彼はようやく口を開いた。

「そうだって言ったら？　幻滅する？」

　その言葉に、由加里が返事を返すことはできなかった。

　別に、そんな風に言われたくらいで幻滅なんてしない。ただ、知樹が話すその言葉が冗談であるのか本音であるのかを図りかねていた。

「仕事の最中に君をどうこうしたいとかは、考えないようにしていた。だけど少しだけ手が触れたり、肩がぶつかったり……そういうラッキーがあったら嬉しいな、くらいには考えていた」

（そ、それってラッキーっていうの……？）

　上機嫌に由加里の服を脱がせにかかる知樹は、そのまま由加里の体をベッドの上に押し倒してきた。

「あっ……」

「明るいのはよく見えていいが、これだと少し気恥しいな」

　目元をほころばせた知樹は、そういってサイドテーブルにあった照明のリモコンを弄る。

　ぼんやりとした間接照明の光が、徐々に暗くなっていく──やがて部屋の明かりは頼りなさげなフットライトのみになってしまった。

（もしかして、気を遣ってもらった……？）

　煌々と電気がついていて恥ずかしいのは、由加里も同じだ。

　知樹のおかげでそれを口にすることはなかったが、正直ホッとしている。おそらく知樹は、それに感づいてすぐに明かりを落としてくれたのだろう。

「あぁ、これでいい。自分が君に何をしようとしているのか、想像しなくてよくなったよ」

「え、そん──ッんぁ……！」

　薄く笑った知樹が、そのまま鎖骨に軽く歯を立ててきた。

　痛みはなかったが、前歯で火照った肌を軽く嚙まれると甘い痺れのようなものが体を駆け抜けていく。

（な、なに……今の声……っ）

　悲鳴じみた声を上げてしまった由加里だったが、思っていたよりもその声は甘ったるく喜悦を孕んでいた。

　自分の口からこんなにいやらしい声が出るものなのか──恐ろしくなって口元を手で覆おうとすると、知樹の左手がそれを阻止してくる。

「声は我慢しないで」

「でも、な、なんか変な……」

「いいから。……もっと聞かせてほしいんだ。君が俺に触れられて感じてる声、もっと聞きたい……」

　掠れて熱っぽい声でそう囁いてきた知樹が、先ほど噛んだ場所をゆっくりと舐め上げる。

　たっぷりの唾液をまぶした舌先でぬるりとヒリつく場所を舐められて、羞恥とはまた違った愉悦が体の奥からせりあがってくる。

「ンぁ、ぁ……や、だめっ……」

　甘く上ずった、まるで媚びるような声。

　これまでできるだけ他人に見せないようにしていた、自分の弱い部分が無理矢理さらけ出されているみたいだ。

　ふるふると首を横に振って声を堪えようとしても、知樹の唇は火照りきった肌の上を滑り、時々戯れるようにして吸い付いてくる。

　そうしてその唇が柔らかな乳房に触れると、ほのかな愉悦が確かな快感となって花開いた。

「あ、ぁっ……！」

　白く柔らかな双丘に唇を押し付けた知樹は、右手でそっと柔肉を包み込む。

　壊れ物に触れるかのような手つきで乳房に触れてきた彼は、やがてゆっくりとその場所に指を沈み込ませてきた。

「ふ、ぅうっ……」

　敏感にしこり始めた先端を避けるようにしながら、知樹はゆっくりと味わうように柔肉に指を這わせ、揉みこんでくる。

　丁寧な愛撫自体はそれほど強い刺激にはならなかったが、丸い女性の象徴を、尊敬している知樹に触れられていると思っただけで、おなかの奥の方がジンジンと熱を灯し始めた。

「や、ぁんっ……ふ、くしゃちょ……」

「名前」

「ッん、と、知樹さん──だめ、ぁっ……」

　短くたしなめられて、びくっと肩が跳ねた。

　消え入りそうな声で懇願しても、知樹は柔肉を弄ぶのをやめてはくれない。

「っは、んんっ……」

　胸の付け根から先端にかけてを指先でなぞられると、くすぐったいのと同時にもどかしさが頭をもたげてくる。

　じぃんと甘く痺れる胸の中心、熱を宿した朱蕾の先端に触れてほしくなって、由加里はいつしか体をもじもじとくねらせていた。

「んぁ、あっ……」

「切なそうだな。焦らされるのは嫌いか？」

　おそらく知樹は、由加里が何を求めているのかを理解している。それでいてこんな風に訪ねてくるのだから意地が悪い。

「や……も、胸が、っ……」

　すすり泣くような声でそう呟くと、彼はようやく柔肉を弄う手を止めた。

　かすかな刺激を受け続けて色づいた乳蕾に、肉付きの薄い指が触れる──形のいい爪の先でカリッと敏感なところを引っかかれて、頭の奥の方で火花が散った。

「ひ、ぁあっ！」

　大げさなくらいに、体がビクビクと跳ねる。

　触れてほしくて仕方がない場所を爪で何度か刺激され、由加里は甘ったるい嬌声を上げた。

「あ、っ……ンぁっ、あ、ぅっ……」

　細い腰をしならせ、白い下腹部をわななかせながら強い快感に耐えるその姿を、知樹がじっと見下ろしている。

（見られ、てる……副社長に、こんなところ……）

　だが、今はその羞恥よりも愉悦が大きく勝っていた。

　焦らされていた乳首への刺激を受けた由加里は必死に快感に流されまいと耐えていたが、足の間からはとぷっと愛蜜が溢れてくる。

　懇ろに慣らされて、体が知樹を求め始めているのを否が応でも認識させられていた。

「……知らなった。君は──触れると、こんな声を聞かせてくれるんだな」

「ん、っ……」

　知樹の声も、興奮でかすかに上ずっていた。

　この一年間、由加里は知樹の自信に満ち溢れた、強いビジネスパーソンとしての姿だけを見ていた。

　その認識が、今日一晩で大きく変化する。

　弱々しく俯くその姿も、蠱惑的にこちらを見つめるまなざしも──初めて知る知樹の一面に、心の中を大きく掻き乱されていく。

「由加里」

　低く、けれどとても優しく名前を呼ばれて、胸の奥が鷲掴みにされたかのように苦しくなった。

　呼ぶ声のする方に視線を向けると、そのまま唇を柔らかく食まれてしまう。

　やがて熱い舌が唇を割り、ゆっくりと咥内を撫でまわしていった。

「ん、むっ……んちゅ、ぅっ……」

　吐息とかすかなリップ音だけが、二人きりの部屋の中に響いている。

　潜り込んできた舌先は歯列をなぞり、舌を絡めとってきた。咥内の粘膜ごと蹂躙するようなキスに、目の前がクラクラして思考がぼやけていく。

「ふ、むぅっ……ンぁ、ぁん、んっ……」

　目がくらむような口づけは、永遠に続くのではないかと思えるほどに長い。

　下唇を食まれてようやくキスが終わると、由加里の視界は涙で滲んでしまっていた。

「っは……、は、っ……」

　甘く激しい口づけが終わると、体には思うように力が入らなかった。

　ぐったりとベッドの上で四肢を投げ出した由加里は、しばらくの間呆然と天井を眺めていることしかできない。

　すると、知樹がおもむろに体を起こし、自分が着ていたシャツのボタンを外し始める。

「ぁ……」

　スーツを着ていると細身に見えるが、その体は思っていたよりもしっかりと鍛え上げられていた。均整の取れた体は美しく、シャツを脱ぎ捨てると暗がりの中でも月明りを受けてうっすらとそのラインが見える。

「なるほど、視線を感じると──暗くても恥ずかしいものだ」

「ご、ごめんなさい……」

　笑いを含んだ声でそう言われて、とっさに謝罪が口をついて出た。

　すると知樹はクツクツと喉を鳴らして、それから人差し指でふにっと由加里の唇を押さえてくる。

「謝らなくていい。君に見られていると思うと興奮する、って思っただけだ」

「……興奮」

　知樹に聞こえないように、口の中だけでそう呟く。

　正直に言って、彼はそんな言葉とは無念の人間だと思っていた。由加里が知っている屋久野知樹という人間は、常に理性的で──こんな風に優しく誰かに触れたりするような人間だとは思っていなかった。

（考えてみれば、本当に……仕事の時の副社長しか、知らなかったんだな……）

　秘書だからといって、私生活まで干渉を許されているわけではない。

　知樹には知樹の、由加里には由加里のプライベートがあって、そこの線引きはとても明確だった。

「あ、あの……知樹さん、さっきわたしの名前……」

「自分のことを名前で呼ばせておいて、俺が君のことを水島さんって呼ぶわけにはいかないだろう。あぁ、でも──いいね。由加里って呼ぶと、本当に恋人同士みたいだ」

　恐らく、知樹は笑っていたはずだ。

　暗くてその表情はよく見えなかったけど、軽く空気を吐き出すような音が聞こえた。

　恋人のようだなんて、嘘であったとしても言われて嫌な気はしない。そう思ってしまえるほど、いつしか由加里は知樹に対して憧れを抱いていたようだ。

「もう少し、君に触れてみたい」

　ぽつりと知樹が呟くと、先ほどまで丹念に胸を弄っていた手がゆっくりと腰のところまで下りてくる。

　スカートを脱がされた後で指先で軽くショーツを引っ張られて、一瞬だけ由加里の体がこわばった。

「んんっ……」

「……怖いか？」

　それでも、その問いかけには首を横に振る。

　ここから先に訪れるものを、全く恐れていないわけではない。だが、それよりも身中でくすぶる熱が大きくなって──どうしようもなく、知樹に触れられたくて仕方がなかった。

「大丈夫──こ、怖くないです」

　微妙に声がひっくり返ってしまったが、知樹は笑うことも、茶化すこともしなかった。

　そっと前髪をかき上げられて、柔らかな唇を落とされる。

「んん……」

　くすぐったいようなキスの後で、そのままショーツを引き下ろされた。

　かすかに潤んだ秘裂にそのまま指が這ってきて、由加里の体が大きく震える。

「ひ、ぅっ……」

　丁寧な愛撫を繰り返されて、その場所はすでに蜜を湛えている。

　中指が蜜口を割ってゆっくりと挿入されると、なんとも言えない感覚がせりあがってくるようだった。

「っは、ぁぅっ……ん、んっ」

「息を吐くんだ。ゆっくりと、体から力を抜いて」

　長く硬い指先が、浅い場所をくちくちと刺激してくる。

　思わず体を固くする由加里の耳元で、知樹はそっとそう囁いてきた。

（力を抜く、って言ったって……こんなの、無理っ……）

　だが、一方で由加里の方もギリギリだった。

　自分の意志とは裏腹に体が緊張してしまって、うまく知樹のことを受け入れられない。体はとろけそうなくらい熱いのに、どうにも下腹部に力が入ってしまう。

　おそらく彼の方もそれを察したのか、一度指先を動かす手を止めて体を起こしてきた。

「す、すみません……あの……」

　気分を、害してしまっただろうか。

　一瞬で体の熱が冷め、由加里はギュッと胸の前で手を握りしめた。

　頭の中でいろいろな可能性が頭をよぎり、そのどれもが最悪の可能性を指す──おずおずと知樹の表情をうかがうと、彼は不思議そうにまばたきをして首を傾げた。

「なんで謝るんだ？」

「だって、その──き、緊張しちゃって」

「緊張しているのは俺だって同じだし、そのことで君を責めたりはしない」

　淡々としていたが、その言葉はなによりも由加里のことを安心させた。

　ホッとして息を吐く秘書の姿を見下ろしながら、知樹は優しく太ももに触れてくる。

「指でダメなら別の方法がある。……膝を立てて」

　言われた通りに、そっと膝を立てる。すると知樹は、その足をぐっと開いて自らの体をその間に滑り込ませた。

「ひぁっ……」

　潤んだ秘処が丸見えになってしまうような形になって、つい悲鳴が上がる。

　だが、知樹はそんなことお構いなしに体を屈め、二本の指先で淫裂をくにっと広げてきた。

「あぅ、っ……ン、ぁあっ……」

　その瞬間に、先ほど引いた熱が再びぶり返してくる。

　その様子を見ていた知樹はさらに身を屈め、あろうことか蜜口に熱い舌を這わせ始めた。

「んっ、んやぁっ……ッひ、知樹、さんっ……」

　ぬるりとした舌と唾液の感触に、高い悲鳴が上がる。

　知樹は浅い場所を丹念に舐め上げ、溢れてくる愛蜜を掻き分けてかすかな刺激を与えてくる。

「ふ、ぅぅっ……ンぁ、あっ……」

　くちゅっ……と小さな音を立てて、浅い場所が攪拌される。

　最初は強い羞恥が頭をもたげてきたが、それもすぐに快感へと置き換わっていった。指先よりも柔らかな舌先の感覚は、強張った体を簡単に解きほぐしていく。

「は、ァっ……んん──ぁ、そんな、っ……舐めちゃ、だめぇっ……」

　あえかな声を漏らしながら、白い由加里の裸体がびくっと跳ねる。

　当然その変化を知樹が見逃すはずもなく──巧みにうねる舌は、火照った膣口を丹念に刺激していった。

「ッは、ぁ……あ、と──知樹さん、待っ……んぁあっ……！」

　ぢゅるるっ、と蜜を啜り上げる動きですら、今の由加里にとっては甘美な刺激になった。

　ぎゅっとシーツを握りしめて快感に耐えようとするも、緊張のほぐれた蜜口はさらなる快感をねだるようにヒクヒクと開閉を繰り返していた。

「ん──大分ほぐれてきた、かな……？　これならもう、指先も……ほら、入った」

「あ、ぁっ……」

　知樹が言う通り、舌での愛撫を受けて頑なだった秘処は柔らかく蕩けはじめていた。

　それを確認した知樹がもう一度指先で秘裂をなぞると、今度は簡単に指先が飲み込まれていく。

「んんぅっ……く、ぅっ……」

　うねる膣肉は、まるで誘うように蠕動して知樹の指先を奥へ奥へといざなっていく。

「は──すごい、な……」

　先ほどまでは指の第一関節すらも挿入できなかった蜜口に、知樹の指がずぷずぷと突き立てられた。媚肉を撫で擦り、押し込むような動きをしながら奥に進む指先に、由加里の下腹部がびくびくとわななく。

「や、ぁあっ……ンっ、んぁっ……」

「大分慣れてきたか？　さっきよりは──苦しくはなさそうだ」

　確かに、痛みや苦しみはなかった。

　その代わり身を焦がすような焦燥感と、悶えるような快感が一気に体を責め立ててくる。

　もっと触れてほしい──そんな浅ましい願いが、頭の奥で浮かんでは消えていく。

「苦しく、ないです……」

　そう答えると、知樹の指で慣らされヒクつく淫裂に、二本目の指先がくぷんっと挿し込まれた。

「んぁ、ぅっ……」

「あぁ──二本挿入れても大丈夫そうだな」

　人差し指と中指が、ぬかるんだ蜜壺の中をバラバラに動いていく。

　溢れてくる愛蜜をかき混ぜるその動きに腰を跳ねさせた由加里の様子を眺めながら、知樹はふーっと深く息を吐いた。

「これだけほぐれているなら、もう……流石に大丈夫か」

　熱で掠れた声が鼓膜を揺らしたかと思うと、埋められていた指先がゆっくりと引き抜かれる──次の瞬間にはジジッ……とファスナーを下ろすような音が聞こえてきた。

（ぁ──そう、だ……）

　これだけで終わりじゃない。限界まで高められた体は、この後に訪れる愉悦を察知し、それを待ち望んでいる。

「んぅ、ぁ……」

　内腿に、逞しい熱の感覚があった。

　窮屈そうに下着に収まっていたものを取り出した知樹は、ふーっと深い息を吐いて髪をかき上げる。その仕草すらも妖艶に見えて、由加里は思わずごくりと喉を鳴らした。

（ほ、本当に……副社長としちゃうんだ……）

　内腿に感じていた熱は、やがてにわかに潤んだ淫口に突き付けられる。

　丸い亀頭がぴっとりと押し当てられて、その熱さに由加里は息をのんだ。

「ッく……」

　なんとなく、視線を下に向けられない。それどころか知樹の顔を見ることすらできなかった。

　心臓がうるさいくらいに高鳴っていて、息をするのも苦しいくらいだった。

「……由加里、こっち見て」

「や、でも──」

「見て。俺が君のこと抱くんだって、ちゃんと見て理解してくれ」

　駄々っ子のような口調で短く命じられ、おずおずと視線を知樹の方に向けた。

　……怖くないといったのは自分だ。全く経験がないわけではないし──とはいえ、胸が張り裂けそうな緊張感はなかなかなくなってくれない。

「これだけほぐれていたら痛みは感じないと思うが──辛かったらすぐに言ってくれ」

　そういって由加里の頭を軽く撫でた知樹は、そのままベッドサイドテーブルの上に載っていた小さな包みを取り出し、手際よくそれを身に着けた。

　自分が今から誰に抱かれるのかを、まざまざと突きつけられている。そう考えた瞬間に、下腹部が痛いくらいにうずき始めた。

「あ、あの──わたし、何をしたら……」

「君は何もしなくていい。ただ……そうだな、何かしたいって言うなら、手をつないでいてくれ」

「……手、ですか」

　こくこくと頷くと、そのまま右手の指に知樹の指先が絡んでくる。

　自分のものよりも長く節張ったその手から、思っていたよりもずっと熱い彼の体温が伝わってきた。

「それと、名前も。余裕がなくなったからって、いつもみたいに『副社長』って呼ぶのはやめてくれよ。……罪悪感で死にそうになる」

　笑いながら茶目っ気たっぷりにそう言った知樹が、そのままぐっと腰を進めてくる。

「ッふ、ぁ……」

　丸い先端が、ゆっくりと隘路を進んで奥へと突き立てられていく。

　痛みや苦しさは一切なく、代わりにお腹のあたりに圧迫感を覚えた。長大な肉茎が、まるで確かめるかのように由加里の内側を押し開いていくのがわかる。

「は、ぁっ……ンっ、ぅ」

　唇の端から甘い声を漏らす由加里は、丹念に繰り返される緩やかな抽送に腰を揺らめかせ、薄く目を閉じた。

　そうしていると、お互いの息遣いや体温をより強く感じられる。

「由加里、っ……目を、閉じないで。……俺を見てくれ」

　だが、そんな由加里の頬にキスをした知樹は、目を開けろと耳元で囁いてくる。

　何度か腰を揺さぶられ、うっすらと目を開けた由加里は、自分を見下ろしている男の妖艶さに息をのんだ。

「知樹さ、ぁっ……」

　押し込まれる動きに、あえかな声が漏れた。

　かすかに揺れ動く知樹の表情はいつもより余裕がなく、色づいた目元はどこかギラついた光を宿している。

「熱、くて──柔らかいな。君のナカは……」

　情欲に掠れた声が、由加里の官能をさらに煽り立てる。

「いじらしくうねって……俺のことを誘ってるみたいだ」

「ひ、ッ……ぅ、んんっ……！」

　どちゅっ、と重たい音を立てて、屹立が淫路を突き上げる。

　甘く激しい抽送がどんどん激しくなっていって、重なる二つの吐息が徐々に荒いものへと変わっていった。

「ぁ、あっ……んぁ、っ」

　一つ突き上げられるごとに、甘ったるい声が漏れた。

　広いベッドの上でもつれるように抱き合う──膣奥を穿つ動きに合わせて膣肉が収斂し、それがさらに知樹の動きを強めていった。

　お互いの体液がまじりあった淫靡な音が、ぐぷぐぷと鼓膜を犯していく。

（知樹、さんも──興奮してるんだ……）

　ひゅ、と小さく音を立てる喉元にもキスを落とされて、長い指先が丸い胸の先端を弄う。

　重く激しい抽送とともに敏感な部分を弄られると、由加里の体は艶めかしくうねった。その動きに合わせて蠕動する蜜路が、ひときわキツく雄芯を締め付ける。

「は──やぁ、んっ……」

　最奥をノックする先端の動きに、体が震えた。彼だけではなくて自分も絶頂が近い──そう知覚した瞬間に、目の前で美しく知樹が微笑んだ。

「一緒に、イけるか？」

　濡れた声で囁かれたかと思うと、彼の指先が小さく勃ち上がった淫芽をきゅっと摘まみ上げる。

「へ、ぁっ……んぁあっ……！」

　言葉にならない快感の奔流が一気に押し寄せ、由加里を絶頂の淵に叩き込んできた。

　敏感な場所を刺激された余韻でビクビクと体を震わせるのと同時に、知樹がふるっ……と身を震わせる。

「っぐ……」

　低く唸る声が聞こえたかと思うと、被膜越しに熱が放たれた。

「っん、ぅ……」

　熱は思ったよりも広がらない──当たり前のことではあったが、なんとなくそれが寂しく思えた。知樹なりにしっかりと由加里のことを気遣ってくれているのだとわかったが、愉悦の後にどことなく物寂しいような気持ちになる。

「んは、ぁっ……は……」

　ひくん、とにわかに体を震わせる由加里は、その虚脱感のままに四肢を投げ出した。すると、芯をなくした肉茎がゆっくりと引き抜かれていく。

「は……無理を、させたか……？」

　じっとりと汗の浮かんだ額をぬぐってくれた知樹は、やや心配そうな表情で由加里の顔を覗き込んでくる。

　……その表情に、感じていた物寂しさが大きくなったのはなぜだろう。

「大丈夫、です。ただ、体が──シャワー、浴びたいんですけど……」

　お互い体は汗だくだったが、足腰に力が入らずに立ち上がることができない。

　このままではさすがに知樹にも申し訳ないと思ったが、彼はアメニティのバスタオルで軽く由加里の体を拭い、優しく微笑んでくれる。

「眠った後にするといい。……俺が言うのもなんだが、その──立ち上がれないんだろう？」

　やっぱり無理をさせた、と眉尻を下げる知樹の姿を見ていると、どんどん瞼が下がってくる。

（だって──あぁ、今日は色々なことがあったから……）

　本当に、波乱万丈な一日だったと思う。

　怒涛のように過ぎていった今日のことを思い出すだけで、思考が鈍くなって睡魔が忍び寄ってくる──抗わずにそれを受け入れた由加里が寝息を立て始めると、知樹がそっとその手を取った。

「……おやすみ」

　細い指先に押し当てられた唇の温かさも、その感触も、眠りの淵を揺蕩う由加里には届かなかった。







第三章








　その日、由加里はどんよりとした気持ちで目を覚ました。

「……会社、行きたくない……」

　目を覚ましたまま、ベッドの上で呆然としながらそう呟いても、今日が月曜日という事実は変わらない。時間は刻一刻と過ぎていく一方だし、そろそろ準備を始めないと時間に間に合わなくなってしまう。

　のろのろと起き上がって身支度を始めたが、心と体の双方が重くて着替えすら億劫だった。

（あんなことがあって──どんな顔して副社長に会えばいいの……）

　会社の上司、それも毎日顔を合わせることが確定している知樹と一夜をともにしてしまって、翌日まではまだふわふわとした気持ちが残っていたように思う。

　だが、週末を超えて月曜日にもなると無慈悲に現実が突きつけられる。

「休むわけにはいかないし……」

　秘書である自分が身勝手な理由で休んでしまえば、知樹に絶大な迷惑がかかる。

　それでなくとも、今日は午後から大切なインタビューの予定が入っていた。彼が連載しているＷｅｂの記事が好評を博した結果、大手経済誌で取材をさせてほしいという申し出があったのだ。

　うまくいけば、今知樹が進めている事業についての知名度を上げることができる。そのため、なにがあっても今日の取材は成功させなければならなかった。

（とりあえず、会社に行こう……まぁ、行けばそれなりに仕事はできると思うし……）

　重たい体を叱咤して、いつも通り電車に乗り込み会社へと向かう。

　──そもそも、知樹も由加里も酔っていた。お互いそれを理由にして体を重ねたはずで、そこに特別な感情はないはずだ。

（副社長だって、きっと……案外こういうこと、慣れてるのかもしれないし）

　顔立ちはモデル並み、仕事の上では厳しい人だが物わかりはよくて、慕われる人間からはとことん慕われるタイプだ。あぁやって女性と一夜を楽しむような関係を築くことだってあったかもしれない。

　会社に到着するまで、由加里はひたすら自分にそう言い聞かせ続けた。

「……おはようございます」

「おはよー！　由加里ちゃん、大変だったねぇ。先週の出張」

　週明けなので、一度は秘書課に顔を出しておかなければならない。各役員のスケジュールの共有などはメールなどでやり取りをしていたが、知樹の出社前に秘書課の全体ミーティングに出席しなければならなかった。

　力なく挨拶をする由加里に、秘書課課長である丸井が声をかけてきた。

「へっ!?」

「なんか大きいトラブルがあったって聞いたよ？　大変だったねぇ」

　丸井は社長である知樹の父の秘書も兼任しており、先週のトラブルについては詳細を聞き及んでいたらしい。

　心配そうに由加里の顔を覗き込んできた丸井課長に出張のお土産を渡しながら、由加里もつい深くため息をこぼした。

「はい……プレゼン予定のアプリが全然起動しなくて、一応前に画面の録画をしておいたものを使ったんですけど……」

「ナイス機転。結果としてうまくいったんならよかったけど」

　あっけらかんとした性格の丸井は、由加里を元気づけるようにポンポンと肩を叩いてきた。

「でも、あんまり無理しちゃだめよ？　副社長もそうだけど、由加里ちゃんも結構突っ走っちゃうタイプなんだから」

「そ、そうですかね……？」

「そうそう。色々大変なのはわかるけど、そこはしっかり線引きしてね。副社長が突っ走った時にちゃんと止めてあげるのが由加里ちゃんの仕事なんだから」

　お土産ありがと、と片手を上げて、丸井課長はミーティングを始めるために自分のデスクに戻っていった。

（そんなに突っ走るタイプかな、わたし……）

　そんな彼女に言われた言葉を反芻しながら全体ミーティングを終え、いつも通り自分に与えられた秘書室に向かう。

　だが、その足取りは非常に重い──もうすぐ知樹が出社してくる時間だし、結局彼とどう向き合えばいいのかの結論は一つも出てこなかった。

（普段通りにしてればいいのかもしれないけど……）

　そもそも、それができているのならこんなに悩んだりしない。

　重たい気分のままで副社長室のドアを開ける。すると、そこにはすでに知樹の姿があった。

「──おはよう。秘書課の全体ミーティングは終わったか？」

「おっ、お、おはようございます！　……今日はお早いですね……」

　今日の出社予定は午前八時三十分だったはずだ。時間的には三十分近く早いのだが、彼はすでにデスクの前に座って仕事を開始している。

「先週起きたアプリの動作不具合について、すでにエンジニアの方から報告書が上がってきていた。フィードバックも含めて早めに動かしておきたかったんだ」

　パソコンのディスプレイから視線をそらさないまま、知樹は淡々とした口調で由加里に指示を出してきた。

「それと、フリーランスのエンジニアを数人チームに加えることになりそうだ。開発チームの方も人手が足りていないから、社外で優秀な人間がいるようなら積極的に採用したい」

「は……で、では人事の方に掛け合ってみます。エージェントを使用されますか？　それとも求人サイトの方で広告の掲載を？」

「アプローチは多い方がいいが、今欲しいのは即戦力だ。専門の転職サイトに求人広告を載せるようにしてくれないか。優秀なら、フリーランスとスポットでの契約となっても問題はない」

　いつもと変わらない──あまりにも変わらないやり取りに、なんだか拍子抜けしてしまう。

「……水島さん？」

「は、はいっ！　すぐに求人原稿を作成し、人事部の方に掛け合ってみます。即戦力をお求めとのことでしたが、職種の経験年数などは明記いたしますか？」

「いや──正直、この分野で秀でているなら大学生でも新卒でも構わない」

　つまり、趣味の領域でアプリ開発などを行っている人間も、実力さえあればすぐチームに迎え入れるということだろう。

　外部の人間を社内のチームに加えることをよく思わない人は、この会社にも少なくない。

　ただ、情報システム部はその性質上、メンバーの入れ替わりも激しく外部のエンジニアたちを招くことも多かった。

「かしこまりました。……できるだけ早く人員確保ができるように努めます」

「あぁ、頼む」

　今の事業部をさらに強化するために、それ以外の無駄はできるだけ省きたいのだろう。てきぱきと指示を出す知樹の言葉を手帳にメモして、由加里は副社長室の傍らにある秘書室でノートパソコンを立ち上げた。

（人事部にメールして、一応先に求人原稿も作っておこう……）

　人事部の許可が下りたら、すぐに求人サイトに発注をかけるつもりだ。

　由加里からのメールは大体知樹の指示だし、新事業部の人材募集についてうるさいことは言われないはず。それを見越して、過去の求人情報を下敷きにして仮の求人原稿を作っておいた。

（それにしても──副社長、見事にいつもと変わらなかったな……）

　挨拶をするなり由加里に怒涛の指示を出してきたことも、淡々と必要なものを見極めて仕事を改善しようとするところも──正直なところ、本当にいつも通りだ。

　なんとなく想像はできていたが、ここまで普段と変わらないと本当になにもなかったんじゃないかと錯覚すら覚える。

「……まぁ、その方が仕事はやりやすいけど」

　誰にも聞こえないような呟きをぽつりとこぼすと、なんだか気恥しくなってくる。

　自分ばかりが妙に意識をして、ギクシャクしてしまっているみたいだ。

「副社長──人事部の方にメールをしておきましたので、今日中には返信があると思います。それと、先週の出張中に総務の方から連絡がありまして……」

「備品購入の件だな？　こちらは君に任せたいんだが、大丈夫そうか」

「はい……では、一度総務の方でお話してきますね」

　午後の取材が終わった後は、知樹は直帰する予定である。

　出張帰りの週明けということもあり仕事はそれなりに山積みで、由加里も知樹もなにかと慌ただしい。

　彼もやることが山積しているらしく、手元でタブレット端末を操りながらせわしなくディスプレイを見つめる視線が動いていた。

「あぁ、頼む」

「それでは、一度失礼します」

　ぺこりと頭を下げて副社長室を出てから、総務部の方へと向かう。新事業部が部署としてもう少し成熟すればこうした仕事を任せることができるのだが、今はとにかく人手と時間が足りなかった。そういった部分は、知樹や由加里が補っていくしかない。

　由加里は知樹への宣言通り、総務部で備品発注についての指示を出してから副社長室へと戻る。

　この後の予定を頭で組み立てながら移動する由加里だったが、そこで背後から声をかけられた。

「由加里ちゃん、ちょっといいかしら？」

「はい──って、丸井課長？　どうかしましたか？」

　声をかけてきたのは、秘書課の丸井課長だった。

　ニコニコと由加里の方に近づいてきた彼女は、きょろきょろと周囲を見回してから人のいい笑顔を浮かべる。

「ちょっとお話したいことがあって。今日のランチ、一緒にどう？」

　昼食はいつも、一人で社員食堂か近くのカフェで過ごしている。

　特に一人で過ごしたいという理由ではなく、単純に他の同僚たちと休憩の時間が合わないことが多いからなのだが、相手が丸井課長ならその動きは大体察することができる。

「えぇ、大丈夫ですよ。午後から副社長の取材に同席するので、少し早めに切り上げることになりますが──」

　喜んで食事の快諾をしようとした由加里だったが、そこで誰かがぐいっと肩を掴んできた。

　驚いて横を振り向くと、頭一つ高い位置に知樹の顔があった。

「丸井課長、悪いがランチの予定は後日にできないか？」

　普段の知樹ならばこのようなことは言わないのだが、その横顔はどことなく焦りを感じさせた。

　ぽかんとした表情を浮かべて彼を見上げるしかない由加里だったが、彼はしっかりとその理由を丸井課長に伝えていた。

「その午後からの取材の件で、もう少し水島さんと打ち合わせをしておきたいんだ。……先日は思わぬアクシデントがあったから、この辺りはしっかりと確認をしておきたくて」

「かしこまりました。ちょっとした雑談がてら、って感じだったので、私は大丈夫ですよ」

　大丈夫よね、と丸井課長に確認されて、由加里はようやく我に返った。

　彼女さえ大丈夫なら、自分はいつでも予定の調整はできる。

　こくこくと頷くと、彼女はまた人のいい笑みを浮かべて由加里の肩をぽんっと叩いた。

「今度またごはん誘うから、その時にお話しさせてね。あっ、それと出張のお土産ありがとう！　おいしかったわ～」

　ひらひらと手を振って去っていった課長を見送ってから、由加里はじっと知樹の方を見た。

　声をかけられてから予定が二転三転するまでが怒涛すぎて、ちょっと頭の中を整理するのに時間がかかっている。

「悪かったな」

「い、いいえ……丸井課長も、先日の出張の件はご存じでしたし──その、まさかわざわざ、わたしのことを探して……？」

「あぁ。君の予定を確認するのを忘れていて、慌てて探しに来たんだよ」

　待っていればそのまま副社長室へ戻ったのだが、それだけ彼も先日のプレゼンの件を重く見ているらしい。

　準備をしっかりするに越したことはないので、その点は由加里もおおむね理解していた。

「会社の近くに、マスカレヰドっていうカフェあるだろう。そこでランチがてら、いくつか君と話がしたい」

　マスカレヰドは、カフェというより昔ながらの純喫茶の雰囲気がある古い店だ。

　知樹がそのような店で食事をするのが少し意外だったが、コーヒーがとてもおいしい店というのを聞いたことがある。

「かしこまりました。一応、アプリが起動しないっていう不具合はもう大丈夫そうですよね？」

「あぁ。ただ、念のため今日も先日の動画を使いたい。実際の挙動について、マスコミの前での発表はもう少し遅らせたいところだ」

　もちろん新技術は発表していきたいが、競合に情報が漏れる可能性も考えられる。

　万が一の可能性を考えると、知樹の提案は最適といえた。

「それでは、お出かけになる際にお声がけください。人事の方に連絡を入れておりますので、返答があり次第求人を出せるようにしておきます」

「あぁ、助かる」

　こくんと頷いた知樹とともに副社長室に戻って、由加里は昼食時まで自分の仕事を進めていた。

　無事に人事からも許可が下りたため、求人広告掲載の準備を整える──時計の針が十二時を少し回ったあたりで、秘書室のドアをノックする音が響いた。

「水島さん、大丈夫そうか？」

「はい、大丈夫です」

　扉の向こうから聞こえてくる声に返事をして、由加里は簡単に身支度を整えた。

　財布が入ったカバンを持って部屋の外に出ると、知樹がじっとこちらを見つめている。

「……副社長？」

　思わず、その視線にドキッとしてしまった。

　いつもと変わらないはずの知樹の表情──そこに、先日感じた熱い視線の面影を感じて、背筋が小さく震える。

「あぁ──なんでもない。行こうか」

　だが、知樹はあくまでいつも通りだった。

　先日のことがまるで夢だったのではないかと思えるほど、彼に変化は見られない。

（まぁ、そうだよね……あの場はお酒の勢いもあったし）

　知樹の性格上、こうしたところはしっかりと分けてくるだろうとは思っていた。

　彼のそういったところを見ていると、ふとした拍子にあの夜のことを思い出す自分が少し恥ずかしく思える。

「水島さん」

「っ……はい」

　副社長室を出て、前を歩いていた知樹がふっとこちらを振り返った。

　まるで考え事を見破られたかのような気持ちになりながら、由加里はそっと彼のそばに近寄った。

「あぁ、そんなに重要なことじゃないんだが──朝から慌ただしくさせて悪かったな」

「いえ……その、先週からいろいろありましたし、多少は覚悟していました」

　なんとか顔に笑みを浮かべると、知樹はそうかと頷いた。

　出張帰りの週明けは、いつもこれくらい慌ただしいものだ。知樹が精力的に新事業部のプロジェクトに関わっているので、秘書である由加里も必然的に忙しくなる。

　それに、由加里はこの忙しさをどこかで楽しんでいる節があった。

　気鋭のビジネスパーソンである知樹のもとで働けるのは大きな刺激を受けることができるし、何よりもこの働き方が自分に合っている。

「そうか、それならよかった。これからどんどん忙しくなるから、覚悟はしっかりしておいてくれ」

　少しいたずらっぽく笑った知樹に頷き返してから、エレベーターに乗って一階に下りた。

　マスカレヰドという喫茶店は会社から徒歩五分ほどの場所にあって、オフィス街の慌ただしさに染まらない落ち着いた雰囲気のある店構えをしていた。

「ここのプリンが昔から好きなんだ。硬めに作ってあって、カラメルの苦さがちょうどいい」

「プ、プリンですか？」

「甘いものが好きなんだろう？　この前自分で言っていたじゃないか」

　ランチメニューの看板を眺めながら、知樹が首をかしげる。

　確かに、由加里は先週の出張でそんな話をしていた。甘いものが好きなのは意外だと、彼に言われた記憶もある。

「そうです……けど……」

　もしかして、そのことを覚えていてこの店に連れてきてくれたのだろうか。

（しかも、硬めプリンに苦めのカラメル……最高の組み合わせのやつだ……！）

　甘美な響きに、思わずゴクッと喉が鳴った。

　先週末は全く心が落ち着かないまま、楽しみにしていたスイーツも食べることができなかった。

「テイクアウトでの販売もしているから、時々買っていって家で食べるんだ」

「絶対に買って帰ります」

　やや力強くそう言い放った由加里に、知樹がクスクスと笑みをこぼした。

　大体食べるものが決まったので、二人で店の中に入る──クラシカルな外観と同様に、店の中も非常に大人っぽい、気品のある雰囲気が漂っていた。

　ドアを開けるとチリンッと鈴の音がして、店内全体がオレンジ色のライトで照らされている。

「夜はジャズバーになるんだ」

「へぇ……副社長、ここの常連さんなんですね」

「親父がずっと通ってて、俺もたまに連れてこられたんだ」

　なんでも、彼の父である社長がまだ若いころからここに店を構えている老舗なのだという。

　それならば、この年季の入った佇まいも理解できる──使い込まれて縁が丸くなっている木製のテーブルを眺めながら、由加里はその時間に思いをはせた。

「ご注文はお決まりでしょうか」

　店主と思しき老爺がやってきて、にこやかに腰を折ってきた。

　その立ち振る舞いもどことなく洗練されていて、なんだかどんどんこの店の雰囲気が好きになっていく。

「じゃあ俺は、ハンバーグセットとコーヒー。君は？」

「えっと……たまごサンドセットを一つ。飲み物は紅茶で……」

　知樹に続いて注文を言うと、店主はゆっくりと頭を下げてカウンターの向こう側へ戻っていった。

　店の中は軽快なジャズが流れており、客の年齢層は周囲の店と比べるとやや高めだ。

　このあたりで働いているビジネスマンたちの姿もぽつぽつ見られたが、昼時にしてはそこまで混んでいない。

（結構穴場みたいなお店なのかも……）

　香ばしいコーヒーの香りが漂う店内はとても居心地がいい。

　今度から時々この店にも通おう──そう考えていたあたりで、それぞれに飲み物が運ばれてきた。

「本日のコーヒーはグアテマラ産となっております。お紅茶の方はストレートでもお楽しみいただけますが、お好みではちみつを加えると、より香りが引き立っておいしいですよ」

「ありがとうございます」

　ティーカップと一緒に差し出されたはちみつを受け取って、由加里は言われた通りにそれを紅茶の中に注ぎ込んだ。

　湯気の立つ紅茶をティースプーンでかき混ぜると、ほのかな甘い香りが漂ってくる。

　それから少し待つと、お互いの頼んだ食事が運ばれてきた。知樹が頼んだハンバーグセットは、男性でも十分満足できるほどの大きさのハンバーグとコンソメスープ、皿に盛られたライスと小さなサラダのセットだ。

（……結構、量多いかも……）

　由加里のもとに運ばれてきたたまごサンドセットも、大きなサンドイッチが二つにスープとサラダ──客層的に男性が多いからか、由加里が食べるには少し多すぎるような気もした。

「……い、いただきます」

　だが、意外にも一口食べてみるととても口当たりが軽い。

　たっぷりのマヨネーズで味付けされているサンドイッチは、見た目こそ重そうだったが味わいはひどくさっぱりとしていた。

　恐らくマヨネーズは自家製だ。レモン果汁がよくきいていて、逆に食欲をそそってくる。

「お、おいしい……」

「よかった、お気に召してもらえたみたいだな」

「えっ……は、はい……ちょっと量が多いかなって思ったんですけど、とっても食べやすいです」

　思わずつぶやいてしまった言葉を知樹に拾われて、思わず顔が赤くなった。

「──それで、君に少し話したいことがあるんだが」

　ハンバーグを口に運ぶ知樹は、ごまかすように紅茶を飲んだ由加里に笑いかけるとそっとフォークを置く。

「先日の件だ。俺としては、君との関係をうやむやに終わらせるつもりはないんだが」

「……んっ？」

　ゴクッ、と音を立てて、熱い紅茶が嚥下された。

　一瞬の静寂が流れる中で、由加里の頭の中は高速で回転する──できるだけ考えないようにしていた羞恥心や戸惑いが、一気に噴き出してくる。

「は、あのっ……先日、って」

「君があまりに普段と変わらないから、あれは俺の夢だったんじゃないかと思っていたが……よかった、その様子だと現実だったみたいだな」

　ジョークなのか本気なのかよくわからないことを言って、彼はそっとコーヒーを飲んだ。

「……ふ、副社長だって──いつもと全然、変わらない感じだったから……」

「そう見えたか？　これでも必死に平静を保っていたんだが」

　じっとこちらを見つめてくる知樹の様子は、冗談を言っているようには見えない。

　手に持っていたティーカップをソーサーの上に置いた由加里は、思わず背筋を伸ばした。

「副社長……あれは、お酒の席のことで」

「確かに二人ともアルコールは入っていた。だが、それを理由に自分の行動に責任を持てないような人間じゃない」

　確かに、知樹がそんな人間ではないことはわかっている。酒を飲んだからと言って誰彼問わずに体の関係を持つような人間であるならば、由加里だって彼のことを尊敬してなどいなかっただろう。

「少なくとも、俺は自分が好意を抱いている人間でないとあのようなことはしない。……順序が逆転してすまないとは思っているが、今から交際を申し込むことはできるか」

　知樹の言葉に、耳を疑った。

　もしかして何かの聞き間違いじゃないか。自分に都合のいいように、彼の言葉に頭の中が妙な変換をかけているんじゃないか──ぴたっと動きを止めた由加里の脳内に、そんな考えが高速でよぎっていく。

　だが、知樹はそんな秘書の様子を見て、ぽりぽりと頬を掻いた。

「悪い、言い方が硬いな。──端的に言おう。週末、俺とデートしてくれないか」

「はっ!?」

　思わず口から飛び出した素っ頓狂な声が、店内の静かな空気を揺らす。

　周囲の客がちらちらとこちらに視線を向けてくるのを感じながら、由加里は口元を押さえて体を縮こまらせた。

「……申し訳ありません。ただ、その……デートって……」

「いきなり交際してほしいというのは、確かに性急だと思う。その前に、俺がどういう人間かを知ってほしくて──いい意味で、君はビジネスとプライベートをしっかり分離しているだろう」

　それは知樹も同じだろう。

　少なくとも、先週の出張の夜に見た彼の姿は、仕事の上では決して見られないものだった。

「君に、俺を知ってほしいんだ。ＹＡＣの副社長としてじゃなくて、屋久野知樹という一人の男がどういう人間かを見てほしい」

「でも──そんな、もし副社長とそういったことになったら、わたしは……」

　恐らく知樹は、男性としても非常に魅力的な人間だ。

　先週の夜のことは思い出すだけで心臓が高鳴ってしまって、今日も彼のことを意識せずにはいられなかった。

　仕事だからと強く自分を律して、なんとか半日業務を進めてきたのだが、プライベートでの彼を知ってしまったが最後、それすらもできなくなってしまいそうな気がした。

「自分の仕事に、支障をきたしてしまうような気がするんです。……副社長のことを一人のビジネスパーソンとして尊敬している以上、このお話を受けるのは……」

「君がそこまで不器用な人間でないことは、この一年ともに仕事をしてきた俺が保証する。少なくとも、俺が知っている君は公私混同をよしとしない人間だ」

　違うか、と尋ねられ、由加里は今度こそ回答に困った。

　──確かに、知樹とそうした関係になっても自分は仕事を続けるだろう。

　けれど、今までと同じように彼に接することは難しいのではないかという疑問が、どうしても彼の提案を受け入れる邪魔をする。

「それに、最初から無理だと言われると俺もさすがに悲しいな。一度一緒に出かけてみて、それでも俺のことをそういう目で見られないというのなら諦めもつくだろうが」

「そ、それは……」

　知樹が言うことは間違ってないし、確かにそれもそうかという説得力があるから厄介だ。

（副社長が、気まぐれでこんなことを言ってるわけじゃないっていうのはわかるけど──）

　むしろ、彼が本気でそう言っているとわかるからこそ困惑する。

　彼への憧れを押し殺して働いてきたこの一年間の努力が、すべて無駄になってしまいそうな気さえした。仕事と恋愛を完全に切り離してきたからこそ、頷くのが怖い。

（でも、ここまで言われて断るのも副社長に悪いし……）

　ぐるぐると頭の中で自問自答を繰り返していた由加里は、やがてゆっくりと顔を上げた。

　先ほどと全く変わらず、じっとこちらを見つめている知樹に向かって、そっと頭を下げる。

「わかりました。その、一度だけなら……」

「チャンスは一度か。いいだろう」

　どこか挑戦的に微笑む知樹に、由加里はとうとう根負けした。

　恐らく自分がどれだけ引いても、彼はその分だけ距離を詰めてくる。それに、頑なに彼の言葉を拒絶するのも悪い気がした。

「その一度で、君が首を縦に振ってくれるように努力すればいいんだな」

　ニッと笑ってコーヒーを飲む知樹に、由加里はひどく疲弊したような気持ちになった。

　……彼が自分に対して信頼を置いてくれているのはありがたいが、これが恋人となったらまた話は別のような気がする。

（でも、まぁ……一度だけならって言っちゃったし……）

　大分ぬるくなってしまった紅茶を、やけに乾いた喉に流し込む。正直に言ってしまえば、せっかくのランチなのにその味がほとんどわからなくなっていた。

「どこか出かけたい場所はあるか？」

「いえ、特にそういうのはない、です」

　ぎこちない口調で答えると、知樹はなにかを確かめるように頷いた。

「じゃあ、俺に任せてくれ。土曜の朝に、最寄りの駅まで迎えに行く」

　結局、週末の予定は知樹に全て委ねることになった。あれこれと自分の意見を聞いてくれたのは嬉しかったが、今の由加里にそんな余裕は一切ない。

　非常に上機嫌で食事をとる知樹とは裏腹に、由加里の心は焦りと期待がせめぎあっていた。







第四章








　土曜日の朝九時三十分──イエローのタイトスカートに白いブラウスを着た由加里は、知樹からの指定通り最寄り駅の前で彼を待っていた。

　月曜日にデートの提案をされてからの一週間は想定外に忙しく、由加里としても余計なことを考えていられる余裕がほとんどなかった。

　というのも、出張先で会った猪口社長からの紹介でプロジェクトに参画してくれるという企業からいくつか連絡があり、知樹もその企業の責任者と顔を合わせるというのでスケジュールの調整に奔走していたのだ。

（求人にもすごく応募があったし、これからどんどん忙しくなるんだろうな……）

　提携を考えていたベンチャー企業の責任者や、求人募集を見て応募してきたエンジニアとの面接──知樹は忙しい合間を縫ってそれらの仕事をこなし、さらに新事業部の拡大に力を注いでいる。

　そうなると当然、秘書である由加里も激務に身を投じることになるのだが──知樹自身のスケジューリング能力や仕事の速さに助けられ、なんとか週末を迎えることができた。

「……あ」

　こちらに向かって歩いてくる音が聞こえて、由加里はそっと顔を上げる。

　すると、白いシャツに薄手のカーディガンを着た知樹がこちらに近づいてくるのが見えた。

　向こうも由加里のことに気付いたようで、さわやかに微笑んで片手を上げられる。

「お、おはようございますっ！」

　そういえば、スーツ姿以外の知樹を見たのは初めてだ。

　弾む胸をなんとか落ち着かせようとしながら頭を下げた由加里に、足を止めた知樹がクスクスと笑いだす。

「おはよう。……そんなに固くならないでくれよ。お互い休日だろ？」

「で、でも」

「『副社長』って呼ぶのも、今日は禁止だ。会社は休みだし、君は俺と同じでプライベートと仕事をしっかり分けるタイプだろう？」

　にっこり笑ったまま先制で釘を刺され、由加里はぐっと言葉に詰まった。

　そして、それから三回ほどゆっくりと呼吸を繰り返して口を開く。

「……今日も、知樹さんってお呼びしていいんですか」

「もちろん。むしろ今日だけとは言わず、いつもそう呼んでもらえると嬉しいんだが」

「それはさすがに、周囲への示しもつかないので」

　やや緊張しながらそう答えると、知樹はさらににっこりと微笑む。どうやら、今のは彼なりのジョークであったらしい。

「そこの駐車場に車を停めてる。少し歩くが、大丈夫そうか？」

「はい、大丈夫です」

　業務中よりも、彼は明らかに雰囲気が柔らかい。

　いつもとは違う知樹の様子に、また胸が軽く弾んだ。

（まぁ、休日まで仕事の時と一緒だと、確かにちょっと息が詰まるけど……）

　知樹の後ろについて駐車場に向かい、勧められて助手席に乗った。

「今日は舞台を見に行こうと思ってるんだ」

「は……舞台ですか」

　シートベルトをつけると、エンジンをかけて車を動かし始めた知樹が、前を見据えたままでそんなことを言い出した。

「知り合いの舞台監督が手掛けている舞台で、それほど規模の大きいものじゃないんだが──君もきっと気に入るんじゃないかと思って」

　なんでも、知樹の知り合いの舞台監督が大学の演劇サークルと手を組んで上演にこぎつけたものらしい。

　舞台鑑賞の経験に乏しかったが、ミュージカル風のコメディものだと聞いたので少し安心した。

「大学生のサークルと共同で制作ですか……」

「そう。小規模な劇団だけど、出てる俳優は結構豪華なんだ。そこにもらったパンフレットが入ってるから、ちょっと見てみてくれ」

　そこ、と指さされたのは、助手席のすぐ目の前──グローブボックスだ。

　言われた通りにそこを開けると、そこには確かに一冊のパンフレットがしまい込まれていた。

「……あ、この女優さん」

「この前ドラマに出てただろう？　今回は助演なんだが、実は共同制作してる大学が出身校で」

　後輩たちとともに演技できるのを楽しみにして、喜んでオファーを受けてくれたのだという。

　そのほかにも、パンフレットの中には由加里の知っている俳優たちの名前がいくつも並んでいた。

「こ、この監督さん……もしかしてすごい人なんじゃ」

「どうだろう……なんか、去年大きな賞を獲ったって聞いて一緒に飲みに行ったけど」

　あくまで主役は大学生という方針をとっているのか、大御所や有名どころの俳優はみな脇役を固めている。

「ただ……もっともっと、できることの可能性を広げてみたいって言っていたよ。まだ社会経験のない、若い彼らだからこそできることを──周囲の大人はそれを手助けするのが仕事だって」

　今回集った俳優たちも、監督のその考えに賛同してくれたらしい。

　運転席の横顔に視線を向けると、彼もニヤッと口元を吊り上げる。なんとなく、由加里の言いたいことを察してくれたようだ。

「知樹さんの知り合いって、知樹さんに似てる人が多いんですね」

「そうか？　まぁ、考えが似てる連中が集まって飲むことも多いし──似た者同士ではあるのかもしれないな」

　そんな話をしている間に、車は劇場近くの駐車場に停車した。

　劇場の規模そのものはそれほど大きくないのだが、出ている俳優陣の豪華さも相まって、客席は満員御礼だ。

（関係者チケットがなかったら、わたしたちも入れなかった……）

　二人が通されたのは関係者席で、一般の客席からすると割といい位置で舞台を楽しむことができる。上演前には監督が知樹のもとを訪れてきたが、驚いたのはその監督の年齢も彼と変わらないくらいだったことだ。

「珍しいね、君が女性連れてくるなんて……恋人？」

　にこやかに微笑んだ監督が、ちらりと由加里の方を見てくる。

　いきなり話を振られた由加里が言葉を返せずにいると、すかさず知樹がゴホンと咳払いをした。

「口説き落としてる途中だ。余計なことは言わないでくれよ」

「あれ、そうなの？　意外だな、屋久野がそこまで言うの」

　そう言っていたずらっぽく笑った監督は、それから由加里にそっと頭を下げた。

「楽しんでいってください」

「は、はい……」

　目の前で繰り広げられたやり取りにドキドキしながら、そう言葉を返すのが精一杯だった。

　手を振って戻っていく監督に頭を下げると、隣に立っていた知樹がふーっと息を吐く。

「……あぁいう奴なんだ」

「なんというか、こう……思っていたより怖い人じゃなかった、です」

　あれだけの俳優陣との伝手があると聞いて、めちゃくちゃ怖そうな人が出てきたらどうしようかと思っていた。

　とはいえ、あんな風に直接的な質問を受けるとは思わなかったが。

「普段はへらへらしてるけど、演劇にかける情熱は本物だよ。きっと、君も見ていればわかると思う」

　知樹のその言葉とほとんど同時に、客席の照明が落ちた。

　開園開始を告げるブザーの後で、主演俳優の大学生がピンライトを浴びて最初の一声をあげる。

　そこから、約一時間半の上映時間──由加里は舞台に釘付けだった。

　上映が終わると、会場はスタンディングオベーションが巻き起こる。由加里もその感動のままに席を立ち、舞台の上で頭を下げる俳優たちに惜しみない拍手を送った。

「楽しんでくれたみたいだな」

「思ってたより熱量がすごくて……とってもよかったです。今日知樹さんに連れてきてもらって、本当に……」

　会場を出ても、その熱気はまだ冷めやらなかった。

　食事をするために街中を二人で歩いているが、未だに頬が熱いような気がする。

「気に入ってもらえたならなによりだ。もし見たいものがあったら、いくらでも連れていくから言ってくれ」

「はい──って、えっ……？」

　勢いで返事をしてしまってから、その言葉の意図に気付いてびくっと肩が跳ねる。

　さっきから自分は、知樹の言葉一つに振り回されてばかりだ。しかも、それに対して全く嫌悪感を覚えていない──それどころか、やや強引なその言葉に少なからず好印象を抱いてしまっていた。

「仕事柄、関係者からチケットをもらうことも多いんだ。ウチがスポンサーをしている映画とか、親父はあんまり行きたがらないし」

「そ、そういうことですか……」

「連れ立ってくれる相手が、俺であればいいとは思っている。俺が渡したチケットで君が他の男と出かけるなんて、想像しただけで地獄だぞ」

　さすがにそんなことはしない──が、さっきから彼の言葉に心を掻き乱されている。

　曖昧に笑って知樹の言葉をやり過ごそうとした由加里だったが、彼はそれを許さないとばかりにきゅっと手を握ってきた。

「と、知樹さん……！　誰かに見られたらどうするんですか！」

「別に、どうもしないな。ウチの社員に見られたら、さっきと同じように繰り返すだけだよ。大切な人を口説き落としてる途中だからそっとしておいてくれって」

　にやりと笑った知樹が、手を握りしめる指先に力を込めてきた。

　存外と熱い手のひらが重ねられて、それだけで鼓動が高鳴るのがわかる。

「誰かに見られたら困るだけで、君自身がこういうことを嫌がってるわけじゃないっていうのが知れてよかったよ」

「ぁ──それはっ……」

　確かに、触れられていやなわけじゃない。

　彼に触られるのが嫌だったら、そもそも最初の段階で体を任せたりはしないはずだ。

「……嫌では、ないんですけど。その、知樹さんの立場っていうものがありますし……」

「誰だって俺のプライベートに口出しはさせない。誰を好きになっても、文句を言われる筋合いはないからな」

　断固とした口調でそう言い切った知樹は、あるカフェレストランの前で足を止めた。

　テラス席に座っている客のテーブルには、驚異的な高さを誇るハンバーガーが置かれている。

「ここ、最近できて気になってたんだ。ハンバーグがうまいらしい。あと、あれ」

　ちらりと視線だけでテラス席を指した知樹に、由加里もこくこくと頷く。確かにあれは、店の名物料理だろう。

「一人じゃ食べられなさそうですね……」

「最初からシェアが目的だろうな。見た目も面白いし、ＳＮＳに上げてもらえれば宣伝効果も期待できる」

　店の中に入ってメニューを開き、由加里はサンドイッチとアボカドサラダ、アイスコーヒーを注文する。

　ちょうど舞台を見て暑くなったところなので、すぐに運ばれてきたアイスコーヒーがありがたい。

「俺は──ハンバーグセットのＢとアイスコーヒー」

　知樹も同じように注文をしたが、その内容は先日の喫茶店と同じ、ハンバーグセットだった。

「知樹さん、ハンバーグお好きなんですか？　この前もハンバーグセット頼んでましたよね」

「うん、好き。俺っていうか、ウチの家族全員好きで──俺が実家に帰ると母親が作ろうとしてくれるんだけど……こう、毎回すごく焦げてる」

　それも割とうまいけど、と笑って付け加える知樹の表情は、やや幼く見える。

　普段あまり見せることのない表情ではあったが、おそらくはこれが彼の素の表情なのだろう。

　食事の間は他愛もない会話を繰り返していた二人だったが、由加里はその会話の中で屋久野知樹という一人の人間を少しずつ垣間見た気がした。

「──と、つまりこのままだと、若年層の負担が倍増どころの話じゃない。安全に、かつ円滑に使える技術があるのならば、ある程度のところまではテクノロジーで補うべきだと思っているんだ」

「はい。それで、件のアプリが──僻地医療だけではなくて、もっと根本的な場面でも活かすことができれば……」

　時折食事を口に運びながら、二人はいつしか仕事の話をしていた。

　プライベートと仕事を分けると言いつつ、知樹と由加里の主な接点は仕事であるのだから、必然的にこうした流れになってしまう。

「……それにしても、知樹さんは少し無理をしすぎのような気がします」

　注文したサンドイッチを食べ終えた由加里は、いくらか氷が解けて薄まったアイスコーヒーを飲んでから、そう話を切り出した。

「そんなに無茶をしているように見えるか？」

「……言葉を選ばずに言えば、命を縮めているようにも見えます」

　カラン、と溶けかけの氷が音を立てる。

「もっと……他に信頼できる方を近くに置いて、業務を分担するのはどうでしょう」

「それができるとしたら、相手は君しかいないな」

　由加里の提案に、彼ははっきりとした口調でそう答えた。

「自分が無茶をしていることは、俺自身よくわかっている。だが、新しいことをするためには──ＹＡＣをさらに大きくするためには、多少の無茶はつきものなんだ」

　国内ですでに大きなシェアを誇っているＹＡＣ工業は、言うなれば追われる立場だ。新興の企業──特にハングリー精神あふれるベンチャー企業などは、すでにニッチ分野でＹＡＣ工業の業績を上回りつつあるところもある。

「俺は、仕事に一切の妥協をしたくない。そのために努力をするし、成果も残したい──そんな人間の手綱をとれるのは君くらいだ」

「そんな、わたしなんて──」

「君だけだよ。まっすぐに俺に意見して諫めてくれるのは……俺の見えない場所でありがたいお説教をしてくれる人間はいるようだが」

　なんとなく誰のことを指しているのかは想像がついた。

　だが、あえてそこには触れないまま、由加里はきゅっと唇を噛んだ。

「君と何度も話をしてきたように、俺はプライベートと仕事をしっかりと分けていたい。今まで外資で働いていた時も、まずはそこを第一に考えるようにしてきた」

「……はい」

　それは、由加里も理解している。

　過度に私情が絡んだ会社経営を行うと、組織は簡単に破綻する──彼自身も、そして由加里も、そうした考えを抱いて仕事にあたってきた。

「だが、恥ずかしい話……考えれば考えるほど、俺には君が必要なんだ。自分じゃ気付けないことをまっすぐに伝えてくれる──君には、公私にわたって俺のパートナーでいてほしいと思っている」

　一切の曇りがない、まっすぐな視線が由加里を射抜く。

　──その言葉に、すぐ是非を答えることはできなかった。

　ゆっくりと呼吸を繰り返し、自分の中で知樹の言葉をじっくりと噛み砕く。そうでなければ、これだけ真摯に気持ちを伝えてくれる知樹に対しても失礼だと思った。

（でも、本当に大丈夫？　尊敬と恋愛感情は違うものだし、本当にわたしが副社長のことを支えられるの？）

　自問自答を何度も繰り返す。

　彼の言葉にただ喜べるほど純粋ではなかったし、かといってその申し出を頭から突っぱねるほど頑なでもない。

「……わたしは」

　アイスコーヒーの入ったグラスは、その側面にびっしりと汗をかいていた。

　そんなグラスに映る自分の表情がやけに不安げで、逆に笑いたくなってしまう。

「知樹さんを、ずっと尊敬していました。一人のビジネスパーソンとして、一人の男性としても」

「今の俺は、君の尊敬には値しないか？」

「いえ、それはあり得ません。わたしは、あなたが諦めずに新しい挑戦を繰り返していくところを、一番間近で見てきましたから」

　そこだけは、一切の迷いがなく即答できた。

　周囲の誰に対しても厳しい人だが、それでいて誰よりも自分に厳しい──厳しさの中にも他人が必要とするものをよく観察し、適切なタイミングでそれを与えられる知樹の判断力や観察力、行動力を、由加里は心から尊敬している。

　そして、屋久野知樹という一人の人間を見ても、その感情は色褪せない。

　熟考に熟考を重ね、由加里はようやく口を開く。

「……本当に、わたしでいいんですか？」

「君しかいない。俺には、どうしても君が必要だ」

　もう一度そう言い切った知樹の目をじっと見つめて、由加里はようやく深く息を吐いた。

　それまで胸の奥で張りつめていたものが、その吐息とともに弛緩する。

「知樹さんが、そこまで言ってくださるなら」

　言葉を切って、そっと頭を下げた。

　知樹が息をのむ音と、氷が解ける小さな音が重なる。

「わたし、も……その、側にいたいです。あなたを支えられる人間になりたい」

　たどたどしくそう告げると、テーブルの上に置いてあった知樹の手がひくんっ、と小さく動く。

　しばしの間二人は言葉を交わさずにいたが、やがてその静寂は知樹によって打ち破られた。

「……悪い、今──何を言えばいいのかが、とっさに思い浮かばなくて」

　テーブルの上に置いてあった手で口元を押さえた知樹は、小さく肩を震わせながら黙り込んでしまった。

　その様子は普段のスマートな印象を抱かせる彼のものとは程遠い──けれど、どこか可愛らしさを覚えるものだ。

（副社長って、こんな表情するんだ……）

　今日一日で何度か覚えてきた驚きだったが、それにしても戸惑う知樹の姿は新鮮だった。

　いざ彼の申し出に頷いてしまうと、由加里の方もどんどん緊張してくる。

　言葉が思い浮かばない二人の間に流れる沈黙は、実際に流れている時間以上に長く感じてしまう。

「実感が、あまりないというか」

「それは……そう、ですよね。あの、わたしも同じで……」

　言葉を選びながら、ぽつぽつと二人で会話を重ねていく。

　これならば、まだ先日の出張の時の方がお互い会話を交わしていたような気がするくらいだ。

　だが、由加里の方も恋人同士という名前が付いた関係性は久しく縁がなく、ここから先どうやって彼と接すればいいのかもよくわからない。

「仕事の上では何も変わらない。君はそのあたりをしっかりと理解してくれると思っているが──プライベートはまた違うな。できるだけ、君に愛想を尽かされないように気を付けよう」

「そ、そんなこと……」

「ビジネス以外じゃ頼りない男だと思われると寂しいからな」

　顎に手を当てて笑う知樹の姿は、すでにいつも通りのものに変わっていた。

　少し沈黙が流れたことで彼の調子も元に戻っていたのか、にやりと笑うその姿に少しホッとしてしまう。

「思いませんよ。そういう風に思うんだったら、最初からこの話はお受けしていません」

「なんだ、君の方がビジネスライクじゃないか……だが、言質はとったぞ」

　そのタイミングで、食べ終えた食器を下げに店員がやってきた。

　二人ともしっかりと昼食を終え、この後は午後から知樹がどこかへ連れて行ってくれるらしい。

　大分氷で薄まったアイスコーヒーを飲んでその場をやり過ごそうとした由加里だったが、目の前の彼はゆるく口角を吊り上げたまま、少しだけ声を低くした。

「今日、俺は君を自宅に招きたい」

「……は」

「そういう意図があると思ってくれていい。そういう下心ありきで、今日は君を誘ったんだ」

　そう直接的に言われてしまうと、由加里もなんと反応していいのか困ってしまう。

　ただ、それが嫌だとかいう気持ちはあまりなかった。先に彼と一度寝ているという事実のせいかもしれないが、なんとなくそうか、と納得してしまう自分がいる。

「えっと……かしこまりました」

　とりあえず、そう返すしかなかった。

　ビジネスライクだと言われたが、いきなり「恋人っぽく」を求められるのは難しい。なにせ由加里にとって、つい先ほどまで知樹は一年ともに仕事をした上司だった。

　仕事の時と全く変わらない口調に知樹はぷるぷると肩を震わせたが、やがて笑いが収まると、二人は評判だというプリンをデザートで注文した。

　午後は水族館へと向かい、二人で食事をとって──夜が暮れてきた頃合いで、由加里は知樹の自宅マンションへと招かれた。







「お、おじゃまします」

　ぺこりと頭を下げて部屋の中に足を踏み入れた由加里の全身は、すでにガチガチに緊張している。

「寝るためだけに帰ってきてるみたいなものだから、あまり広くはないんだが……」

　そう前置きして通された部屋のリビングは、確かに物が少なかった。

　木目調のローテーブルとブルーグレーの皮張りがされたソファ、それと部屋の隅にはモンステラの鉢が置かれている。

　モデルルームのようだとも思ったが、テーブルの上に乱雑に積み上げられている資料と紙パックの野菜ジュースが、どことなく生活感を出していた。

「テーブルの上は気にしないでくれ。必要なものを手に取れる場所に置いておきたくて……よかったら、そこのソファに座っていてくれ」

　由加里の視線に気が付いたのか、知樹がどこか照れくさそうに笑いながら紙パックを拾い上げた。

　それに頷きながら勧められたソファに腰かけ、由加里は内心でほぅ、と息を吐いた。

（ここが、副社長……じゃない、知樹さんの……）

　あまり家の中をじろじろと見るのは不躾だと思ったが、つい興味がそそられてしまう。

　壁に掛けられたテレビや時計はともかく、家具の趣味などは由加里も全く知らなかった──仕事でしか彼と接していなかったので当然と言えば当然なのだが、今更ながらそのことに驚いている自分がいる。

「由加里」

「は、はいっ！」

「飲み物、お茶で大丈夫？　あとはコーヒーとかあるけど」

　上着を脱いだ知樹がそう尋ねてきたので、お構いなくと答えた。今なにか飲んでも、味がわかる気がしない。

「別に遠慮しなくていいのに」

「遠慮をしているわけでは……」

　ソファの隣に知樹が腰かけ、ギッと小さくコイルが鳴いた。それがやけに生々しくて、つい肩が跳ねる。

「随分と緊張している。……君らしくないな」

「……緊張するなっていう方が難しいです。その、ご自宅に来たことはなかったですし……」

　今まではその必要もなかったのだから、当たり前と言えば当たり前だ。

　秘書を私物化したがる人間はＹＡＣ工業にも何人かいたが、知樹は今までそんな素振りもなかった。

　だからこそ──こうして実際に彼のプライベートな空間に招かれ、ひどく緊張してしまっているのだ。

「もう少し、肩の力を抜いていい。……この部屋に来てまで、俺の秘書でいる必要はないんだ」

「ぅ、ん……で、でも……」

　すり、と指先で頬を撫でられて、一気に顔が熱くなる。

　この部屋に来た時点で、そういうことになるという予想はできていたし──正直なところ、期待もしていた。

　それなのに、いざ実際に知樹の部屋に招かれるとこの有様だ。

「……なぁ、ちょっといいか？」

「はい……？」

　ソファの隅っこで縮こまる由加里の体を、知樹は苦笑を浮かべつつそっと抱きしめてくれた。

　自分のものではない体温と、思いのほか強く脈打つ鼓動を感じて、唇からほのかに息が漏れる。

「俺も君と同じくらい緊張してる。……わかる？」

　彼の体に密着すると、その吐息もかすかに震えていることがわかった。

　普段は余裕があって、スマートな態度を崩さない知樹の変化に、ぎゅっと胸の奥が締まる。

「……わかり、ます。知樹さんも、ドキドキしてるの……」

　小さく呟くと、知樹の指先が顎を捉えてくる。重なった二つの鼓動に誘いざなわれるようにして唇を重ねると、体の内側をほのかな痺れが駆け抜けていった。

「んんっ……」

　ちゅ、と音を立てて唇をついばまれ、ゆっくりと舌を絡められる。

　確かめるようなキスを繰り返すだけで、由加里の脳裏には先日のホテルでの情事が思い浮かんだ。あの時もこうして、ゆっくりとしたキスで蕩かされた覚えがある。

「んちゅ、ぅ……ふ、ぁ……」

　唾液と唾液が絡む小さな音が響いて、鼓膜をくすぐられる。

　本能を直接揺さぶるようなくちづけが終わる頃には、あれほど強張っていた体が力なく弛緩していた。

「は──夢じゃなかったんだな。やっぱり……」

　ゆっくりと唇が離れると、知樹が感じ入ったように息を吐いた。

　口元を押さえた彼の頬はかすかに赤らんでいて、かすかに潤んだ瞳が艶っぽい。

「ゆ、夢……？」

「俺に都合がいい夢を見ていたんじゃないかと思う時があるんだ。あの日、ホテルで君を抱いたことも──」

　するりと腰に手を回されて、知樹の腕の中に閉じ込められる。

　耳元でささやきこまれる低い声に、由加里の体がじわりと熱を宿した。

「夢じゃないって、思い出させてくれ。ここに君がいて、俺の恋人になってくれたのが紛れもない事実だと……教えてくれないか」

「ひ、っ……ぁ、んんっ……」

　ちゅぷ、と軽く耳朶を舐められ、唇から小さな悲鳴が漏れる。

　明らかな喜悦と熱が滲んだその声を飲み込みながら頷くと、知樹は満足げに口角を吊り上げた。

「……ベッドルームまで案内する。立てそうか？」

「は、い……」

　ふらつく足を叱咤してソファから立ち上がり、由加里は知樹に手を引かれて彼が寝起きするベッドルームへと案内された。

　八畳ほどのその部屋は、ベッドと本棚、そして飾り気のない小さなデスクだけが置かれている、生活感の感じられない場所だった。

（本当にモデルルームみたい……っていうか、ここで暮らしてる感じが全然しない……）

　布団には皺が見当たらないし、閉め切られたカーテンは一度も開かれたことがないんじゃないかと思うほどに折り目正しい。

　セミダブルのベッドに腰を下ろした由加里の頭の中には、一つの可能性が浮かび上がってきた。

「あの、知樹さん……普段ソファで寝てませんか？」

「……なんでわかった？」

　部屋の電気を一段暗くした知樹が、驚いたように目を丸くしている。

　これほど綺麗に──出来すぎなほどに整えられた部屋を見ていると、容易に想像がつくというものだ。

「体に悪いってわかってはいるんだが、つい……一人で横になるくらいなら十分だと思って」

　ややばつが悪そうに視線を逸らした知樹は、同じようにベッドに上がって由加里の手を握ってきた。

　その指先が先ほどよりも熱を帯びていて、ついドキッとしてしまう。

「一人だと、このベッドは少し広すぎる。ただ、二人だと少し狭いな」

　履いていたイエローのスカートにもう片方の手が伸び、それがゆっくりとお腹のあたりまでを撫でてくる。

「ッぁ……」

　艶めかしいその手つきに、体はひどく敏感な反応を見せた。

　服の上から体をなぞられているだけなのに、下腹部がじぃんと甘怠いような熱を帯びる。

「ん、っ……」

「本当に、夢じゃないんだな」

　噛み締めるようにそう呟いた知樹の手が、下腹部から胸元へと移動してくる。

　シンプルなブラウスのボタンを一つ一つ外してくるのが、少しだけもどかしかった。

「由加里、こっち見て──」

「んふ、ぅっ……」

　低い声に命じられたすぐ後に、もう一度唇を塞がれる。

　ぷつんっ、とボタンを外され、肌が外気に晒される感覚とともに咥内をまさぐられて、先ほどよりもなお色濃い愉悦が由加里の体を苛んできた。

「く、むっ……んぅ、ぁ……」

　ちゅ、ちゅ、と音を立てて繰り返されるくちづけはひたすらに巧みで、軽く歯列をなぞられたかと思うと、優艶に舌同士を絡められる。

「んむっ……ちゅ、ふ、ぅうっ……」

　最後のボタンが外されたのと同時に優しく舌先を食まれ、かすかな刺激にビクビクと体が反応した。

「ぁ、はぁっ……」

　唇が離れて新鮮な空気を吸い込むと、自分の体がどれほど火照っているのかがよりはっきりとわかる。

　ぱさりと乾いた音を立てて、脱がされたブラウスがベッドの下に落ちる。

　そうすると、今度はスカートのファスナーがジジッ……と小さな音を立てた。暗がりでもうっすらと色がわかるイエローのタイトスカートも、いともたやすく脱がされてつま先から滑り落ちていく。

「っ、んん──ぁ、ふぅっ……」

　あらわになった肌を指先が撫でるたびに、いけないことをしているような背徳感と愉悦が由加里を苛んできた。

「こっちも外すけど、大丈夫そうか？」

　そんな恋人の様子を見かねてか、知樹が優しく耳元で声をかけてくれた。

　こっち、と言いながらブラジャーの肩ひもを引っ張られて、ゴクッ……と喉が鳴る。

「……平気、です」

　やっとのことでそう答えると、背面のホックがぷつっと外れる感覚があった。

　胸を締め付けていた感覚から解放された由加里は深く息を吐いたが、それとほとんど同時にしたからたぷ、と乳房が持ち上げられる。

「ッひぁ、あ、あの……っ」

　ブラジャーを外され、熱のこもった双丘に指先が沈む。

　まるで感触を楽しむようにやわやわと乳房を揉みしだかれ、由加里は切なげに腰をくねらせた。

「あ、んァ……ッ」

　薄暗い部屋の中で、小さな声が響いてくる。

　刺激自体はひどく微弱なものだったが、熱を持て余していた体に指先が沈む度、じんわりとした愉悦が生み出されていく──そんな由加里の痴態にあてられたのか、知樹の呼吸も徐々に荒く変化していった。

「ひ、うっ……知樹さ、っ……」

「やっぱり柔らかいな。君は──当たり前だが、どこもかしこも俺とは違う」

　尖り始めた先端をカリカリと爪で嬲られ、疼くような快感が生み出される。

　硬さを増してきてその場所を指先で押し込まれたり、爪でひっかかれるだけで、どんどん下腹が熱を高めていった。

「ッん、ぁ──ぁ、はぁっ……」

　自分の声が、先ほどよりもずっと高く、艶めかしく変化しているのに気づいてしまう。

　巧みな指先で敏感な朱蕾を捏ねられて、足の間からじわりと熱いものが滲んできた。

「胸がよく感じるみたいだが──こちらはどうだ？　由加里、足を開いて」

　熱に浮かされた思考では、その言葉の意味もよく理解できなかった。

　言われた通りに足を開くと、にわかに濡れたショーツの中心に彼の指先が這う。

「あ、ぁっ……んふ、ぅっ……」

　くちゅっ、と小さな水音が、由加里の羞恥心を掻き立てた。

　身中にわだかまっていた熱がその場所からとめどなく溢れ出ているような気さえしてくる。

「下着の上からでもわかるな──ここ、くちゅくちゅ言ってる」

「や、あんっ……」

　わざとらしく耳元で囁いてきた知樹は、蜜が滲み始めたクロッチ部分をゆっくりと撫で上げてくる。

　水気を帯びて湿ったその場所を何度か刺激されると、細腰が愉悦にくねり始める。

「っは、ぁんっ……あ、だめっ……」

「慣らさないと、君が苦しいだけだろう？　それに……まだ布越しで触っているだけだ。これくらいで音を上げてもらっては困るな」

「ひん、っ！」

　布地を避け、くぷっ……と指先が蜜口に突き立てられたのはその時だった。

　ぬかるんだ入口を軽く押し込まれただけで、由加里の腰がガクガクと震える。指先がもたらす異物感が、お腹の奥からぞわぞわとした感覚をもたらしてきた。

「ひぐ、っ……ぁ、あんっ……！」

　くぷくぷと浅い入口を嬲られ、下腹部の熱が膨らんでいく。

　由加里はベッドの上で足をＭ字に広げ、与えらえる快感に身もだえるしかなかった。

「今ので濡れてくれたんだな──君がそんな風に、弱々しく鳴くのを見ていたら……俺もどんどん、抑えが効かなくなってくる」

　ちゅぷ、と軽く耳を舐められて、震える吐息が漏れた。確実に大きくなっていく愉悦に、正常な思考が奪われていく。

「由加里……お願いがあるんだけど」

「は、い……？」

　甘えるように首筋に顔を埋められ、ぼんやりと惚けたままで頷いてしまった。

　だが、小さな音が聞こえた瞬間に、その意識は一気に現実へと引き戻される。

「触って──俺のも、由加里の手で触れてほしい」

「えっ、ぁ……あのっ、えぇと……」

　ふ、と小さく息を吐いた知樹が、由加里の手を握って自らの中心へと導いてくる。

　そこにあるのは、苦しそうに張りつめ、屹立した肉楔だった。

（こ、れって……わたしがって、大丈夫なのかな……）

　嫌悪感はなかったが、そもそもどう触れていいのかもよくわからない。

　とはいえ知樹の手を振り払うこともできず、おずおずと先端を指で軽くつついてみた。……鈴口からにじみ出た透明な液体が、由加里の指先を汚していく。

「っく……」

「あ、ご……ごめんなさい……」

　指先で、ほんの少し濡れた場所に触れる──すると、知樹が苦しげに眉を寄せた。

　もしかして痛かったのだろうかと手を放すと、彼は由加里の肩をきつく抱き寄せてきた。

「いい──君は何も悪いことはしていないから、そのまま触れてくれ。……その、本当に抑えが効かなくなりそうだったんだ」

　その声が震えている理由が、苦痛からではなく快楽だと理解した由加里は、ゆるゆると手指を動かし始めた。

　幹の部分に触れ、先端は円を描くように刺激する──知樹は声を出さなかったが、吐息が乱れると彼が感じてくれていることがよくわかった。

「これ、で……大丈夫、なんですか……？」

「あぁ、上手……ん、っ──由加里、も……」

　熱を孕んだ声が聞こえたかと思うと、蜜壺に突き立てられた指先がぐぷぐぷと動きを再開する。

　先ほどよりもやや深い場所を、今度は二本の指で暴き立てられた。

「んふ、ぁっ……」

「少しはほぐれてきた、かな……？　こうやって触られるのは、苦しい……？」

　その問いかけには、ふるふると首を横に振った。

　先ほど感じていた圧迫感はかなり薄くなり、代わりに断続的な快感が襲ってくる。

　ほんの浅い場所を触れられているだけなので、蜜壺の中をかき混ぜられるたびにもどかしさが募っていくばかりだ。

「くるし、く……ないです……ッ」

「そう──それなら、もう大丈夫そうか……？」

　くぷっ……と音を立て、知樹の指先が引き抜かれる。

　そのまま濡れた指で下腹部を押さえられると、痺れるような法悦が体を駆け抜けていった。

「ん、はぁっ……ゃ、ぅっ……」

　ちょうど子宮の真上辺りをコリコリと刺激され、切なさで腰が揺れ動く。

　すると、知樹はそんな恋人の体を抱え上げ、そっと自分の膝の上に乗せた。

　屹立した性器にゴムをつけた知樹は、紅潮した由加里の頬に何度かキスをして、そっと腰を持ち上げてくる。

「もう限界みたいだな。君も……俺もそうだが」

「は……んんっ……」

　ちゅっ、と蜜口に先端が押し付けられ、それをゆっくりと動かされた。

　割れ目と肉幹がくにくにと擦り合わさるたびに、濡れて淫靡な音が部屋の中へ響き渡っていく。

「ぁ、あっ……っふぁあっ……」

「はは、まだ挿入れていないのに、っ……随分物欲しげな声を出す──」

　知樹の芽笑う声も、今はどこか遠い。

　ひたすらに与えられる柔らかな快感に身をゆだね、由加里はすすり泣きながら知樹の体にしがみついた。そうしていなければ、腰が震えてどうにもならない。

「もう少しだけ頑張ってくれるな？」

「……ッ──は、ぃ……」

　緩やかに微笑まれながらそんな風に尋ねられたら、応と答えるしかできなかった。

　ヒクつく淫口に切っ先を押し当てられ、ゆっくりと突き立てられる──その瞬間、背筋を大きな震えが駆け抜けていった。

「ひぅ、っ……んぁ、あ、ぁっ……」

　逞しく、火傷してしまいそうなほどの熱杭が、狭い蜜壺をぐぷぐぷと押し広げてくる。

　待ちかねてとろとろと蜜を溢れさせていた隘路は喜んでその肉幹を咥え、奥へ奥へといざなうように蠕動している。

「ふぁ、ッ……あ、ぁんっ……」

　うねうねとまとわりつく媚肉を引っ張りながら、剛直は奥へと進む。

　やがて奥まった場所へ突き当たると、知樹は一度動きを止め、膝の上で身悶える由加里の体を抱いた。

「……ん、っ……熱い、ッ──それに、すごく狭いな。君のナカは……」

「やぁ、い、言わないでくださっ……」

　羞恥で何度も首を横に振るが、知樹はクスクスと低い笑いを漏らすだけだ。

　彼を見下ろすような形で抱き合っているのに、体はすっかりと支配されてしまっている──ぐりっ、と膣奥の気持ちいいところを刺激されると、それだけで腰から力が抜けてしまった。

「ひぁ、ぁっ……」

　こうやって抱き合っていると、自らの重さで肉楔が深いところまで突き立てられてしまう。

　みっちりと膣内を埋め尽くす熱がゆっくりと抽送を始めると、由加里はそれをまざまざと思い知らされる。

「はぇ、ぁっ……あ、んんっ」

　ぐぷぐぷと淫らな音を立て、蜜を絡ませながら出し入れを繰り返されて、目の奥がチカチカと瞬く。

　突き上げられる動きに耐えきれず、由加里は思わず知樹の背に爪を立てた。痕になってしまう、と一瞬考えがよぎったものの、悦い場所を穿たれて余裕がまるでなくなった。

「っ、く──一度、動かすぞ……」

　だが、快感を覚えているのは由加里だけではなかったらしい。

　額にびっしりと汗を浮かべた知樹が、唸るような声でそう呟いた。

「ぇ、あ──ンぅっ……！」

　いつもならば由加里の意見をしっかりと聞いてくれる知樹が、否応なしに由加里の体を押し倒す。

　雄茎を突き立てられたままで態勢を変えられた由加里は、意図しないところを亀頭がかすめ、喜悦の悲鳴を上げた。

「んぅ、ぁ、っ……！」

　ぐりゅっ、と感じる場所を刺激された由加里は、弓なりに背を反らして快感に耐えようとする。

　背中をシーツが擦る感触にすら感じてしまって、もはや自分の体ではないもののように思えた。

「ひぁ、あっ、知樹、さんっ……」

　ぐぷぐぷっと音を立てて腰を揺すられ、視界が上下にぶれる。

　そんな中でも、自分のことを見下ろす知樹の表情は鮮明に見て取れた。

　艶を宿した、美しい獣のような表情──軽く上唇を舐めた知樹は、ぐぷんっ、とひときわ奥まった場所を一気に突き上げてくる。

「く、ぁっ……！」

「は、っ……ナカがうねって、ずっと締めつけてる……」

　感じ入ったようなその声が鼓膜を揺さぶり、同時に由加里の羞恥を掻き立てる。

　だが、もう恥ずかしいと言っていられるほどの余裕はなかった。過ぎた快楽を何度も与えられ、頭の奥までドロドロに溶かされたような気持ちになりながら、由加里は恍惚とした表情を浮かべて知樹を受け入れる。

（も、っと……奥、いっぱい欲しい……）

　快楽で滲んだ頭の中に、そんな言葉が浮かんできた。

　深いところまでを暴き立てられてはいるが、きっと知樹はまだ加減をしてくれている。

　少なくとも、あの出張の夜はもう少し激しかった──甘い記憶が引き出された由加里は、いつしか彼の腰に足を回し、おねだりをするように膣内を締め付ける。

「んっ、……もっと、ぉ……」

　吐息と嬌声が入り混じった、消えてしまいそうなくらいに小さい声。

　だが、その声を知樹は聞き逃さなかった。激しい動きで奥をノックされ、甘い愉悦が一気にせりあがってくる。

「やぁ、ぁっ……それだめ、ッ……」

「もっとくれとねだったのは君だ──今更やめてくれと言われても、聞けない願いだな……ッ」

　ばちゅっ、と重たい音を立てながら蜜壺を犯され、下腹部がひどく熱い。

　突き上げられるごとに漏れる声は最早意味を成しておらず、力いっぱいに揺さぶられながらどうにかなってしまいそうなほどの悦楽を叩き込まれた。

「んぅうっ……は、ぁんっ、ぁ……！　これ、もっ……」

　しつこく弱点を擦り上げられ、最奥を突き上げられる動きで、理性の限界が近づいている。

「んぁ、あ、ぁあっ……」

「もう、限界か……？　ひときわキツくなったが──」

「はぅ、っ……！　ンんっ、やっ……」

「イっていいぞ。このまま──ッ……」

　吐息だけで笑った知樹が、最奥を一気に穿つ。

「ぁ、ああっ……！」

　その瞬間、由加里の中で大きくなっていた喜悦の熱が思い切り爆ぜた。

　ガクガクと腰を震わせ、恋人を受け入れたままの膣壺を淫らに収斂させながら、快楽の階を上り詰める──許容を軽く上回る逸楽に、由加里はしばし呼吸を忘れて感じ入っていた。

「は……ぁん、っ……あ、ぁっ……ダメ……！」

　だが、静寂はそれほど長くは続かなかった。

　弛緩しきった体を抱き寄せた知樹が、先ほどと変わらない強さで抽送を続ける──達して熟れた蜜壺が荒々しく踏み荒らされ、由加里の中に再び熱が宿る。

「んぁ、あぁっ……！」

「悪、い……もう少しだけ……」

　知樹もさほど余裕がないのか、息を詰めて腰を打ち付けてくる。

　その度に、散ったはずの快感が頭をもたげ、再び由加里のことを苛んできた。

「ひぁ、あっ、ぁ、んんっ……！」

「ぐ、っ……由加里、っ……」

　切なく名前を呼ばれた瞬間に、膣内で強く脈打つものがあった。

　ゴムを一枚隔て、勢いよく欲望を放たれたことを知覚する──そうすると、由加里も深く静かな絶頂を迎えてしまった。

「ひぁ、ぁ、ッ……ん、ぅっ……」

　ビクビクと体を震わせ、甘い痺れに全身を支配された由加里は、やがてぐったりと四肢を弛緩させる。

　知樹の方も体力的に限界なのか、ふらつきながらベッドの上に倒れこんでくる。

　セミダブルのベッドはスプリングをきしませ、お互いの荒い吐息だけが部屋に残る。

「……また、だ。君が相手だと、俺は──まるで加減ができない。……傷つけたいわけじゃないのに」

　やや掠れた声で、知樹がそんなことを言う。

　申し訳なさそうな表情は普段の自信に満ちたものとはかけ離れていたが、その姿はどこか可愛らしく、また愛しいと思えた。

「……い、いやじゃないです。あの、知樹さんに……こうやって、されるの」

　痛みを感じるならばまだしも、彼はその辺りを非常に気遣ってくれる。

　由加里にとってはそれが何よりもうれしかったし、与えられる快感はどれも愛しいものだった。

「あまりにも節度を欠いて、愛想を尽かされやしないかとヒヤヒヤしているんだ」

「知樹さんがそんなことをする人じゃないっていうのは、よくわかってます」

「それは秘書として？」

　やや眠たげな声の知樹が、由加里の髪を一房掬い上げる。

　いつもならば聞けない彼のそんな言葉も、いたずらっぽく胸をくすぐっていった。

「どっちもです。秘書としても、恋人としても──」

　公私ともに、彼のことを理解できるパートナーでありたい。

　いつしか絡まりあった指先をぎゅっと握りしめながら、由加里はふと明朝に思いを馳せた。

（明日の朝、キッチン借りて……なにか、朝ご飯を……）

　そんな考えが浮かんでは消えていく。とろとろとした心地よい疲労感を覚えていると、次第に意識が沈んでいく。

　生活感のなかったはずの部屋には、やがて二人分の寝息が満ち始めたのだった。







第五章








「屋久野副社長に、直接お話したいことがあるんですが……」

　それは、新事業部に新しくやってきたエンジニアからの一言だった。

　先日の用意した求人情報を見て連絡をくれたフリーランスのエンジニア数人と契約を結ぶことになったのだが、そのうちの一人が由加里にそんなメッセージを送ってきた。

（個人メッセージで連絡ってことは、他の人に見られたくないってこと……よね？）

　その日も秘書室で業務を行っていた由加里は、送られてきたメッセージを見てそんな考えが頭をよぎった。

「……副社長、エンジニアの松本さんから直接お話したい要件があるとのことなんですが……」

　なんとなく嫌な予感がする。

　秘書として働いてきた直感とでもいうのか、由加里のそういう勘のようなものはよく当たった。

　多忙を承知で隣の部屋にいる知樹に相談してみると、彼はパソコンから顔を上げて少しだけ考える仕草を見せた。

「松本──この前ウチと契約したエンジニアだよな？」

「はい。実績がかなりある方で、ミートフォード社の宅配アプリの開発にも携わっています。わたし個人あてにメッセージが送られてきたので、もしかすると他の人には話しにくいことかと」

　恋人同士という関係性になっても、仕事中の二人のやり取りは普段と変わりない。

　知樹が視線をあげると、由加里はさらに姿勢を正した。どうやら、彼の頭の中である程度の計算が終わったらしい。

「今日の予定は……親父と会食か。それなら延期はできるから、緊急の個人ミーティングってことにして、すぐに松まつ本もとさんを呼んでくれ」

「かしこまりました」

　エンジニアの中には在宅での勤務を行う者もいるが、幸い松本は出社して勤務を行っている。

　『すぐに来られるか』と個人メッセージで返信をしたところ、彼は五分ほどで副社長室のドアを叩いてきた。

「すみません、松本です」

　ノックの音とともに、低い声が聞こえてきた。

　由加里がドアを開けると、どこか怪訝そうな表情を浮かべた松本が部屋に入ってくる。

「松本さん、こちらにどうぞ」

「ど、どうも……」

　やや緊張しているのか、その声はかすかに上ずっていた。

（まぁ、メッセージ送っていきなり副社長室に呼び出し食らえばね……）

　少しでも話しやすいようにと、備え付けの給湯室で二人分のコーヒーを淹れる。

　それを知樹と松本の前に差し出して、由加里はそっとその場から引き下がった。おそらく、本当に知樹と一対一の方が言いたいことを言えるだろう。

「──ですが、どうにも変な点があって……悪いってわかってたんですけど、管理権限弄って過去の編集履歴をさかのぼってみたんです」

　……聞こえてきた言葉が多少不穏ではあるが、おそらく重要なのはそこではない。

　三十分ほどのミーティングが終わってから、由加里はコーヒーカップを片付けつつそれとなく知樹に尋ねてみた。

「あの……松本さんと、どのようなお話を？」

「あぁ、先日のアプリのトラブルの原因を、独自に調べていてくれていたらしいんだが──」

　どうやら、そこで報告書の記載とはまた違う原因に気が付いたらしい。

「アプリの方で、根幹となるシステムの改竄が見られたらしい。その後からまた別の場所が原因であるかのように見せかけていたらしいが、何度か編集履歴を遡ると痕跡があったとか」

「は、はぁ……？」

　システム関係に疎い由加里では、すぐに知樹の言葉を理解することはできなかった。

　だが、時価をかけて状況を整理し──一つの結論にたどり着く。

「……報告書の内容に、虚偽があったと」

「そうだ。そもそも、あの時点で新事業部のエンジニアはそこまで数も多くなかった──管理権限を与えられていて、編集履歴や報告内容の改竄をできる人間は限られている」

　深刻そうに眉を寄せて、知樹はふーっと深い息を吐いた。

　その端正な顔に浮かんでいる焦燥感は、由加里にも痛いほど理解できる。これまで一緒に事業を進めてきた人間を、一度すべて疑ってかからなければならないのだ。

「水島さん、至急他のエンジニアたちとも面談を行いたい──スケジュールの調整を頼めるか」

「か、かしこまりました。本日の予定は社内のものばかりなので、一度リスケジュールします」

　現在第二事業部に所属しているエンジニアたち全員と面談を行っていると、おそらく一日がほとんど潰れてしまうはずだ。

　予定が詰まっていなかったのは幸いといえたが、それでも一つずつ決められたスケジュールを新たにセッティングするのは手間がかかる。

　だが、ここから先は由加里の本領発揮だ。他のエンジニアたちにも声をかけながら、各所に調整と謝罪の連絡を入れる──その間にも、知樹は次々と現場の社員たちの話を聞いていった。

（そういえば、知樹さんとこうやって話すのは初めての人もいるんじゃ……）

　副社長室にやってくるエンジニアたちは、ほとんどが二十代から三十代の若手社員たちだ。普段役員クラスの人間と話す機会があまりない彼らは、その誰もがひどく緊張している様子だった。

　だが、知樹は時に淡々と、時にフレンドリーに話しかけて彼らから話を聞いていく。

　──そして、ある一人のエンジニアが知樹のもとにやってきた時、事態が大きく動いた。

「……申し訳ありませんっ！　実は、先日アプリに手を加えたのは……自分なんです……」

　副社長室にやってくるなり、その若いエンジニアはぐっと腰を折って頭を下げてきた。その唐突さに、知樹も由加里も一瞬言葉を失ってしまう。

「その、ずっと今まで言い出せなくて……」

「わかった、とにかくゆっくりでいいから、なぜそんなことをしたのかの理由を教えてくれ。……ここには俺と秘書しかいない。俺としても、この件で君を処分するつもりはないから、最初から全部話してくれないか」

　明らかにパニックに陥っているそのエンジニアをなだめながら、知樹は一つずつ彼の話を拾い上げていった。

　──もともと、彼は情報システム部に所属していたらしい。新事業部の設立に際して移籍してきたのだが、専務本人からアプリの動作確認をしてほしいという要請が入ったのだという。

「アプリの脆弱性を指摘したうえで状況を再現して、報告してくれって言われたんです。それで、俺はてっきり副社長からの指示だと思って……でも、次の日会社に来たら他のエンジニアたちがみんな慌ててるみたいで……」

　確かに、現場のエンジニアたちに知樹の出張の予定はそれほど周知されてはいない。

　それに、専務から直々に指示があったのならば彼がその指示に逆らうのは不可能だろう。

「とんでもないことしちゃったんだって、すぐにわかりました。現地で副社長が大変なことになってるっていう話も聞いてて……それで、自分から言い出せなくなって……」

「なるほど。そういうことだったのか……確かに、出張内容を知らせていなかった俺も悪かったな」

　顔を青ざめさせ、ぎゅっと目をつぶって縮こまっているそのエンジニアに向けて、知樹はことさらに優しい口調と声音でそう言った。

　不安に押しつぶされそうになっていたエンジニアがハッとして顔をあげると、彼はゆっくりと頷いた。

「今まで一人で抱え込んでいるのは辛かっただろう。もっと早く、俺もこうして皆と話す時間を作ればよかった」

「ふ、副社長……」

　声を震わせたエンジニアが何度も謝罪してくるのをなだめながら、知樹はちらりと由加里の方を見た。

　その表情はにわかに硬くこわばっていたが、彼が何を考えているのかはなんとなく理解することができる。

　知樹はエンジニアが部屋を出ていくと、すぐに由加里のもとへとやってきた。

「俺のやることなすこと気に食わないのはわかるが、それにしてもやり方というものがある。……専務は今、社内にいるか？」

「す、すぐに確認します！」

　秘書課で共有されている役員クラスのスケジュールを確認すると、副社長は本日午後から取引先に向かう予定が立っている。

「専務は今でしたら社内にいらっしゃいます。ただ、午後からは出張となっており──」

「わかった。すぐに行く」

　きっぱりと言い放った知樹は、そういって副社長室のドアをやや乱暴に開けた。

　由加里も慌てて後ろに続き、同じフロア内にある専務の部屋へと向かう。

「──失礼する」

　専務室のドアを開けると、中にいた秘書が驚いたように目を見開いて知樹と由加里の二人を見つめてきた。

　専務の秘書は秘書課の先輩にあたるため、由加里も申し訳なく思ったが──こうなった知樹は、おそらく自分にも止められない。

「飯田専務、少しいいか」

「……どうしましたか、副社長」

　執務机で書類に目を通していた専務が、ぐっと顔をあげる。

　年頃は六十代──それにしては白髪の目立つ頭髪をきっちりと撫でつけた飯田専務は、若いころから変わらぬ眼光の鋭さでこちらを見つめてきた。

　その雰囲気はどこか気迫のようなものが漂っており、由加里はぐっと呼吸が苦しくなった。

「専務に少し確認事項が。……先日、新事業部のエンジニアに連絡を取りませんでしたか」

「エンジニア？　あぁ──ホームページの改修の件で、もう少し親しみやすい社員募集ページを作れんかと話はしましたが……その件で何か？」

「いいや、俺が聞きたいのはその話じゃない。単刀直入に言おう、新事業部が進めているアプリの件だ」

　淡々とした二人の会話の中に、言葉では言い表せない感情が込められている。

　──元々、飯田専務は知樹の父親の盟友だ。家族ぐるみの付き合いもあっただろうし、おそらく知樹がＹＡＣ工業に入社してくるまでは良好な関係を築いていたはずである。

　それなのに、今漂っている雰囲気は険悪そのものだ。

（専務も、悪い人じゃないのはわかってるんだけど……）

　会社を大きくしてきた彼の手腕は尊敬に値するものだ。だが、自分が育て上げてきた会社の強さというか、業界でも屈指の規模を誇るこの会社の栄光を信じて疑っていないきらいもある。

「……存じ上げませんな。そもそも、新事業部は副社長が担当されている部署では？」

「そうだ。先日、猪口社長が同席したプレゼンで、突如アプリケーションが作動しなかったということがあったはずだ」

　淡白な口調ではあったが、知樹の声にはかすかな怒りと苛立ちが滲んでいた。

　専務が直接指示を出したはずだが、メールなどの証拠が残っていないため決定打になる一手が足りない。

「製作途中のアプリケーションに不具合が起こるのは、そう珍しいことではないのでは？」

「あぁ、そうだとも。決して珍しいことじゃない……だが、明らかに手が加えられた痕跡が見つかった。誰かがエンジニアに指示を出して、実際にあのタイミングでアプリの起動を不可能にしたんだ」

　知樹はじっと専務を見据えて話を続けたが、相対する飯田専務はそんな知樹の様子を一顧だにせず、ふっと鼻で笑ってみせた。

「あいにくと、その領域に関しては疎いものでしてな……エンジニアが独断で行ったのでは？　……そもそも、新しくやってきた副社長はやり方が強引だという声も上がっているようですし」

「なんだと？」

「全くの間違いというわけではないでしょう。現に、営業部などでも若い社員たちが言うことを聞かないと話が上がってきているんですよ。……副社長、ここはあなたが務めていた外資の企業ではないんです。個人の力よりも、部署やチームの力が優先されるべきだ」

　ピリッとした空気が、専務室の中に流れる。

　だが、専務の攻勢はそれだけでは終わらなかった。表情も声音も変えず、ひたすら冷静に知樹の若さとある種の強引さを糾弾していく。

「ＹＡＣは強い──その強さは、会社が一つのチームとして揺らぎなく業績を上げてきたからだ。若いあなたが無理やりにその方針を変えた結果が新事業部の設立であり……社員の分断にもつながっていく」

　それは、かつて小さな会社だった屋久野工業を『ＹＡＣ工業株式会社』として大きくしてきた男のプライドだったのかもしれない。

　社員が一丸となって大きな時代の波を乗り越え、業績を上げてきた──その実績に裏打ちされた言葉一つ一つが、新しいやり方を強行しようとする知樹を射抜いてくる。

「変革だのなんだのと、新しいことばかりをしていればいいというものではない──副社長は、今まで私と社長が作り上げてきた会社を二つに割って、何をしたいのですか」

　一瞬の、静寂が流れた。

　呼吸をするのもはばかられるような一瞬、ギチッと音を立てて知樹の手が強く握りこまれる。

　そしてそれを見計らっていたかのように、専務の口角が吊り上がった。

「お帰りください、副社長。お話ならば後日、役員会議でお聞きしましょう」

　勝利を確信した微笑みを浮かべ、飯田専務はそう告げる。

　──結局、知樹としては引き下がるしかなかった。

　無言で専務室を後にした彼に続き、由加里は慌ただしく頭を下げてその背中を追う。

（完敗だった。あの知樹さんが……）

　知樹はかなり弁が立つ方で、言葉でのやり取りならばほぼ負けることはないだろうと思っていた。今だって、専務の言葉になにかを言い返すのだとばかり思っていたのだ。

　それが、一言も発せないまま部屋を出てしまった。

「副社長……」

「……悪い、由加里」

　人気のない廊下、思わず声をかけた由加里に対して返ってきた声は、驚くほどに弱々しかった。

　そして由加里は、知樹のこの声を知っている。出張先のホテルで、ひどく憔悴していた時と同じ声──これまで彼が抱え込んでいたものが、専務の一言でほろほろと崩れ落ちていく。

「少しだけ、一人にしてくれないか」

　絞り出すようなその声に、由加里はそれ以上何も言えなかった。

　ゆっくりと頭を下げて、彼が進む道とは逆の方向に歩き出す。秘書としても、彼の恋人としても、今自分にしてあげられるのはそれしかなかった。

（ずっと、気にしてはいたんだ……知樹さんが何も言わないなら、わたしが気付くべきだったのに）

　秘書室に戻ることもできなくなった由加里は、とぼとぼと廊下を歩きながら心の中でため息を吐いた。

　普段、知樹は他人に自分の弱い姿を見せたがらない。

　それは恋人である由加里に対しても変わらなかった。お酒が入った時にぽつりとそれらしいことを口にしたことはあったが、それでも基本的には理性がその不安を抑え込んでいる。

（役員会議って、二週間後だよね……？　それで、どうやって知樹さんが専務に──）

　社内の分断と言われてしまえば、知樹に反論の余地はない。

　だが、彼が来る前のＹＡＣ工業はどうだっただろうか。秘書課は悪質なセクハラに耐えていたし、若手の社員はある程度経験を積むまで会議での発言権すらなった。

　上から押さえこまれるような社内政治が正しかったのか、それで本当に会社が一つだったと言えるのか──そんな疑問が、いくつも沸いてくる。

「由加里ちゃん？　どうしたの、そんなところでぼんやりして」

「え……あっ、丸井課長……」

　どうやったら、知樹を元気づけることができるのだろう。

　そう考えて呆然と立ち尽くしていた由加里に、声をかけてきた人がいた。秘書課の丸井課長だ。

「なんか、心ここにあらずって感じだったけど……副社長に叱られたの？」

「いえ、その──ちょっと、色々ありまして」

　まさか、この場で知樹が飯田専務と言い争ったことを口に出すわけにはいかない。

　色々とぼかした表現をした由加里だったが、丸井課長はそんな部下の様子にきゅっと眉を寄せた。

「そう？　じゃあ少しお話いいかしら。この前由加里ちゃんと話そうと思ってた時は、副社長に邪魔されちゃったし」

「え、ぁ……いいんですか？　その……」

　丸井課長は社長秘書でもある。彼女自身もかなり多忙なはずで、本来ならば自分にかまっている余裕はないはずだ。

　だが、当の課長本人はにっこりと笑いながら、優しく由加里の手を取った。

「大丈夫よ。社長ったらいつも自分で仕事進めちゃって、こっちの出る幕ないんだもの。……事なかれ主義みたいに思われることも多いけど、結構あの方も色々見てるのよ」

　笑みを浮かべたままの丸井課長は、ぐるりと周囲を見回してからパッと由加里の手を放す。

「少しゆっくりできるところがいいわね。ミーティング用のお部屋取っておくから、飲み物か何か買っていらっしゃい」

「……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げて、由加里は自販機のある休憩室でコーヒーを買った。

　恐らく、丸井課長は由加里がどうして落ち込んでいるのかを大体見抜いているのだろう。彼女の観察眼は秘書課一で、部下たちはいつも嘘をつけない。

　冷たいコーヒーと、丸井課長の分のお茶も購入した由加里は、そのまま重い足取りで指定された部屋へ向かう。

（知樹さん、今頃何してるんだろう……）

　一人にしてくれと言われたが、どれほど彼のことを一人にしておけばいいのかもわからない。

　あそこまで彼が憔悴しきっているのは、ともに働いてきたこの一年でも初めてのことだった。

「失礼します」

　部屋の中に入ると、ノートパソコンを開いた丸井課長が椅子に座って由加里のことを待っていた。

「あぁ、ごめんなさいね。まぁまぁ、ここに座って」

「はい……」

　椅子を勧められて、おとなしくそこに腰を下ろす。

　買ってきたお茶を丸井課長に渡すと、彼女はパッと顔を明るくして何度もお礼を言ってくれた。

「わざわざありがとうね！　……で、お話したいことっていうのは多分もうわかってると思うけど──副社長のことで」

「……はい」

「由加里ちゃんがあそこまで深刻そうな顔するなんて、本当に何があったの？」

　心配そうに眉尻を下げる丸井課長だったが、由加里は何と言っていいものかとしばらく頭を悩ませた。

　このことを、知樹以外の人間に言ってしまっていいのか──そもそも専務との対立がとうとう浮き彫りになっただなんて、社長付の秘書である丸井課長には言うべきではないのではないか。

　色々な考えがぐるぐると頭の中をめぐっていって、うまく形になってくれない。

「あの、このこと……社長には……」

「わざわざ言ったりしないから安心して。単純に、秘書課の課長として由加里ちゃんが心配なだけ」

　……その言葉を聞いて、少しだけホッとした。

　今の知樹にとって何が必要なのか。彼の秘書として、恋人として、自分は何をすればいいのか。由加里はぽつぽつと、今日あったことを丸井課長に話し出した。

「……それで、副社長はひどく憔悴してしまって」

「まぁ、そうよね。副社長だって彼なりの正義があってやってきたわけだし……専務が言ってることが、全く的外れだったら反論できたのかもしれないけど」

　一通り話を聞き終えた丸井課長は、考えるように顎を撫でてから「うーん……」と悩ましげに眉を寄せる。

「経営者として、副社長は専務が言ってることを真正面から理解しちゃったのね。結局会社って、一人二人が突出しただけじゃどうにもならないっていうのは……多分、副社長が一番身にしみてわかってるでしょう？」

「おそらく……」

　優秀な個人だけを集めた会社が、それだけで突出できるかと言えば答えは否だ。

　むしろ平均的か、それよりも少しだけ優秀な人間を複数集め、均等的に発展させていく方が企業のやり方としては正解に近いだろう。

「でも、わたしは……副社長が全部間違っているとも思えないんです。専務のやり方で、今はいいかもしれません。だけど結局、同業他社はＹＡＣを目指して、追い抜こうとしているわけで」

　知樹も、これからはテクノロジーと医療をさらに融合させたベンチャーが強い時代が来ると言っていた。実際、もともとは学生起業で小規模なマシン開発を行っていた会社が、医療メーカーとの締結でシェアを伸ばしているという話はそれこそ毎月のように聞いている。

「それに、副社長のおかげで少しずつ社内も変わってきています。先月のコンペでは入社二年目のチームがプロジェクトを担当していましたし」

「そうねぇ。確かに、若い子は今の方が断然働きやすいと思うわ。……年代別の離職率もね、二十代のところを見ると結構改善されてるの」

　手元のノートパソコンを操作した丸井課長は、一つのグラフを由加里に見せてくれた。

　ここ一年での離職率を比較したグラフでは、確かに二十代の離職率が大幅に改善されている。

「それに──私もこの前、副社長とお話したんだけど。覚えてる？　ほら、秘書課のハラスメントについて……」

「あっ、はい。覚えてます……一度丸井課長とお話をすると仰っていたので」

　秘書課の人間が長らく抱え込んでいたものについても、知樹は深く切り込んだ聞き取りをしてくれていた。

　そうしたことに細かく心を砕けるのは、これまでＹＡＣ工業を離れて就職していた知樹だからこそだったかもしれない。

「副社長のやり方に救われている社員って、結構多いのよ。秘書課ウチもそうだけど、総務とか営業も、少しずつやり方が変わってきたって」

　もちろん、新しい働き方に異論を唱える声は一定数存在している。

　だが、確かに知樹によって会社は変わってきているし、働きやすいと言ってくれる人間が増えているのも事実だった。

「確かに、副社長のやり方は多少強引だし、それは由加里ちゃんもわかっているでしょう？」

「は、はい」

「でも、それでも──彼についていきたいって、そう思っているのよね」

　ゆっくりと、由加里はその言葉に頷いた。

　確かに、知樹のやり方は強引ではある。時には反発を招くようなやり方をして、会社の方針を大きく変えようとしたこともあった。

　それでも由加里が彼を支えたいと思い続けたのは、知樹がひたむきにＹＡＣ工業やその社員たちについて考え続けてきたからだ。

　現状維持という言葉に勝利は見いだせない──自分が傷つきながらでも必死に前に進もうとする知樹の姿に憧れてきたのだ。

「そうです。わたし……副社長のやり方が全部間違っているとは思えなくて」

　唇からこぼれた声は、思いのほかしっかりとしていた。

　顔を上げて立ち上がった由加里の表情は力強く、胸の中でわだかまっていた何かがストンと落ちたような気がする。

「そう──それなら、ちゃんと副社長に伝えなくちゃ。他の人じゃだめね。あなたが、屋久野副社長の力になってあげて」

「……はい」

　丸井課長の言葉は、力強く由加里の背中を押してくれた。

　一礼して部屋を出てから、その足で副社長室を目指す──その途中、先ほど副社長室に来てくれたエンジニアが由加里を呼び止めた。

　アプリの件で、震えながら自分のやったことを告白してくれた例のエンジニアだ。

「あ、あのっ！　秘書課の水島さん、ですよね……副社長の……」

「えぇ、そうですが──どうかしましたか？」

　声をかけられて足を止めた由加里に、そのエンジニアは何度か頭を下げてきた。

「その、お忙しいとは思うんですが、副社長にもう一度お礼を伝えてほしくて……ご迷惑をおかけしたのに、特に処分もないって……」

「状況的に、仕方がないことだったと思います。結果的にアプリの脆弱性を見直す機会にもなりましたし、気にせず仕事に戻っていただいて大丈夫ですよ」

「は、はい。本当にありがとうございます……あの、こういう言い方するのも変なんですけど」

　先ほどは気弱そうに縮こまっていたエンジニアだったが、ぺこぺこと頭を下げた彼は決意のこもった視線で由加里を見据えてきた。

「俺、もっと頑張ります。今度はちゃんと、副社長に期待していただけるように──正直この分野って、結構新規参入が多くて難しいところだとは思うんですけど」

　開発の第一線で動いているエンジニアだからこそ、その辺りのアンテナは由加里たち以上に鋭敏だ。彼らが抱いている危機感は、決して感化できるものではない。

「勝ちましょう。いえ、この分野だからこそ勝てるように、全力を尽くします……そう、副社長にお伝えしていただけませんか」

　俺が言えることではないかもしれませんが、と付け加えたエンジニアだったが、今の由加里にとってはその言葉こそが嬉しかった。

　この話は必ず知樹に伝えると告げ、由加里はそこから一直線に副社長室を目指し、迷いなくそのドアを開いた。

「失礼します」

「……水島さん、悪いがまだ──」

「知樹さん。……役員会議まで、残り二週間です。やれるだけのことをやって……あなたの方針は間違ってないって、証明しませんか」

　椅子の上でパソコンを睨みつけていた知樹が、由加里の言葉にぽかんとした表情を浮かべる。

　彼としても、どうやら秘書からそのような言葉をかけられるとは思っていなかったらしい。

「証明？」

「はい。……副社長が思っているよりも、あなたの味方は多いんです」

　きっぱりと言い放った由加里に対して、知樹はどこか戸惑ったような表情を浮かべている。

　そして、その表情が不安げなものに変わるまでそう時間はかからなかった。

「味方、か──社内を分断しているとまで言われた俺に、そんな人間がいてくれればいいが」

「少なくとも、ここに一人。絶対に知樹さんの味方であり続ける人間がいます」

　普段の由加里にしては、かなり強く断定した物言いをした。

　秘書というのはできるだけ自我を排して、サポートを行いチームが円滑に仕事を勧められることに注力すべき──少なくとも今まではそう思ってきた。

（だけど、今は違う……今は、どうあっても知樹さんに前を向いてもらわなくちゃ……！）

　由加里は秘書室に戻ると、急いで自分のノートパソコンを開いた。先ほど丸井課長が見せてくれた離職率の資料にアクセスし、それを知樹の前に突き出す。

「……これは」

「今年度の離職率──現段階で、二十代の離職率が大幅に減少しています」

　目の前に突き出されたグラフと、これまでの傾向──そして匿名で寄せられていたコメントを、知樹はゆっくりと目で追っていった。

　働きやすさという面では改善されているとされる意見がほとんどだったし、その意見に関しては世代を問わず良好な変化だと捉えられていた。

「残業を減らして、家族との時間をとることができるようになったっていう管理職も増えました。……確かに、最初はあなたのやり方に疑問を持っていた人も多いかもしれませんが、今までのＹＡＣ工業ではできなかったことが、この一年でたくさん成し遂げられているんです」

　社内改革を推し進めていたのは、知樹だけではない。各部署の責任者たちも、新しい副社長の方針を見て自主的に仕事のやり方を変化させている。

　総務部ではリモートでの仕事幅が増え、時短勤務の社員たちがより働きやすい環境が整ってきた。

　経理ではこれまで滞っていたデジタル化が進み、月末月初の残業がかなり削減されたと聞く。

　この一年で緩やかに、だが確実に会社は変わろうとしている。

「専務が言っていたことは、確かに間違ってはいなかったかもしれません。それでも、副社長がやろうとしてきたことは事実としてデータに残っています。……ここであなたが止まったら、ＹＡＣ工業はきっと──」

　きっと、いずれは今の立場を追われてしまう。

　追い上げてくる新興企業は常に貪欲さを持っていて、業界一位の立場に甘んじていればいつかは立場が逆転するはずだ。

「……このままではいられない、か。なるほど、君の言いたいことはわかった」

　由加里の必至な説得に、知樹の声に少しだけ力が戻ってきた。

　顔をあげると、彼の目にはいつもと同じ凛とした光が宿っている。

「情けないところを見せて悪かった」

「いえ──そういう時こそ、あなたを支えるのがわたしの役割です」

　口角を吊り上げた知樹に、由加里はいつもの彼が戻ってきたと直感した。

「二週間後の役員会議までに、新事業部の業務を阻害したとして専務の糾弾を行いたい。一度正面からぶつからないと、これから先何をするにしても専務の顔色を窺わないといけなくなる」

　そう言い放った知樹から由加里がまず命じられたのは、先ほど声をかけて着てくれたエンジニアへの再度の聞き取りだった。

　だが、エンジニアへの指示が口頭でのものだったこともあり、客観的な証拠は見つからなかった。

　この分野で専務の糾弾を行うのは難しい。そう考えた知樹は、とりあえずの目標を変更することに決めた。専務を弾劾してつるし上げるのではなく、せめて新事業部と知樹の経営方針を認めてもらい、分断している社内の状況を緩和する方向に舵を切った。

　膨大なデータを読み解き、時には新事業部の人間の手を借りながら、確実に準備を進めていく──そうして専務と相対するのに必要なすべての資料がそろった時、役員会議はもう目前まで迫っていた。

「……これでよろしいかと。新事業の方も、アプリのリリース日が決定しましたし……やはりベンチャーとの提携やエンジニアとの個別契約で、技術的な面が大きく飛躍しましたね」

「どちらも、これまでのＹＡＣ工業なら行ってこなかった施策だ。結果が出てくれたのはかなり嬉しいよ」

　役員会議のその日、副社長室ではそんな会話が交わされていた。

　この二週間、二人は膨大な時間を費やしてこの日のために準備を整えてきたのだ。そのせいでお互い寝不足ではあったが、由加里はこれまでにないほどの充実感を覚えていた。

「副社長、そろそろお時間です」

「わかった──そうしたら、そろそろ行こうか」

　時計を確認した由加里がそう告げると、知樹はこくんと頷いて椅子から立ち上がる。

　月に一度の役員会議が行われるのは第三会議室だ。もともとは業界の動向を確認しあったり、各部署から上がってきた議題を精査するための集まりなのだが、今ではどことなく形式的なものになりつつある。

　さらに言えば、居並ぶ役員たちの半分ほどは知樹のやり方を面白く思ってはいない。

（まぁ、もともと今のＹＡＣを育て上げてきた人たちだし、面白くないのは当然かもしれないけど……）

　現在役員の座にいる人間は、多くが現社長や専務とともにＹＡＣ工業の躍進に勤めてきた人々だ。自分たちが育て上げてきた会社に対して、絶対的な自信を持っていると言っても過言ではない。

　つまり、知樹にとって今日の役員会議はほとんどアウェイのようなものだ。

「──失礼します」

　本当に大丈夫かと思わないこともなかったが、それでもやるだけのことはやってきた。

　知樹の後に続いて会議室に入ると、ややあってから専務や社長も入室してくる。

　副社長秘書である由加里は、社長秘書の丸井課長とともに出席者にお茶を淹れたり、プロジェクターの準備をしたりと忙しく動き回らなければならない。

　その間にも、会議に出席する役員は続々と会議室へと到着し、やがて会議開始の時刻となった。

「本日の会議につきましては、私の方からお話をさせていただきたいのですが──よろしいでしょうか？」

　お茶出しを終えた由加里は、知樹の後ろに控えるように立ちながら彼の言葉に耳を傾ける。

　十数人の役員が居並ぶこの場でも、知樹は一切物怖じしていない。それどころか、はきはきとした口調には普段以上の自信を感じさせる。

「先日、新事業部が展開するアプリケーションについて、動作不具合が発見されました。他社へのプレゼンテーションを行う直前で脆弱性が発見された件については、先月の会議で報告をさせていただいたかと思いますが」

「──その件について、まだなにかお話が？　すでにそちらのエンジニアが不具合を解消し、プロジェクトは問題なく進んでいるのでしょう」

　知樹の言葉にそう反論したのは、案の定飯田専務だった。

「はい。先日から業務提携をしているエンジニアを含め、新事業部所属の人間で対応は完了しております。しかしながら、こちらの件について──システムに故意で手を加えさせられたという声が上がっておりまして」

　知樹は淡々と、けれどはっきりとした口調で事実を述べる。

「俺個人に対して、やり方が気に食わないと言われるのは全く問題がありません。個人の感情ですから、そこは相容れない方がいても仕方がない領域です。……ですが、業務の妨害という意味では話が別です」

　場の空気が、ピリッと張りつめる。

　知樹はこうやって、その場を自分のペースに巻き込むのが非常に上手い。ビジネスシーンにおいても、あるいは由加里と二人の時であっても──その場の雰囲気をうまく支配するのに秀でていた。

　だが、知樹が視線を向けた専務の方は、目を閉じて深くため息を吐くだけだった。

「それについては、先日もお話しませんでしたかな？　……副社長、あなたのやり方は強引すぎる。副社長の強引な改革とやらが、それこそ社内の分断を生む原因になるのではありませんか」

　──それは、先日知樹が答えることのできなかった質問だ。

　核心を突くようなその質問に、クスクスと小さな笑い声さえ起こっている。

　だが、知樹は同じ局面で二度も引き下がるような人間ではなかった。しっかりと前を見据え、由加里に指示を飛ばしてくる。

「水島さん、プロジェクターの用意を」

「は、はい……！」

　言われた通りにプロジェクターを準備して、ノートパソコンでいくつかの資料を表示させる。

　この数日間、二人で頭を悩ませながら作り上げてきた資料たちだ。

「このグラフは、過去五年間の退職者推移、並びに退職時ヒアリングの結果です。二十代の社員の退社率が非常に高いことに着目し、これまで改善に取り組んできましたが──今年度は前年比で、三十パーセントの削減に成功しています」

「それが、副社長の手柄だとでも？」

「もちろん、これがすべて俺の施策だとは言いません。各部署がそれぞれに、働きやすい職場を提供しようと動いてくれたからこそ実現したものだと思っています」

　総務や経理で働き方が少しずつ変わったことで、他の部署にも様々な変化が起こっている。

　それらすべてが知樹のおかげとは言えないが、確実に知樹が本社にやってきてから起こった変化と言える。

「無論、俺──いえ、私のやり方が合わない方もいるでしょう。大きな変化の中で、そこまで心を砕けないというのは私に責任があります」

　芯のある口調に、先ほどまでクスクスと小さく笑いあっていた社員たちの表情が固まる。

　まさか知樹本人の口から、そのような言葉が出てくるとは思わなかったのだろう。

「私だって、ＹＡＣ工業はいつまでも強い会社だと思っていたい。子どものころから、父やあなたたちがどれだけ苦心して会社を盛り立ててくれていたのかは……よく見ていましたから」

　そう言って、知樹はぐるりと居並ぶ役員たちを見回した。

　専務をはじめとした役員陣の中には、知樹がまだ子どものころからＹＡＣ工業で働いていた人物が多い。社長と苦楽をともにした仲間として、家族ぐるみの付き合いをしていた人も多いと聞いていた。

「だけど、このままではダメなんです。あなた方が……いえ、俺が思っているよりもずっと早く、新しい会社ができてはＹＡＣを追い落とそうとしている。強いＹＡＣを守りたいなら、現状維持ではなく発展し続けなければ」

　ほう、と感じ入ったようにため息をついた役員がいた。

　彼はすっと右手を上げ、おずおずと知樹に質問を投げかけてくる。

「副社長……具体的に、どのような点が脅威だと？　資本力においても、経営実績においても、当社はまだまだ業界首位の座を維持できると思っているのですが」

　その質問は至極当然と言えた。

　数字だけを見れば、未だＹＡＣ工業に立ち向かうことができる会社はそれほど多くはない。

　知樹は小さく頷くと、ちらりと由加里に視線を向けてくる。

「……こちらをご覧ください。先日都内主要病院との提携を発表した、ベンチャー企業のデータです」

　彼の言葉に合わせて、由加里はプロジェクターに映される資料を切り替えた。

　そこには、三年ほど前に設立されたとあるベンチャー企業の業務成績が細かく記されている。

「ネットワークを利用し、行政ともうまく連携をとったこちらの企業に、先日業界大手数社が事業買収の相談を持ち掛けています。革新的な技術に大手の資金力が加わってしまえば、当社にとって大きな脅威となるでしょう」

「な、なぜベンチャーと行政が？」

「この企業は、各都道府県が行っている地方都市創生計画で提案されたアイディアをもとに設立された企業なんです。優れたアイディアや地域に根差した起業家などに支援を行うプロジェクトで、コンペも盛んにおこなわれています」

　地域の企業からの協賛も多く、優れたアイディアを持つ学生と手を組みたいと思っている大手企業も注目している──その環境を十分に生かし、提示した企業は爆発的な速度で成績を伸ばしていた。

「大手のネットワークと、ベンチャーの技術力……さらに行政からの支援も考慮すると、十分我が社の脅威になりえるでしょう。営業に確認をしたところ、実際こちらを引き合いに出してウチとの契約を渋る企業も多いとかで」

　この数日間必死になってかき集めてきた社内の情報と、知樹が常に張り続けたアンテナから得られる情報。それら二つを、由加里が資料としてしっかりまとめ上げた。

　わかりやすくまとめられた現状を目に、役員たちの間でざわめきが広がっていく。

「確かに、ＹＡＣは強い。けれど、トップというのは常に追われる立場です──強いＹＡＣ工業を維持するためにはこのままじゃいけない。これで理解いただけましたか」

　知樹がぐるりと役員陣を見回すと、彼らは黙り込んでお互いの顔を見合わせていた。

　一気にこの場を自分のペースに巻き込んだ知樹は、視線だけでちらりと由加里に合図を送ってくる。

（や、やっぱり知樹さんって、こういう状況に強いっていうか……）

　先ほどまでの不満げな視線をほとんど抑え込んだ知樹は、深く息を吐いて席に着いた。

　一方で専務は何か言いたげに口を開いたが、それを小さな咳払いが押しとどめる。

　普段はあまり積極的な発言をしない、社長である知樹の父が口を開いたのだ。

「──懐かしいね」

　随分と優しい、それこそ昔を懐かしむような声音でそう言った屋久野社長は、専務に視線を向けてにっこりと微笑んだ。

「若い頃は、私たちも随分と無茶をしたものだ。なぁ、飯田くん」

「……社長」

　ぐっと言葉を詰まらせた専務とは対照的に、屋久野社長はじっと息子の方を見ながら、優しい口調で語りかけてきた。

「知樹、この一年間お前がどういう風に会社に関わろうとしていたのか、それはしっかりと見させてもらった。……確かに、やり方は少し強引だとは思ったがね」

　人当りのよさそうな屋久野社長の言葉は、決して知樹のことを責めているわけではなかった。

　今はあまり業務に関わることができず、ほとんどお飾りのような立場の社長ではあるが、知樹のことをこの会社に呼び戻したのは社長本人だった。

「だが、停滞を続けている会社に成長はない。ここにきて息子に気付かされるとは思わなかったが……飯田くんたちとともに、世界市場に進出した時のことを思い出した。周囲から無謀だと言われても、結局私たちはやり遂げたじゃないか」

　穏やかに微笑む社長の様子に、飯田専務がハッと顔を上げた。

　──日本の小さな医療機器メーカーが、世界を相手取ってシェアを獲得することなど不可能だと言われながらも、彼らは必死に業績を上げて世界市場を席巻した。

　彼らもまた、数十年前は知樹と同じく大きな変革を起こす側だったのだ。

「新しい分野へ挑戦するというのなら、やってみるといい」

　優しく微笑む屋久野社長の姿に、由加里は思わず小さなため息をついた。

「だがね、知樹……これだけの社員を巻き込んだ仕事を行うんだ。失敗すれば、君は更迭を免れない──それでもいいのかい？」

「もちろん、絶対に成果を上げてみせます」

　自信満々にそう言い切った知樹に、屋久野社長は満足げな表情を見せて頷いた。

　一方で専務は、それ以上の追及をすることはなく、会議が終わった後はただ静かにその場を後にした。

　結果として大々的に専務を追求することはできなかったが、多くの役員たちは現在のＹＡＣ工業の立場を理解し、知樹の進めようとしている施策に理解を持ちつつある──社長の後押しもあってか、会議が終わった後の知樹は清々しい表情を浮かべていた。

「お疲れ様です、副社長」

　役員会議が終わり、副社長室に戻ってきた由加里は、開口一番知樹にそう声をかけた。

　すると、それまでどこか緊張したような面持ちだった知樹がふっと表情を綻ばせ、そのまま由加里の体をぎゅっと抱きしめてくる。

「ひ、あ、あのっ──……知樹さん？」

「終わった……この二週間、本当に長かったな」

　絞り出すような声で、知樹はそう呟いた。

　きつく抱きしめられながら聞こえた声には、万感の思いが込められている。

「……そう、ですね。本当に──本当に、お疲れさまでした」

　この一年ひたすら走り続けた知樹の頑張りが、ここにきて認められた。

　広い背中に手を回しながら、由加里はほぅ、と安堵のため息を吐いた。

「なぁ、せっかくだし……今日は仕事が終わったらウチに来ないか？」

　知樹からの提案にも、由加里は二つ返事で頷いた。

　明日は土曜日──知樹の家で食事をとってから、ゆっくりと二人の時間を過ごすのもありだろう。

（そういえば最近は、休日もずっと仕事してたし……）

　知樹と二人きりになってのんびりとする時間など、ここ二週間はオフィスの中しかなかった。お互い休日も資料の作成やデータ収集にかかりっきりで、まともに休日をとるのすらも久々だった。

「でしたら、帰りにどこかに寄ってお買い物しませんか？　今日はわたしがなにか作るので」

「……手料理？」

「はい、簡単なものにはなっちゃうんですけど……」

　大学から一人暮らしをしているので、ちょっとした料理くらいならば作ることができる。

　そう言うと、知樹はかすかに頬を赤くして咳払いをした。

「そ、それなら──その、唐揚げ、とか」

「ハンバーグじゃなくていいんですか？」

「それだと君の前で常にハンバーグを食べている男になるだろう……」

　冗談めかして笑う由加里に、知樹もそう言っていたずらっぽく笑みを浮かべた。
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　そうして知樹の家にやってきた由加里は、彼のリクエスト通り唐揚げとサラダ、オニオンスープを作って食卓へと並べていった。

　知樹も手伝ってくれると言っていたのだが、エンジニアから緊急の連絡があったらしく席を外すことになってしまった。

（専務とのやり取りはとりあえず一息ついたけど……結局、まだやることってたくさん残ってるんだよね……）

　むしろ、大変なのはここからだと言っていい。

　社内での理解は今までより得られそうではあるが、知樹が社長相手に啖呵を切ってしまった以上、成績を残さないわけにはいかない。

　アプリのリリース日も決まっているので、ここからは最善のスタートダッシュを切るためにはより手を尽くさなければならなかった。

「……由加里、ちょっといいか」

「は、はい。どうかしましたか？」

　揚げたての唐揚げをお皿に盛りつけていると、電話を終えた知樹がリビングに戻ってきた。

　どうしたのかと首を傾げる由加里に、彼はどことなく上機嫌にスマートフォンを差し出してくる。

「えっと……これは──」

　見せられた画面に映っているのは、世界的な規模を誇る物流会社のホームページだ。

　ここで何か買うつもりなのかと思ったが、どうやら知樹が言いたいのはそういうことではないらしい。

「ウチと契約しているエンジニアが、ここの日本法人取締役に声をかけられたみたいなんだ。ＹＡＣ工業の方で制作しているアプリと、この会社の物流網を使ってなにかできないか、って」

「……えぇっ？」

　世界でも最大の規模を誇る物流会社の、日本法人。

　日本全国に配送拠点を持つその会社と業務提携ができれば、無医地区への物資の輸送をより大規模かつ細やかに行うことができる。

「たまたま、以前エンジニアが出向していた現場で、その取締役と知り合いになったとかで──会社間で連絡を取るよりも早いからって、彼を通じて俺に連絡を取りに来たらしい」

「なんというか……外資系だとこういうこと、よくあるんですか？」

「行動力がある経営者だと、突然電話をかけてくることも──まぁ、稀ではあるが」

　とはいえ、今の知樹たちにはこれ以上ないほどの申し出だ。

　彼はすぐにその取締役とランチをすることを決めたようで、その場には由加里も同席することになった。

「向こうとしても、医療分野で業績を伸ばしたい頃合いなんだろう。双方よしで提携に合意できれば、プロジェクトは更に大規模なものになる──が」

　ふう、と小さく息を吐いた知樹が、スマートフォンのディスプレイを消してソファに放り投げた。首を傾げてぽきぽきと音を鳴らした彼は、ぐっと背伸びをして笑みを浮かべた。

「今日はもう終わりだ。正直あれこれ手を回したし、週末くらいは君とゆっくり過ごしたい」

「そうですね……あっ、唐揚げ揚がったので、ご飯にしましょう」

　作り終えた料理を並べ、二人でゆっくりとしながら食事を楽しむ。

　実に半月ぶりに訪れた穏やかな時間を過ごしていると、食器を洗ってくれた知樹がキッチンからひょこっと顔を出した。

「……どうしたんですか？」

「少し、君に話したいことがあって。そこで待っていてもらえないか」

「わ、かりました……」

　普段よりやや硬い口調に疑問符を浮かべながら、とりあえずその言葉に頷いた。

　すると、知樹は一度キッチンから自室へ戻り、やがて再びリビングへと戻ってきた。

（神妙な感じだけど……もしかして、また仕事のことかな……）

　この二週間、二人はプライベートなどほとんどない状態で働き詰めだった。

　そろそろ仕事のことは忘れてゆっくりしたいのだが、もしかしたら知樹はまだかにかを考えているのかもしれない──なにを言われるのかとドキドキしながら待っていると、彼は由加里が腰かけているソファの隣に腰を下ろした。

「……これを、君に渡したくて」

「は──」

「今回の一件で、より強く自覚したよ。やっぱり俺には君がいないとだめだし……何より、君のことが好きなんだなって」

　そっと差し出されたのは、小さなリングケースだった。

　鮮やかな色どりを放つそれを受け取ると、その中には銀色の指輪が鎮座している。

「え、ぇっ……!?　これ、い、いつの間に……」

「まぁ、時間がある際に。──受け取ってもらえると、嬉しいんだが」

　ケースを持つ指先が、小刻みに震えている。

　なんとかして言葉で返事をしようと思ったが、声が喉につかえてうまく喋ることができなかった。

「っ、は──あのっ……わ、わたしで、よかったら……」

　引きつり、上ずった声になってしまったが、由加里は何度も頭を上下に動かしながらようやくその言葉を伝えることができた。

「わたしでよかったら、ずっと……知樹さんのそばにいたい、です……」

　こくこくと頷きながら伝えたいことをすべて言い終えた後、由加里の目尻からはぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

　一度涙があふれるともう止まらなくて、声もなく泣き続けるその体を知樹が抱きしめてくれる。

　宥めるように頬にキスを落とされ、そこから唇を奪われる──由加里はそのまま、優しい口づけに身を任せた。

「ん、ぅっ……、ふ──ぁ、んんっ……」

　触れるだけのキスが何度か繰り返された後、知樹は一度動きを止め、由加里の体をぐっと抱えて立ち上がった。

「ひぁっ！」

「ここで君のことを襲うわけにはいかない。……自制ができているうちに、ベッドルームに向かわせてくれ」

　静かにたしなめられ、今度は瞼にキスをされた。

　触れてくるのはほんの少し、挨拶のようなキスなのに、由加里の体はそれだけで熱を灯し、かすかに震えてしまう。

（あ、だめかも……こういうの、久しぶりだし……）

　思えば前回、初めて知樹の家にやってきた時が最後だったように思う。

　昔からそうした欲求は薄い方だと自覚していたのだが、そう思いだした途端にじわじわと下腹部が熱くなってきた。

（やだ、期待してるみたいな……）

　知樹の腕に抱えられて、彼が寝起きする寝室へと運ばれる。

　以前ここにやってきた時は整然としたその様子に感動したものだったが、今日は随分とにぎやかな状態になっていた。

「悪い、その──掃除をしている時間も惜しくて、多少散らかってるが……」

「ぁ、大丈夫、です……その、わたしの部屋も似たような感じなので」

　ほとんど生活感の感じられなかった前回より、こちらの方が人間味があっていいかもしれない。

　そんなことを考えていると、知樹はそっと由加里の体をベッドの上に下ろした。

「ん……」

　火照り始めた体に、冷たいシーツの感触が刺激を与えてくる。

　びくんっ……と体をこわばらせる由加里の額にキスを落とした知樹は、そのままもう一度唇を重ね合わせてきた。

「ぅ、んっ……んぁ、むぅ……」

　唇同士を重ねあい、擦りつけるようなくちづけの後、熱い舌先がぬぷっ……と挿し込まれる。

　うっすらと口を開いてそれを受け入れた由加里は、そのまま知樹の大きな背中に腕を回す──ここ最近感じていなかった恋人の体温に、心臓がドクドクと大きく高鳴るのがわかった。

（知樹さん、も……ドキドキしてる……）

　体を密着させればさせるほど、お互いの鼓動がどれほど激しくなっているのかを知れた。

　きっと知樹も、今由加里がどれほど胸を高鳴らせているのかを感じてくれているのだろう。

「ちゅ、ぅっ……ん、んっ」

　くちゅっ、と音を立て、舌先が咥内をまさぐってくる。

　口蓋を軽くなぞり上げられた由加里は大きく体を跳ねあがらせたが、知樹の腕がしっかりとそれを支えてくれた。

「は──ん、ぅっ……」

「由加里──悪いんだが、今日は少し……丁寧に、できないかも」

　ゆっくりと唇が離れ、新鮮な空気を吸い込めるようになった時。知樹は低く掠れた声でそう呟いた。

　普段の彼よりも余裕のないその言葉に、ギュッと胸が鷲掴みにされたような気持ちになる。

「もし、俺が……君にひどいことをしそうになったら、それは全力で止めてくれ。なんだったら殴ってくれてもいい」

「な、殴りませんよ！　その──い、痛いとか、苦しいことじゃなかったら……大丈夫です」

　今はできるだけ、知樹のことをすべて受け止めたかった。

　彼が抱え込んできたものを、今日だけは自分が全部受け止めてあげたい──ぎゅっと知樹の体に回した腕に力を籠めると、彼は由加里の腕の中でホッとしたような息を吐いた。

「……ありがとう」

　絞り出すようにそう呟いた知樹が、ぐっと由加里の体を抱き起す。

「う、わっ……」

　一瞬の浮遊感に思わず声を上げてしまったが、知樹はそんなことお構いなしに恋人の体を抱き上げ、そうして再びきつく腕の中に閉じ込めてくる。

「ひぁ、あっ……んっ」

　知樹の膝の上に座らされる形になり、先ほどよりも彼との距離が近くなる。

　戯れるように首筋に唇を押し当てられて、由加里はくすぐったさに身をよじった。

「や──んんっ、ぁ……」

「久しぶりに触れる……今まで、それどころじゃなかったからな」

　大きな手がそっとブラウスのボタンを外し、開けた肌に唇が落とされる。

　熱を帯びた肌に布が触れ、唇が押し当てられるだけでも、甘美な刺激がじわじわと生まれてあえかな声が漏れてしまう。

「ひ、ぅっ……ぁ、と──知樹、さんっ……くすぐったい……」

　びくびくと小刻みに震えながら、由加里は上ずった声でそう漏らした。すると、一度動きを止めた知樹が完全に服を脱がせにかかる。

「触れていないとおかしくなりそうになる。……会社にいる時とか仕事してる時は、できるだけ考えないようにしているんだが──一度触れたいと思ったら、自制が効かなくなりそうだ」

　するん、とブラウスを脱がされ、乳房を包み込むブラジャーもあっけなくホックを外されてしまう。

　やや節張った指先が、白い由加里の肌を統べるように撫で、柔らかな双丘の右側に沈む。

「んん……」

　ふに、と乳房に指先が沈むだけでも、じぃんと下腹部のあたりが痺れてしまう。

　思っていたよりも自分が彼を求めているのだと突きつけられているみたいで、一気に顔が熱くなった。

「由加里は？　例えば──二人きりで仕事をしている時とかは、どう思ってる……？」

「どう、って──ぁ、っ」

　柔らかな胸のふくらみに触れていた指先が、徐々に下へと降りてくる。

　履いていたスカートのファスナーも下ろされ、ストッキングに手がかけられた。あっという間に纏うものを脱がされていく由加里は、羞恥と期待で思わず顔をそむけた。正直、知樹の顔を直視できない。

「……聞かせて」

「っ……あの、で、できるだけ考えないように……仕事に、ならないので……」

　低い声が鼓膜をくすぐられて、由加里はぽつりとそう返した。

　正直、会社に着いたら彼のことを恋人とは思わないようにしている──それに、もっと言ってしまえばそんなことを考えている余裕がないくらいにこの二週間が忙しすぎた。

「君らしいな……少し寂しくはあるが」

「ぇ、ご、ごめんなさい……？」

「謝るようなことじゃない。だが、それなら──」

　指先がお尻を撫で、ストッキングとともにショーツを脱がせてしまう。

　つま先から薄布を抜き取られ、ぱさりとペッドの下に落とされる音がやけに生々しく響いた。

「今くらいは、恋人としてたっぷり意識してもらわないと」

「ひぃ、ぁ……あ、待っ──」

　包むものがなくなったお尻をゆっくりと撫でられて、体がぞわぞわと震え始める。

　背筋から駆け上がってくるかすかな快感がやけに心地よくて、由加里は甘ったるい声を上げながら知樹の体に抱きついた。

「ふぁ、ぁ……」

　快感に震える由加里の体を抱え、知樹が淫裂に手を伸ばしてくる。

　キスだけでにわかに潤んでしまったその場所を指の腹で撫で上げた知樹は、懇ろに何度もその場所を愛撫してきた。

「あ、ぁっ……知樹さん、っ……」

　くちゅ、とかすかに音を立ててぬかるみが暴かれ、熱い吐息が唇から漏れた。

　ただ唇を重ね合わせただけでこんな風になってしまいものかと、一気に羞恥心が頭をもたげてくる。

「わ、わたし、変……」

　いつもはこんな風に、キスだけでぐずぐずに蕩けたりはしない。焦った声を上げた由加里だったが、知樹はそんな恋人を宥めるようにぽんぽんと背中を叩いてくれた。

「大丈夫──変じゃない」

　甘く耳朶に絡む声とともに、再び指先が動きだす。

　それまでただ割れ目を撫で上げるだけだった指先が浅い場所まで挿入され、蕩けた淫蜜をかき混ぜながら刺激を加え始めた。

「ひぁ、あ……ッ」

　ぬぷぬぷといやらしい音を立てながら蜜壺を掻き乱されるのと同時に、知樹の親指が淫芽を押し込んできたのはその時だった。

　巧みに指先で入口を刺激し、淫蕾を親指で円を描くように転がされ、由加里の口からは甲高い声が漏れる。

「んぁ、ッ──あっ、あ、ひぁあっ……」

　自分が思っていたよりもずっと、体は彼のことを想い続けていたらしい。

　与えられる快感を従順に享受した由加里は、ぎゅっと知樹の体にしがみつきながら愉悦を貪った。

「イきそう？　……いいよ、一度イって──もっともっと、俺で気持ちよくなって」

　潤んだ目元にちゅっと唇を押し付けて、知樹はぐっと淫芽を弄う指先に力を込めた。押しつぶすような動きとともにかすかな振動を与えられて、全身の毛穴がぶわっと開く。

「んぁ。ぁっ……」

　それは、重くて深い愉悦だった。

　悲鳴を上げるわけでもなく、大きく体を揺さぶるわけでもなく──ただ、由加里の内側を全身余すことなく苛む、甘く切ない絶頂が体に襲い掛かってくる。

「ッ、ふ……ぁ、あっ……」

　ガクガクと小刻みに体を震わせ、逃れがたい快感に身をゆだねる。下腹部がきゅんきゅんとわなないて涙が溢れてくると、知樹は自分の唇でその涙をぬぐってくれた。

「……ともき、さん」

　なかなか引いてくれない愉悦の波に打ち震えながら、由加里は自ら彼の体に胸を押し付け、すすり泣くような声で名前を呼んだ。自分でも驚くほどにか細い声だったが、知樹はその声にしっかりと頷いてくれる。

「ん？」

「もっと、ぎゅってして……」

　熱い吐息交じりの言葉の後、今度は自分から彼を求めるようにキスをした。

　いつも知樹がしてくれているように舌を絡めてみると、それに応じるようにくちづけがどんどん深くなる。

「んむ、ぅっ……は、ぁっ──」

「嬉しいな。君の方からそんな風に言ってくれるなんて……俺ばかり好きなんじゃないかって、不安になっていたところだ」

「そんな──あっ……」

　熱がわだかまる身体をきつく抱きしめられて、由加里はふるっ……と体を震わせた。彼の指先でたっぷりと快感を教え込まれた体は、より強い愉悦を求めて貪欲にうねる。

「本当は、もう少し……俺に甘えてくる君のことを見ていたいけど」

　こちらも限界だ、と腰を押し付けられて、そこにある熱を知覚させられた。

　張りつめたスラックスの中を思わず想像してしまい、めまいを覚える。

「もう少しならした方がいいか？」

「ぁ──大丈夫、です。平気ですから……知樹さんの、好きなように」

　消え入りそうな声で呟いた由加里の頭上から、空気の抜けるような音が降り注いでくる。

　知樹が笑ったのだと認識した時には、すでに取り出されていた熱杭の先端が濡れそぼった蜜口に押し当てられていた。

「ん、はぁっ……」

　挿入までは、ほんの一瞬だった。

　怒張した先端をぐぷっと挿し込まれると、自重に任せて簡単に肉幹を飲み込んでしまう。

　熱く蕩けた媚肉は誘うように蠕動しながら、知樹のことを奥へ奥へといざなっていった。

「く、っ……」

　低く苦しげな声とともに、ぐぷぐぷと隘路が押し開かれる。

　その重たい異物感も、同時にせりあがってくる快感も、今の由加里にはすべてが愛しかった。

「ふぁ、ッ……ン、ぁあっ……」

　ずちゅっ、と濡れた音を立てて、ゆっくりと肉杭が最奥まで打ち込まれる。

「っは、ぁア……知樹さん、っ……」

　掠れた声で、大切な人の名前を呼んだ。

　誰よりも自分を律し、誰よりも懸命に突き進む──それでいて、由加里にだけは弱いところを見せてくれる愛しい人。

　そんな彼に求められ、心も体も満たされているのがどうしようもなく幸せだった。

　たくさんのものを背負うその広い背中に腕を回し、強く掻き抱くと、緩やかだった抽送は少しずつ強さを増していく。

「んぁっ、ぁ──は、ぁっ……」

「由加里──由加里、こっちを見て。もっと……俺を、見ていてくれ」

　甘く低い声と膣奥を穿つ動きが、快感に結びついていく。

　知樹は自らの膝上で身をくねらせる由加里をしっかりと抱きしめ、何度も首筋にキスを落とした。時折きつく肌を吸い上げられる小さな痛みでさえ、今の由加里には快感に置換されてしまう。

「んんっ、ぅ……ぁ、あっ」

　ずんっ、と下から突き上げられて、由加里の白い喉が反った。

　粘膜をぐぷぐぷと擦られ、弱い場所を的確に刺激されると、頭の奥がビリビリと痺れるような感覚に襲われる。

（でも──もっと、知樹さんに触れていたい……）

　与えられる刺激は、どれも不快なものではなかった。自制が効かないと言いながらも知樹は由加里を丁寧に扱ってくれたし、繰り返し奥を穿たれる感覚には多幸感すら覚える。

「由加里──ナカ、締めすぎっ……ん、お腹の奥、痛くない……？」

　ぐぐっ……と最奥を押し込みながら、知樹がかすれた声で尋ねてくる。

　その問いかけには、ふるふると首を横に振った。

「い、たく──ない、です。だから……も、もっと、いっぱい……」

　恐らくだが、知樹は由加里のことを気遣ってくれている。

　口では自制が効かないと言いながら、彼はかなり屈強な理性を持っている人だ。無理はさせまいとしてくれているのだろうが、今日はどこまでも彼にも止められたい気分だった。

「……だが」

「いいです。わたし、は──もっといっぱい、知樹さんのことが欲しい、ので……」

　お互いぎゅっと抱き合ったままの問答は何度か続いたが、やがて知樹が根負けした。

　ふ、吐息を吐いた彼は、やや汗ばんだ髪をぐっとかき上げる。その仕草がやけに妖艶で、由加里はごくっと唾をのんだ。

　その瞬間、それまでしっかりと由加里を抱えていた両手が、力強く腰を掴んできた。

「え──ぁ、あ……ッ！」

　ばちゅんっ、と重たい突き上げを受けて、一瞬由加里の視界が歪んだ。

　何が起こったのかがわからなかったのは本当に最初の一撃だけで、激しく繰り返される律動は先ほどよりもなお力強く快感を揺さぶってくる。

「んぁっ、あ、ゃ、ぁあっ……」

　ぬぷっ、ぢゅぷっ、と音を立てて膣窟を掘削され、達して敏感になった奥をぐりぐりと刺激されるとたまらなかった。

　思わず知樹の腕にしがみついて体を反らすが、与えられる快感がすべてそれで逃がせるわけではない。

「ん、ひっ……ひぁ、あ、ぁっ……」

　突き上げられるたびに、膣内が切なく知樹を締め付ける。

　普段は余裕な表情を崩さない彼がぎゅっと眉を寄せ、徐々にピストンを強めていく──その姿を見ているのが自分だけだと思うと、心の中がひどく満たされるような気がした。

「あ、っ──んんっ……」

　ぐぷぐぷと深いところを穿ってくる肉幹が、お腹の奥で質量を増す。

　射精の兆しを告げるその質量に、由加里はふるっ……と体を震わせた。

「く、ぁあっ……」

「は、由加里、っ……」

　低く名前を呼ばれたかと思うと、ひときわ強い突き上げが繰り返され、お腹の奥で熱が爆ぜた。

　勢いよく叩き込まれる欲望の本流に身をゆだねると、由加里の意識もまた絶頂の極みまで押し上げられた。

「ッぁ、んんっ……ぁ、あっ……」

　どぷどぷと膣奥に熱を注ぎ込まれる感覚に、一気に目の前がしらけ、体がこわばった。

　襲い掛かる愉悦に震える由加里をきつく抱きしめてきた知樹が、額や瞼に何度も唇を落とす。

　全身で大切な人の体温を感じた由加里は、その広い背中に腕を回し、多幸感を覚えながら深い眠りへと落ちていくのだった。







エピローグ








「……やっぱり、国内の方がいいんじゃないですか？　その、知樹さん忙しいし」

「仕事の都合はしっかりつける。君だって楽しみにしていたんだし、海外に行こう」

　一年後──独居用のマンションから世帯向けのレジデンスに引っ越した二人は、ノートパソコンを覗き込みながらあれこれと考えを巡らせていた。

「現場はうまく動いてくれているし、多少俺がいなくてもなんとかなるはずだ。……専務もいるしね」

　マグカップの中のコーヒーを飲みながら、知樹は至極冷静にそう言ってきた。

　……確かに、ここ一年で知樹の仕事はようやく落ち着きつつある。

　屋久野社長が数か月前に社長職を退き、ＹＡＣ工業株式会社は知樹が代表取締役に就任した。

　同時に、知樹が動かしていた新事業部も大々的な稼働を見せ、想定していた以上の利益を上げている──無医地区へのネットワークを広げるという目標の達成は半ばだったが、提携している物流各社の力もあって、業績は右肩上がりだ。

「新事業部の方も、俺より詳しい人間が責任者として働いてくれているし……正直、君の後釜からはいつ式を挙げるんだってせっつかれているんだよ」

「えっ、友とも原はらさんがですか……？」

　ぎょっと驚いた由加里は、秘書課の後輩を思い出して口元に手を当てた。

　……知樹が代表取締役に就任したのとほぼ同時期、由加里は知樹と入籍し、新卒から働いていたＹＡＣ工業を退職した。

　丸井課長は会長職となった前社長の秘書となることが決まっていたため、知樹には由加里の後輩である男性の秘書が付くことになったのだ。

（友原さんって、硬派を絵に描いたような感じの人だったけど……そういうこと言うんだぁ……）

　恐らくは半分冗談だろうが、男二人で時々冗談を言い合えるというのはいい関係だ。

「だから、やっぱり新婚旅行は海外にしよう」

「で、でも……」

　確かに結婚当初、海外旅行に行けたらとつぶやいたことはある。

　だが、この一年、由加里は知樹の多忙さを間近で見てきたのだ。代表取締役就任後は、数日間家に帰ってこられないほどだった。

（せめて私生活では支えられたら、って思って、私設秘書になったけど……秘書二人つけてもギリギリになるくらい動き回ってたし……）

　ＹＡＣ工業を退職した由加里は、知樹の私設秘書となって在宅で仕事をしていた。

　表立って会議に同席したりするのは新秘書の友原が担当しているが、スケジュールの調整や事務的な作業は由加里が請け負っている。

「そんな顔をしないでくれよ。最近はちゃんと仕事をセーブしてるし……スケジュールに余裕が出てきているのは、君だってわかるだろう？」

「それはそうですけど……海外旅行って、わがままかなぁって思ってて……」

　とはいえ、ここ一か月ほどはその激務も落ち着いてきていた。

　そこで、入籍してから挙げられていなかった結婚式を行うことになっているのだが──その後の新婚旅行は海外にしようという話が上がってた。

　結婚式の話自体は当初からあったものだが、新婚旅行については完全に知樹のスケジュールに合わせて話題に上がってきたものだ。

「他の旅行ならまだしも、新婚旅行なんて一生に一度なんだから──思い切りわがままでいいんだ。それに、由加里には仕事でも今まで迷惑をかけてきたし」

「迷惑なんて、そんな──むぐっ」

　彼から任されてきた仕事を、迷惑だなんて思ったことがない。

　そう言おうとした唇を、知樹の人差し指でふさがれた。

「……知樹さん」

「今までのお礼と、これからよろしくっていう意味も込めて。……正直、由加里がいなかったら俺はどこかで折れてたと思うよ」

　優しく微笑む知樹に、由加里はようやくこくんと頷いた。

「会社のことは気にしなくていい。……最近は専務とも良好な関係が続いているしね」

「その点だけは本当に意外です。あの飯田専務が……」

　知樹が専務と渡り合うことになった役員会議から一年──意外にも、専務は知樹の方針に対して柔軟な姿勢を見せてくれた。

　知樹の方でも新事業部のアプリについては「システムの脆弱性を発見、再現したタイミングが悪かった」ということでお咎めなしにしたのだが、あの後専務から正式な謝罪があった。

　部下が指示したこととはいえ、なにか彼にも思うところがあったのかもしれない。

　あるいは、目標に向かってひたむきに前進する知樹の姿に、若い頃の自分たちの姿を見たのか──本人が語らないためその真意はわからなかったが、専務が知樹に理解を示してくれたことで、社内の対立構造もかなり落ち着いたという。

「まぁ、未だに役員会議じゃネチネチ重箱の隅を突いてくるけど……大体正論だから言い返せないんだよな……」

　そう言って笑う知樹の表情は、一時期とは比べ物にならないほどに穏やかだった。

「……知樹さん、最近お仕事の話をする時、よく笑ってますよね」

「え、そ──そうか？」

　ゆるく口角を上げていた知樹にそう指摘すると、彼はにわかに頬を赤らめて、照れくさそうに微笑んだ。

　一年前よりも少しだけ丸くなった知樹の笑顔を見ていると、ひどく安心した気分になる。

「──知樹さん。わたし、フランス行ってみたいです！」

「あぁ、いいね。じゃあコルシカ島とかどう？　結構雑誌とかでも特集されてて──」

　優しげな横顔に大きな幸せを覚えながら、由加里は彼が開いてくれたＷＥＢページを覗き込む。

　この幸福な時間が、ずっと続いていけばいい──穏やかな幸せを噛み締めながら、由加里は強くそう願ったのだった。







あとがき








　こんにちは、沙さ布ふでございます。

　はじめましての方もそうでない方も、今回のお話は楽しんでいただけましたでしょうか。




　新進気鋭の副社長が突っ走って振り回されがちな秘書の話を書こうかな、と思っていたら、知樹は常に由加里に救われておりました。

　エネルギッシュで弱点なんてないと思っていたヒーローが実はヒロインに救われていたし弱みも見せることができる、みたいな関係性が好きで、このところそういう二人をよく描いているような気がします。

　社内政治とか業務の改革とかは時間をかけて解決し、前に進んでいくような事柄ですので、きっとこれから二人は一緒にそういう未来を作り上げていくのでしょう。




　今回も非常に楽しく物語を書かせていただきました。

　携わってくださった全ての方と、この物語を読んでくださったことに感謝を込めて。本当にありがとうございました！






沙布らぶ
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